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対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持つ、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素]のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ

ンタイトルは、[メインタイトル]のように示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって表

示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（bold）で示しています。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（italic）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイス
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger.You are in a situation that could cause bodily injury.Before you work
on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with standard
practices for preventing accidents.Use the statement number provided at the end of each warning to locate
its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべてのBシリーズマニュアルの完全なリストについては、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

管理用の UCS Managerと統合されたラックサーバでサポートされるファームウェアバージョン
とサポートされる UCS Managerバージョンについては、『Release Bundle Contents for Cisco UCS
Software』を参照してください。

その他のマニュアルリソース

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご

ざいましたら、HTMLmailto:ucs-docfeedback@cisco.comドキュメント内のフィードバックフォーム
よりご連絡ください。ご協力をよろしくお願いいたします。

Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1    
xv

はじめに

Cisco UCSの関連ドキュメント

http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-release-notes-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-release-notes-list.html
http://twitter.com/ciscoucsdocs
mailto:ucs-docfeedback@cisco.com


    Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1
xvi

はじめに

マニュアルに関するフィードバック



第 1 章

新機能および変更された機能に関する情報

• このリリースの新規情報および変更情報, 1 ページ

このリリースの新規情報および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するマニュアルでの主な変更点の概要を示したものです。この

表は、このマニュアルに加えられた変更やこのリリースの新しい機能をすべて網羅するものでは

ありません。

表 1：Cisco UCS Managerリリース 3.1(2) の新機能と変更された動作

参照先説明機能

vNICテンプレートペアの
作成, （168ページ）

vNICテンプレートペアの
取り消し, （171ページ）

Cisco UCS Managerは vNICテンプ
レートペアの一部としてアダプタ

冗長性グループをサポートしてい

るので、サービスプロファイルの

冗長性の検証が可能です。

Cisco UCSManager：vNICテン
プレートペアにアダプタ冗長

性グループを追加

VXLANによるステートレ
スオフロードを有効化する

ためのイーサネットアダプ

タポリシーの設定, （178
ページ）

Cisco UCSManagerは、VICアダプ
タ 1340、1380、1385、1387、およ
び Cisco UCS C3260 for ESXi 6.0以
降のSIOCで、受信側スケーリング
（RSS）によるVXLANステートレ
スオフロードをサポートしていま

す。

Cisco UCS Manager：受信側ス
ケーリング（RSS）による
VXLANステートレスオフロー
ド
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参照先説明機能

イーサネットおよびファイ

バチャネルアダプタポリ

シー, （179ページ）

Cisco UCSManagerは、Windows環
境向けにファイバチャネルアダプ

タポリシーの 2つの新規オプショ
ンをサポートしています。IOリト
ライタイムアウトは、ネットワー

クデバイスで保留中のコマンドが

失効するまでの IOリトライタイ
ムアウトを調整します。LUN
キューデプスは、アダプタのすべ

てのLUNについて初期キューの深
さを調整します。

Cisco UCS Manager：Windows
環境向けに IOタイムアウトリ
トライ機能と LUNキューデプ
ス機能を追加
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第 2 章

概要

• 概要, 3 ページ

• Cisco UCS Managerユーザ CLIドキュメント, 3 ページ

• マルチレイヤネットワーク設計, 5 ページ

概要
このガイドでは次の内容について説明します。

•サーバポートの設定/有効化、アップリンクポートの設定/有効化、FCポートの設定/有効化。

• LANピングループの作成

• VLANおよび VLANグループの作成

•サーバリンクの作成

• QoSシステムクラスの設定

•グローバルポリシーの設定

•ネットワーク健全性のモニタリング

•トラフィックモニタリング

Cisco UCS Manager ユーザ CLI ドキュメント
Cisco UCS Managerでは、次の表に示す、使用例を基本とした従来よりもコンパクトな新しいマ
ニュアルが用意されています。
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説明ガイド

CiscoUCSManagerの初期設定を含むCiscoUCS
アーキテクチャとデイゼロ操作、および設定の

ベストプラクティスについて説明しています。

『Cisco UCS Manager Getting Started Guide』

パスワード管理、ロールベースのアクセスの設

定、リモート認証、通信サービス、CIMCセッ
ション管理、組織、バックアップと復元、スケ

ジュールオプション、BIOSトークンおよび遅
延展開について説明しています。

『Cisco UCS Manager Administration Guide』

Cisco UCS Managerによって使用および管理さ
れる物理/仮想インフラストラクチャコンポー
ネントについて説明します。

『Cisco UCS Manager Infrastructure Management
Guide』

ファームウェアのダウンロードと管理、自動イ

ンストールによるアップグレード、サービス

プロファイルによるアップグレード、ファーム

ウェアの自動同期によるエンドポイントでの直

接アップグレード、機能カタログの管理、展開

シナリオ、およびトラブルシューティングにつ

いて説明しています。

『Cisco UCS Manager Firmware Management
Guide』

新しいライセンス、CiscoUCSCentralへのCisco
UCSドメインの登録、電力制限、サーバのブー
ト、サーバプロファイルおよびサーバ関連ポリ

シーについて説明しています。

『Cisco UCSManager ServerManagement Guide』

Cisco UCSManagerの SANやVSANなど、スト
レージ管理のあらゆる側面について説明してい

ます。

『CiscoUCSManager StorageManagementGuide』

Cisco UCSManagerのLANやVLAN接続など、
ネットワーク管理のあらゆる側面について説明

しています。

『Cisco UCS Manager Network Management
Guide』

Cisco UCS Managerにおける、システム統計を
含むシステムおよびヘルスモニタリングのあら

ゆる側面について説明しています。

『Cisco UCS Manager System Monitoring Guide』

    Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1
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マルチレイヤネットワーク設計
モジュラアプローチを使用してデータセンターを設計する場合、ネットワークは、コア、アグリ

ゲーション、アクセスの 3つの機能層に分割されます。これらの層は、物理的または論理的のい
ずれの形態も取ることができ、データセンターネットワーク全体を設計し直さずに追加および削

除できます。

モジュラ設計の階層型トポロジでは、アドレスの割り当てもデータセンターネットワーク内で簡

素化されます。設計にモジュール性を導入することは、ビルディングブロックを分離することを

意味します。ビルディングブロックは互いに分離されており、ブロック間の特定のネットワーク

接続を介して通信します。モジュラ設計では、トラフィックフローを簡単に制御でき、セキュリ

ティが向上します。つまり、これらのブロックは互いに独立しており、あるブロックを変更して

も他のブロックは影響されません。また、モジュール性により、ネットワークでの高速な移動、

追加、変更（MAC）と増分変更も可能になります。

モジュラ型ネットワークは拡張可能です。拡張性によって、抜本的な変更や再設計を行うことな

く、ネットワークのサイズを大幅に拡大縮小できます。スケーラブルなデータセンターネット

ワーク設計は、階層とモジュール性の原則を基に構築されます。

ネットワークはできるだけシンプルに保ってください。モジュラ設計では、設計、設定、トラブ

ルシューティングが容易です。

•アクセスレイヤ：アクセスレイヤは、エッジデバイス、エンドステーション、サーバが
ネットワークに接続するための最初のエントリポイントです。アクセスレイヤは、ネット

ワークデバイスへのユーザアクセス権を付与し、サーバへの接続を提供します。アクセス

レイヤのスイッチは、冗長性を確保するために 2つの別々のディストリビューションレイヤ
スイッチに接続されます。データセンターアクセスレイヤは、レイヤ 2、レイヤ 3、および
メインフレームに対して接続性を提供します。アクセスレイヤの設計は、レイヤ 2とレイ
ヤ 3のいずれのアクセスを使用するかによって異なります。データセンター内のアクセスレ
イヤは、通常はレイヤ 2上に構築されます。これにより、サービスデバイスを複数のサーバ
にわたって共有しやすくなります。この設計によってサーバはレイヤ 2隣接となり、これを
必要とするレイヤ 2クラスタリングも使用可能になります。レイヤ 2アクセスを使用する
と、デフォルトゲートウェイを、アグリゲーションレイヤでサーバに設定できます。

•アグリゲーションレイヤ：アグリゲーション（または分散）レイヤは、アクセスレイヤか
らデータセンターコアへのアップリンクを集約します。このレイヤは、制御サービスおよび

アプリケーションサービスにとっての重要なポイントです。セキュリティサービスデバイ

スやアプリケーションサービスデバイス（ロードバランシングデバイス、SSLオフロード
デバイス、ファイアウォール、IPSデバイスなど）は、通常、モジュールとしてアグリゲー
ションレイヤに展開されます。アグリゲーションレイヤはポリシーベースの接続を提供し

ます。

•コアレイヤ：「バックボーン」とも呼ばれるコアレイヤは、高速パケットスイッチング、
拡張性、ハイアベイラビリティ、そして高速コンバージェンスを実現します。大規模データ

センターでは、データセンターコアを実装するのがベストプラクティスです。データセン

ターを設計する際は、初期段階でコアを実装しておくことにより、ネットワークの拡張が容

易になり、データセンター環境の再構築を回避できます。
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コアソリューションが適切かどうかを判別するには、次の基準を使用します。データセン

ターは、通常、レイヤ 3リンクを使用してキャンパスコアに接続します。データセンター
ネットワークは集約され、コアはデータセンターネットワークにデフォルトルートを挿入

します。

•イーサネットの帯域幅要件

•ポート密度

•管理ドメイン

•予想される将来の開発

    Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1
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LAN の接続

• ファブリックインターコネクトの概要, 7 ページ

• アップリンク接続, 7 ページ

• ダウンリンク接続, 8 ページ

• ファブリックインターコネクトの設定, 9 ページ

• ファブリックの退避, 12 ページ

• ファブリックインターコネクトのポートタイプ, 17 ページ

• ファブリックインターコネクトスイッチングのモード, 18 ページ

ファブリックインターコネクトの概要
ファブリックインターコネクトは、CiscoUCSのコアコンポーネントです。CiscoUCSファブリッ
クインターコネクトは、LAN、SAN、およびアウトオブバンド管理セグメントへのアップリンク
アクセスを提供します。Cisco UCSインフラストラクチャ管理は、ハードウェアとソフトウェア
の両方を管理する組み込み管理ソフトウェア Cisco UCS Managerにより行われます。Cisco UCS
ファブリックインターコネクトはトップオブラック型デバイスであり、Cisco UCSドメインへの
ユニファイドアクセスを提供します。

CiscoUCS FIは、接続されたサーバにネットワークの接続性と管理を提供します。CiscoUCSファ
ブリックインターコネクトは Cisco UCS Manager管理ソフトウェアを実行し、Cisco UCS Manager
ソフトウェア用の拡張モジュールから構成されています。

Cisco UCSファブリックインターコネクトの詳細については、『Cisco UCSManager Getting Started
Guide』を参照してください。

アップリンク接続
アップリンクアップストリームネットワークスイッチに接続するには、アップリンクポートと

して設定されているファブリックインターコネクトポートを使用します。これらのアップリンク
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ポートを、個々のリンクとして、またはポートチャネルとして設定されているリンクとして、

アップストリームスイッチポートに接続します。ポートチャネルの設定により、帯域幅の集約

とリンクの冗長性を実現できます。

ファブリックインターコネクトからのノースバウンド接続は、標準アップリンク、ポートチャネ

ル、または仮想ポートチャネルの設定によって実現できます。ファブリックインターコネクトに

設定されているポートチャネルの名前と IDが、アップストリームイーサネットスイッチ上の名
前および IDの設定と一致している必要があります。

また、vPCとしてポートチャネルを設定することもできます。その場合、ファブリックインター
コネクトからのポートチャネルアップリンクポートは、別のアップストリームスイッチに接続

されます。すべてのアップリンクポートを設定したら、それらのポートのポートチャネルを作成

します。

ダウンリンク接続
各ファブリックインターコネクトは、各ブレードサーバに接続性を提供するUCSシャーシの IOM
に接続されます。ブレードサーバから IOMへの内部接続は、バックプレーンの実装に10BASE-KR
イーサネット標準を使用して Cisco UCS Managerにより透過的に行われ、追加の設定は必要はあ
りません。ファブリックインターコネクトのサーバポートと IOM間の接続を設定する必要があ
ります。ファブリックインターコネクトのサーバポートと接続すると、各 IOMはファブリック
インターコネクトへのラインカードとして動作します。したがって、IOMとファブリックイン
ターコネクトを相互接続することはできません。各 IOMは単一のファブリックインターコネクト
に直接接続されます。

ファブリックエクステンダ（IOMまたは FEXとも呼ばれます）は、ファブリックインターコネ
クトをブレードサーバまで論理的に拡張します。ファブリックエクステンダは、ブレードサー

バシャーシに組み込まれたリモートラインカードのようなものであり、外部環境への接続性を

実現します。IOMの設定は Cisco UCS Managerによってプッシュされ、直接管理されません。こ
のモジュールの主な機能は、ブレードサーバ I/O接続（内部および外部）の促進、ファブリック
インターコネクトまでの全 I/Oトラフィックの多重化、CiscoUCSインフラストラクチャの監視と
管理の支援です。

ダウンリンク IOMカードに接続する必要のあるファブリックインターコネクトポートを、サー
バポートとして設定します。ファブリックインターコネクトと IOMが物理的に接続されている
ことを確認します。また、IOMポートとグローバルシャーシ検出ポリシーも設定する必要があり
ます。

UCS 2200 I/Oモジュールの場合、[Port Channel]オプションを選択することによっても、I/Oモ
ジュールが接続されたすべてのサーバポートがポートチャネルに自動的に追加されます。

（注）
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ファブリックインターコネクトの設定

ファブリックインターコネクトの情報ポリシー

Cisco UCSサーバに接続されているアップリンクスイッチを表示する情報ポリシーを設定する必
要があります。

ファブリックインターコネクトの SAN、LANおよび LLDPネイバーを表示するには、ファブ
リックインターコネクトの情報ポリシーを有効にする必要があります。

重要

ファブリックインターコネクトの情報ポリシーの有効化

デフォルトでは、ファブリックインターコネクトで情報ポリシーは無効に設定されています。（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A # scope systemステップ 1   

情報ポリシー状態を開始します。UCS-A/system # scope info-policyステップ 2   

（任意）

情報ポリシーが有効になっているか、無効

になっているかを示します。

UCS-A/system/info-policy # showステップ 3   

ファブリックインターコネクトで情報ポリ

シーを有効化します。

UCS-A/system/info-policy # enableステップ 4   

ファブリックインターコネクトで情報ポリ

シーを有効化します。

UCS-A/system/info-policy* #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、ファブリックインターコネクトで情報ポリシーを有効にする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A/system # scope info-policy
UCS-A/system/info-policy # show
Info Policy:
State: Disabled
UCS-A/system/info-policy # enable
UCS-A/system/info-policy* # commit-buffer
UCS-A/system/info-policy #
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ファブリックインターコネクトの情報ポリシーの無効化

手順

目的コマンドまたはアクション

システムモードを開始します。UCS-A # scope systemステップ 1   

情報ポリシー状態を開始します。UCS-A/system # scope info-policyステップ 2   

（任意）

情報ポリシーが有効になっているか、無効

になっているかを示します。

UCS-A/system/info-policy # showステップ 3   

ファブリックインターコネクトで情報ポリ

シーを無効にします。

UCS-A/system/info-policy # disableステップ 4   

ファブリックインターコネクトで情報ポリ

シーを無効にします。

UCS-A/system/info-policy* #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、ファブリックインターコネクトで情報ポリシーを無効にする例を示します。

UCS-A# scope system
UCS-A/system # scope info-policy
UCS-A/system/info-policy # show
Info Policy:
State: Enabled
UCS-A/system/info-policy # disable
UCS-A/system/info-policy* # commit-buffer
UCS-A/system/info-policy #

ファブリックインターコネクトの LAN ネイバーの表示
LANネイバーを表示するにはファブリックインターコネクトで情報ポリシーを有効にする必要が
あります。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクトの

ファブリックインターコネクトモードを開

始します。

UCS-A# scope fabric-interconnect
{a | b}

ステップ 1   

ファブリックインターコネクトの LANネイ
バーを表示します。

UCS-A/fabric-interconnect # show
lan-neighbors

ステップ 2   
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次に、ファブリックインターコネクトの LANネイバーを表示する例を示します。
UCS-A # scope fabric-interconnect a
UCS-Afabric-interconnect # show lan-neighbors
Info Policy:Enabled
Lan Neighbors:
Local Interface: Ethernet1/2
Device Id: bgl-samc02-B(SSI140305YK)
IPv4 Address: 10.105.214.105
FI Port DN: sys/switch-A/slot-1/switch-ether/port-2

ファブリックインターコネクトの SAN ネイバーの表示
SANネイバーを表示するにはファブリックインターコネクトで情報ポリシーを有効にする必要が
あります。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクトの

ファブリックインターコネクトモードを開

始します。

UCS-A# scope fabric-interconnect
{a | b}

ステップ 1   

ファブリックインターコネクトの SANネイ
バーを表示します。

UCS-A/fabric-interconnect # show
san-neighbors

ステップ 2   

次に、ファブリックインターコネクトの SANネイバーを表示する例を示します。
UCS-A # scope fabric-interconnect a
UCS-A/fabric-interconnect # show san-neighbors
Info Policy: Enabled
San neighbors:
Local Interface: fc2/1
Port VSAN: 100
Fabric Mgmt Addr: 10.65.124.252
Fabric pwwn: 20:02:00:05:9b:22:ad:C0
Fabric nwwn: 20:64:00:05:9b:22:ad:C1
My pwwn: 20:41:00:0d:ec:ee:dd:00
My nwwn: 20:64:00:0d:ec:ee:dd:01
FI Port DN: sys/switch-A/slot-2/switch-fc/port-1

ファブリックインターコネクトの LLDP ネイバーの表示
LLDPネイバーを表示するには、ファブリックインターコネクトで情報ポリシーを有効にする必
要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクトの

ファブリックインターコネクトモードを開

始します。

UCS-A# scope fabric-interconnect
{a | b}

ステップ 1   

ファブリックインターコネクトの LLDPネ
イバーを表示します。

UCS-A/fabric-interconnect # show
lldp-neighbors

ステップ 2   

次の例は、ファブリックインターコネクトの LLDPネイバーの表示方法を示しています。
UCS-A # scope fabric-interconnect a
UCS-A/fabric-interconnect # show lldp-neighbors
Info Policy: Enabled

Lldp Neighbors:

Local Interface: Eth1/5
Chassis Id: 000d.ecff.5e90
Remote Interface: Eth1/9
Remote Port Description: Ethernet1/9
System Name: bgl-samc02-B
System Description: Cisco Nexus Operating System (NX-OS) Software TAC support:
http://www.cisco.com/tac Copyright (c) 2002-2011, Cisco Systems, Inc
System Capabilities: B
Enabled Capabilities: B
Native VLAN: 1
IPv4 Mgmt Address: 10.105.214.105
FI Port DN: sys/switch-A/slot-1/switch-ether/port-5

ファブリックの退避
Cisco UCS Managerにファブリックの退避機能が導入されました。この機能は、IOMまたは FEX
を介して接続しているすべてのサーバからファブリックインターコネクトに流れるトラフィック

フローを、システムのアップグレード時に退避させます。システムのセカンダリファブリックイ

ンターコネクトをアップグレードすると、ファブリックインターコネクト上のアクティブなトラ

フィックが中断されます。このトラフィックは、プライマリファブリックインターコネクトに

フェールオーバーします。ファブリック退避機能を使用すると、ファブリックインターコネクト

を通過するすべてのアクティブなトラフィックを停止できます。トラフィックが完全にフェール

オーバーしたことを確認し、セカンダリファブリックインターコネクトをアップグレードした

後、セカンダリファブリックインターコネクトとすべての接続されている IOMを再起動できま
す。その後、すべての停止しているフローを再開できます。クラスタ構成では、クラスタリード

をこの下位FIに変更し、すべてのフローを停止して、同じ方法で他のファブリックインターコネ
クトをアップグレードできます。

システムのセカンダリファブリックインターコネクトをアップグレードすると、ファブリック

インターコネクト上のアクティブなトラフィックが中断されます。このトラフィックは、プライ
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マリファブリックインターコネクトにフェールオーバーします。次の手順で、アップグレード

プロセス中にファブリック退避機能を使用できます。

1 ファブリックインターコネクトを通過するすべてのアクティブなトラフィックを停止します。

2 vNICにフェールオーバーが設定されている場合は、Cisco UCS Managerまたは vCenterなどの
ツールを使用して、トラフィックがフェールオーバーされたことを確認します。

3 セカンダリファブリックインターコネクトをアップグレードします。

4 停止したすべてのトラフィックフローを再開します。

5 クラスタリードをセカンダリファブリックインターコネクトに変更します。

6 ステップ 1～ 4を繰り返し、プライマリファブリックインターコネクトをアップグレードし
ます。

ファブリックの退避は、次でのみサポートされます。（注）

•ファブリックインターコネクトの手動インストール

•クラスタ構成

ファブリックインターコネクトのトラフィックの停止

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトモードを開始し

ます。

UCS-A # scope
fabric-interconnect {a | b}

ステップ 1   

指定したファブリックインターコネクトを通過

するアクティブなすべてのトラフィックを停止

します。

UCS-A /fabric-interconnect # stop
server traffic [force]

ステップ 2   

現在の退避ステータスに関係なく、ファブリッ

クインターコネクトを退避させるには forceオプ
ションを使用します。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /fabric-interconnect #
commit-buffer

ステップ 3   
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次の例では、ファブリックインターコネクトBを通過するアクティブなすべてのトラフィックを
停止する方法を示します。

UCS-A# scope fabric-interconnect b
UCS-A /fabric-interconnect # stop server traffic
Warning: Enabling fabric evacuation will stop all traffic through this Fabric Interconnect
from servers attached through IOM/FEX. The traffic will fail over to the Primary Fabric
Interconnect for fail over vnics.
UCS-A /fabric-interconnect # commit-buffer

ファブリックインターコネクトの退避ステータスの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクトの

ファブリックインターコネクトモードを開

始します。

UCS-A # scope fabric-interconnect
{a | b}

ステップ 1   

指定したファブリックインターコネクトの詳

細を表示します。

UCS-A /fabric-interconnect # show
detail

ステップ 2   

次の例は、ファブリックインターコネクトのステータスの表示方法を示しています。

Admin Evacuationと Oper Evacuationは、ファブリックインターコネクトの退避ステータス
を示します。

（注）

UCS-A /fabric-interconnect # show detail

Fabric Interconnect:
ID: B
Product Name: Cisco UCS 6248UP
PID: UCS-FI-6248UP
VID: V01
Vendor: Cisco Systems, Inc.
Serial (SN): SSI171400HG
HW Revision: 0
Total Memory (MB): 16165
OOB IP Addr: 10.193.32.172
OOB Gateway: 10.193.32.1
OOB Netmask: 255.255.255.0
OOB IPv6 Address: ::
OOB IPv6 Gateway: ::
Prefix: 64
Operability: Operable
Thermal Status: Ok
Admin Evacuation: On
Oper Evacuation: On
Current Task 1:
Current Task 2:
Current Task 3:
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IOM の退避ステータスの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開

始します。

UCS-A# scope chassischassis-numステップ 1   

指定した IOMでシャーシ IOMモードを開
始します。

UCS-A /chassis # scope iomiom-idステップ 2   

指定した IOMの退避ステータスの詳細を
表示します。

UCS-A /chassis/iom # show detailステップ 3   

次の例は、IOMの退避ステータスの詳細を表示する方法を示しています。

Oper Evacuationは IOMの退避の動作ステータスを示します。（注）

UCS-A# scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope iom 1
UCS-A /chassis/iom # show detail

IOM:
ID: 1
Side: Left
Fabric ID: A
User Label:
Overall Status: Fabric Conn Problem
Oper qualifier: Server Port Problem
Operability: Operable
Presence: Equipped
Thermal Status: OK
Discovery: Online
Config State: Ok
Peer Comm Status: Connected
Product Name: Cisco UCS 2204XP
PID: UCS-IOM-2204XP
VID: V02
Part Number: 73-14488-02
Vendor: Cisco Systems Inc
Serial (SN): FCH1718J9FT
HW Revision: 0
Mfg Date: 2013-05-12T00:00:00.000
Controller Subject: Iocard
Fabric Port Aggregation Capability: Port Channel
Oper Evacuation: On
Current Task 1:
Current Task 2:
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ファブリックの退避の確認

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したサーバに関連付けられているサービ

スプロファイルのネットワーク回線情報を

表示します。

UCS-A# show service-profile circuit
serverserver-id

ステップ 1   

次の例は、ファブリック退避前の VIF（仮想 NIC）のパスを示しています。

（注） •ファブリックインターコネクトAのVIFは、ファブリックインターコネクトを通過する
トラフィックが最初はアクティブであることを示しています。

•ファブリックインターコネクト Bの VIFは、退避前はパッシブです。

UCS-A# show service-profile circuit server 1/6
Service Profile: test1
Server: 1/6

Fabric ID: A
Path ID: 1
VIF vNIC Link State Oper State Prot State Prot Role Admin

Pin Oper Pin Transport
---------- --------------- ----------- ---------- ------------- ----------- ----------

---------- ---------
692 eth0 Up Active Active Primary 0/0

1/15 Ether
Fabric ID: B

Path ID: 1
VIF vNIC Link State Oper State Prot State Prot Role Admin

Pin Oper Pin Transport
---------- --------------- ----------- ---------- ------------- ----------- ----------

---------- ---------
693 eth0 Up Active Passive Backup 0/0

1/15 Ether
UCS-A#

次の例は、ファブリックインターコネクト Aが退避した後の VIFのパスを示しています。

（注） •フェールオーバーの完了後、ファブリックインターコネクト Aの VIFのステータスはエ
ラーになります。

•ファブリックインターコネクト Bの VIFが代わりにアクティブになります。

UCS-A# show service-profile circuit server 1/6
Service Profile: test1
Server: 1/6
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Fabric ID: A
Path ID: 1
VIF vNIC Link State Oper State Prot State Prot Role Admin

Pin Oper Pin Transport
---------- --------------- ----------- ---------- ------------- ----------- ----------

---------- ---------
692 eth0 Error Error Active Primary 0/0

0/0 Ether
Fabric ID: B

Path ID: 1
VIF vNIC Link State Oper State Prot State Prot Role Admin

Pin Oper Pin Transport
---------- --------------- ----------- ---------- ------------- ----------- ----------

---------- ---------
693 eth0 Up Active Passive Backup 0/0

1/15 Ether
UCS-A#

ファブリックインターコネクトのトラフィックの再開

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトモードを

開始します。

UCS-A # scope fabric-interconnect {a
| b}

ステップ 1   

指定したファブリックインターコネクト

を介してトラフィックを再開します。

UCS-A /fabric-interconnect # start
server traffic

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /fabric-interconnect #
commit-buffer

ステップ 3   

次の例では、ファブリックインターコネクトBを通過するトラフィックを再開する方法を示しま
す。

UCS-A# scope fabric-interconnect b
UCS-A /fabric-interconnect # start server traffic
Warning: Resetting fabric evacuation will cause server traffic that failed over to the
Primary Fabric Interconnect to fail back to this Fabric Interconnect.
UCS-A /fabric-interconnect # commit-buffer

ファブリックインターコネクトのポートタイプ
デフォルトでは、すべてのファブリックインターコネクトポートは未設定です。イーサネット

LAN接続では、ファブリックインターコネクトポートは次のいずれかの状態になります。

• [Unconfigured]：ポートは設定されておらず、使用できません。

• [Server Port]：ポートは、ブレードシャーシ内の IOMファブリックエクステンダ（FEX）モ
ジュールへのダウンリンク接続用に設定されています。
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• [Uplink Port]：ポートはアップストリームイーサネットスイッチへのアップリンク接続用に
設定されています。アップリンクポートは常にトランクポートとして設定されます。

• [Disabled]：ポートはアップリンクポートまたはサーバポートとして設定されており、現在
は管理者によって無効化されています。

6200シリーズファブリックインターコネクトの場合は、すべてのポートがユニファイドポート
です。したがって、すべてのポートを1/10ギガビットイーサネット、ファイバチャネル（FC）、
FCアップリンク、アプライアンスポート、または FCoEポートとして設定します。

6300シリーズファブリックインターコネクトについては、『UCSManager Getting Started Guide』
を参照してください。

ファブリックインターコネクトスイッチングのモード
Cisco UCSファブリックインターコネクトは、2つのメインスイッチングモード（イーサネット
またはファイバチャネル）で動作します。これらのモードは相互に独立しています。サーバと

ネットワーク間またはサーバとストレージデバイス間で、ファブリックインターコネクトがデバ

イスとして動作する方法を決定します。

イーサネットスイッチングモード

イーサネットスイッチングモードにより、サーバとネットワークの間のスイッチング装置として

ファブリックインターコネクトがどのように動作するかが決定されます。ファブリックインター

コネクトは、次のイーサネットスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードでは、ファブリックインターコネクトが、vNICを介して接続されているす
べてのサーバ（ホスト）に代わって、ネットワークに対するエンドホストとして動作できます。

この動作は、アップリンクポートに vNICをピン接続（動的ピン接続またはハードピン接続）す
ることにより実現されます。これによって、ネットワークに冗長性がもたらされ、アップリンク

ポートはファブリックの残りの部分に対してサーバポートとなります。

エンドホストモードの場合、ファブリックインターコネクトではスパニングツリープロトコル

（STP）が実行されません。ただし、アップリンクポートが相互にトラフィックを転送すること
を拒否し、複数のアップリンクポートに同時に出力サーバトラフィックが存在することを拒否す

ることによって、ループが回避されます。エンドホストモードは、デフォルトのイーサネットス

イッチングモードであり、次のいずれかがアップストリームで使用される場合に使用する必要が

あります。

•レイヤ 2集約のためのレイヤ 2スイッチング

• Virtual Switching System（VSS）集約レイヤ
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エンドホストモードを有効にした場合、vNICがアップリンクポートに固定ピン接続されてい
て、このアップリンクポートがダウンすると、システムはその vNICをピン接続し直すことは
できず、その vNICはダウンしたままになります。

（注）

Switch Mode

スイッチモードは従来のイーサネットスイッチングモードです。ループを回避するためにファ

ブリックインターコネクトで STPが実行され、ブロードキャストパケットとマルチキャストパ
ケットは従来の方法で処理されます。ファブリックインターコネクトがルータに直接接続されて

いる場合、または次のいずれかがアップストリームスイッチに使用されている場合は、スイッチ

モードを使用します。

•レイヤ 3集約

•ボックス内の VLAN

どちらのイーサネットスイッチングモードにおいても、サーバアレイ内のサーバ間ユニキャ

ストトラフィックはすべてファブリックインターコネクト経由でのみ送信され、アップリン

クポートを介して送信されることはありません。これは、vNICがアップリンクポートにハー
ドピン接続されている場合でも同様です。サーバ間のマルチキャストトラフィックとブロー

ドキャストトラフィックは、同じ VLAN内のすべてのアップリンクポートを介して送信され
ます。

（注）

イーサネットスイッチングモードの設定

イーサネットスイッチングモードを変更すると、Cisco UCSManagerにより自動的にログアウ
トとファブリックインターコネクトの再起動が実行されます。クラスタ設定では、CiscoUCS
Managerにより両方のファブリックインターコネクトが再起動されます。 2つめのファブリッ
クインターコネクトでイーサネットスイッチングモードの変更が完了し、システムで使用で

きるようになるまで数分間かかります。設定は保持されます。

ファブリックインターコネクトがリブートされるときに、すべてのブレードサーバがすべて

の LANおよび SAN接続を失い、そのためにブレード上のすべてのサーバが完全に停止しま
す。これにより、オペレーティングシステムがクラッシュする場合があります。

重要
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手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したスイッチングモードにファブリックイ

ンターコネクトを設定します。

UCS-A /eth-uplink # set mode
{end-host | switch}

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /eth-uplink #
commit-buffer

ステップ 3   

Cisco UCS Managerはファブリックインターコネ
クトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco
UCS Manager CLIとの接続を解除します。

次に、ファブリックインターコネクトを end-hostモードに設定し、トランザクションをコミット
する例を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # set mode end-host
Warning: When committed, this change will cause the switch to reboot
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink #

ファイバチャネルスイッチングモード

ファイバチャネルスイッチングモードは、サーバとストレージデバイス間のスイッチング装置

としてファブリックインターコネクトがどのように動作するかを決定します。ファブリックイン

ターコネクトは、次のファイバチャネルスイッチングモードのいずれかで動作します。

エンドホストモード

エンドホストモードはNポート仮想化（NPV）モードと同義です。このモードは、デフォルトの
ファイバチャネルスイッチングモードです。エンドホストモードを使用すると、ファブリック

インターコネクトは、仮想ホストバスアダプタ（vHBA）を介して接続されているすべてのサー
バ（ホスト）に代わって、接続されているファイバチャネルネットワークに対するエンドホス

トとして動作することができます。この動作は、ファイバチャネルアップリンクポートにvHBA
をピン接続（動的ピン接続またはハードピン接続）することにより実現されます。これにより、

ファイバチャネルポートはファブリックの残りの部分に対してサーバポート（Nポート）とな
ります。エンドホストモードの場合、ファブリックインターコネクトは、アップリンクポート

が相互にトラフィックを受信しないようにすることでループを回避します。
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エンドホストモードを有効にすると、vHBAがアップリンクファイバチャネルポートにハー
ドピン接続されているときに、そのアップリンクポートがダウンした場合、システムはvHBA
を再びピン接続することができず、vHBAはダウンしたままになります。

（注）

Switch Mode

スイッチモードはデフォルトのファイバチャネルスイッチングモードではありません。スイッ

チモードを使用して、ファブリックインターコネクトをストレージデバイスに直接接続するこ

とができます。ファイバチャネルスイッチモードの有効化は、SANが存在しない（たとえば、
ストレージに直接接続された 1つの Cisco UCSドメイン）ポッドモデル、または SANが存在す
る（アップストリームMDSを使用）ポッドモデルで役に立ちます。

ファイバチャネルスイッチモードでは、SANピングループは不適切です。既存の SANピン
グループはすべて無視されます。

（注）

ファイバチャネルスイッチングモードの設定

ファイバチャネルスイッチングモードが変更されると、両方の Cisco UCSファブリックイン
ターコネクトは同時にリロードします。ファブリックインターコネクトをリロードすると、

約 10～ 15分のダウンタイムがシステム全体で発生します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始し

ます。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定したスイッチングモードにファブリックイン

ターコネクトを設定します。

UCS-A /fc-uplink # set mode
{end-host | switch}

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /fc-uplink #
commit-buffer

ステップ 3   

Cisco UCS Managerはファブリックインターコネ
クトを再起動し、ユーザをログアウトし、Cisco
UCS Manager CLIとの接続を解除します。
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次の例で、ファブリックインターコネクトをエンドホストモードに設定し、トランザクションを

コミットする方法を示します。

UCS-A # scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # set mode end-host
UCS-A /fc-uplink* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink #
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Cisco UCS 6200 シリーズおよび 6324 ファブリックインター
コネクト上のユニファイドポート

ユニファイドポートは Cisco UCS 6200シリーズおよび 6324ファブリックインターコネクトの
ポートであり、イーサネットまたはファイバチャネルトラフィックを伝送するように設定できま

す。これらのポートは設定されるまで未予約となり、Cisco UCSドメインで使用できません。

ファブリックインターコネクトのポートを設定すると、管理状態が自動的にイネーブルに設

定されます。ポートが他のデバイスに接続されている場合は、これによってトラフィックが中

断されることがあります。ポートの設定後に、そのポートを無効にできます。設定可能なビー

コン LEDは、選択したポートモードに設定されているユニファイドポートを示します。

（注）

ポートモード

ポートモードは、ファブリックインターコネクト上の統合ポートが、イーサネットまたはファイ

バチャネルトラフィックを転送するかどうかを決定します。ポートモードは Cisco UCS Manager
で設定します。ただし、ファブリックインターコネクトは自動的にポートモードを検出しませ

ん。

ポートモードを変更すると、既存のポート設定が削除され、新しい論理ポートに置き換えられま

す。VLANや VSANなど、そのポート設定に関連付けられているオブジェクトもすべて削除され
ます。ユニファイドポートのポートモードを変更できる回数に制限はありません。

ポートタイプ

ポートタイプは、統合ポート接続経由で転送されるトラフィックのタイプを定義します。

デフォルトでは、イーサネットポートモードに変更されたユニファイドポートはイーサネット

アップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネルポートモードに変更された統合

ポートは、ファイバチャネルアップリンクポートタイプに設定されます。ファイバチャネル

ポートを設定解除することはできません。

ポートタイプ変更時のリブートは不要です。

イーサネットポートモード

イーサネットにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•サーバポート

•イーサネットアップリンクポート

•イーサネットポートチャネルメンバ
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• FCoEポート

•アプライアンスポート

•アプライアンスポートチャネルメンバ

• SPAN宛先ポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してから、そのポー
トを SPAN送信元として設定します。

（注）

ファイバチャネルポートモード

ファイバチャネルにポートモードを設定するときは、次のポートタイプを設定できます。

•ファイバチャネルアップリンクポート

•ファイバチャネルポートチャネルメンバ

•ファイバチャネルストレージポート

• FCoEアップリンクポート

• SPAN送信元ポート

SPAN送信元ポートは、ポートタイプのいずれかを設定してから、そのポー
トを SPAN送信元として設定します。

（注）

ポートモードの変更によるデータトラフィックの中断

ポートモードの変更は、Cisco UCSドメインのデータトラフィックへの割り込みを引き起こす場
合があります。中断の長さや影響を受けるトラフィックは、CiscoUCSドメインおよびポートモー
ドの変更が行われたモジュールの設定に応じて異なります。

システム変更時のトラフィックの中断を最小限にするには、固定モジュールと拡張モジュール

にわたるファイバチャネルアップリンクポートチャネルを作成します。

ヒント

拡張モジュールに対するポートモードの影響

拡張モジュールのポートモードの変更後、モジュールを再起動します。拡張モジュールのポート

を通過するすべてのトラフィックは、モジュールの再起動時に約 1分間中断されます。
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ポートモード変更のクラスタ設定の固定モジュールへの影響

クラスタ設定には 2個のファブリックインターコネクトがあります。固定モジュールへのポート
変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。データトラフィックの影響

は、1つのファブリックインターコネクトに障害が発生したときにもう一方にフェールオーバー
するようサーバ vNICを設定したかどうかに左右されます。

1つのファブリックインターコネクトの拡張モジュール上のポートモードを変更し、第 2のファ
ブリックインターコネクトのポートモードを変更する前のリブートを待つ場合、次のことが発生

します。

•サーバ vNICのフェールオーバーでは、トラフィックは他のファブリックインターコネクト
にフェールオーバーし、中断は発生しません。

•サーバ vNICのフェールオーバーがない場合、ポートモードを変更したファブリックイン
ターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクト

がリブートする約 8分間中断されます。

両方のファブリックインターコネクトの固定モジュールでポートモードを同時に変更すると、

ファブリックインターコネクトを通過するすべてのデータトラフィックが、ファブリックイン

ターコネクトの再起動時に約 8分間中断されます。

ポートモード変更のスタンドアロン設定の固定モジュールへの影響

スタンドアロン設定にはファブリックインターコネクトが 1つだけあります。固定モジュールへ
のポート変更を行った後、ファブリックインターコネクトはリブートします。ファブリックイン

ターコネクトによるすべてのデータトラフィックは、ファブリックインターコネクトがリブート

する約 8分間中断されます。

ユニファイドポートの設定に関するガイドライン

ユニファイドポートを設定する際は、次のガイドラインおよび制約事項を考慮してください。

ハードウェアおよびソフトウェアの要件

ユニファイドポートは、Cisco UCS Managerバージョン 2.0を搭載した 6200シリーズファブリッ
クインターコネクトでサポートされます。

ユニファイドポートは 6100シリーズファブリックインターコネクトではサポートされません。
それらで Cisco UCS Managerバージョン 2.0が実行されている場合でも同様です。

ポートモードの配置

Cisco UCS Manager GUIインターフェイスでは、固定または拡張モジュールのユニファイドポー
トにポートモードを設定する際にスライダを使用するため、次の制約事項が自動的に適用され、

ユニファイドポートへのポートモードの割り当て方法が制限されます。Cisco UCS Manager CLI
インターフェイスを使用する場合は、トランザクションをシステム設定にコミットするときに次

の制約事項が適用されます。ポートモードの設定が次の制約事項のいずれかに違反している場

合、Cisco UCS Manager CLIではエラーが表示されます。
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•イーサネットポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュールについて
（固定または拡張）、イーサネットポートブロックは最初のポートから開始し、偶数ポー

トで終了する必要があります。

•ファイバチャネルポートはブロックにグループ化する必要があります。各モジュールにつ
いて（固定または拡張）、ファイバチャネルポートブロック内の最初のポートは最後のイー

サネットポートの後に続き、モジュール内の残りのポートを含むよう拡張する必要がありま

す。ファイバチャネルポートだけを含む設定では、ファイバチャネルブロックは、固定ま

たは拡張モジュールの 1番目のポートから開始する必要があります。

•イーサネットポートとファイバチャネルポートの交替は、単一モジュール上ではサポート
されない。

有効な設定例：イーサネットポートモードに設定された固定モジュールにユニファイドポート

1～ 16を含み、ファイバチャネルポートモードにポート 17～ 32を含む。拡張モジュールでは、
ポート 1～ 4をイーサネットポートモードに設定し、ポート 5～ 16をファイバチャネルモード
に設定できます。このポート割り当ては各個別モジュールの規則に準拠しているため、ポートタ

イプ（イーサネットポートとファイバチャネルポート）の交替に関する規則に違反していませ

ん。

無効な設定例：ポート 16から始まるファイバチャネルポートのブロックが含まれている。ポー
トの各ブロックは奇数ポートから開始する必要があるため、ポート17からブロックを開始しなけ
ればなりません。

各ファブリックインターコネクトで設定可能なアップリンクイーサネットポートおよびアップ

リンクイーサネットポートチャネルメンバの総数は、最大 31に制限されています。この制限に
は、拡張モジュールで設定されるアップリンクイーサネットポートおよびアップリンクイーサ

ネットポートチャネルメンバも含まれます。

UCS Manager CLI ユーザ向けの特別な考慮事項

CiscoUCSManager CLIは、システム設定にバッファがコミットされるまでポートモードの変更を
検証しません。そのため、少なくとも 2つの新しいインターフェイスを作成する前にバッファの
コミットを試みると、グループ化の制約に違反してしまいます。エラーを回避するために、ポー

トモードを別のポートモードに変更し、すべてのユニファイドポートに対して新しいインター

フェイスを作成してから、システム設定に変更をコミットをすることを推奨します。

複数のインターフェイスを設定する前にバッファをコミットするとエラーが発生しますが、最初

からやり直す必要はありません。設定が前述の要件を満たすまでユニファイドポートの設定を続

行できます。

ユニファイドアップリンクポートおよびユニファイドストレージポー

トに関する注意およびガイドライン

以下は、ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートを使用する際に従

うべき注意事項とガイドラインです。
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•ユニファイドアップリンクポートでは、SPAN送信元として 1つのコンポーネントを有効に
すると、他のコンポーネントが自動的に SPAN送信元になります。

イーサネットアップリンクポートで SPAN送信元が作成または削除される
と、Cisco UCS Managerは自動的に FCoEアップリンクポートで SPAN送信元
を作成または削除します。FCoEアップリンクポートで SPAN送信元を作成す
る場合も同じことが起こります。

（注）

• FCoEおよびユニファイドアップリンクポートでデフォルトでないネイティブVLANを設定
する必要があります。この VLANはトラフィックには使用されません。Cisco UCS Manager
はこの目的のために、既存の fcoe-storage-native-vlanを再利用します。この
fcoe-storage-native-vlanは、FCoEおよびユニファイドアップリンクでネイティブ VLANとし
て使用されます。

•ユニファイドアップリンクポートでは、イーサネットアップリンクポートにデフォルトで
ない VLANを設定しないと、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドアップリンクポートの
ネイティブ VLANとして割り当てられます。イーサネットポートにネイティブ VLANとし
て指定されているデフォルトでないネイティブ VLANがある場合、ユニファイドアップリ
ンクポートのネイティブ VLANとしてこれが割り当てられます。

•イーサネットポートチャネルでメンバーポートが作成または削除されると、Cisco UCS
Managerは自動的にFCoEポートチャネルでメンバーポートを作成または削除します。FCoE
ポートチャネルでメンバーポートを作成または削除する場合も同じことが起こります。

•スタンドアロンポート（サーバポート、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンク、
FCoEストレージなど）としてイーサネットポートを設定し、それをイーサネットポート
チャネルまたは FCoEポートチャネルのメンバーポートにすると、Cisco UCS Managerは自
動的にこのポートをイーサネットポートチャネルとFCoEポートチャネルの両方のメンバー
にします。

•サーバアップリンク、イーサネットアップリンク、FCoEアップリンク、または FCoEスト
レージのメンバーポートのメンバーシップを削除すると、Cisco UCS Managerはイーサネッ
トポートチャネルと FCoEポートチャネルから対応するメンバーポートを削除して、新し
いスタンドアロンポートを作成します。

• Cisco UCSManagerをリリース 2.1から以前のリリースにダウングレードする場合は、ダウン
グレードが完了すると、すべてのユニファイドアップリンクポートとポートチャネルがイー

サネットポートとイーサネットポートチャネルに変換されます。同様に、すべてのユニファ

イドストレージポートが、アプライアンスポートに変換されます。

•ユニファイドアップリンクポートとユニファイドストレージポートの場合、2つのインター
フェイスを作成するときは、1つだけライセンスがチェックされます。どちらかのインター
フェイスが有効な限り、ライセンスはチェックされたままになります。両方のインターフェ

イスがユニファイドアップリンクポートまたはユニファイドストレージポートでディセー

ブルの場合にのみライセンスが解放されます。
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• CiscoUCS6100シリーズファブリックインターコネクトスイッチは、同一のダウンストリー
ム NPVスイッチ側の 1VFまたは 1VF-POのみをサポートできます。

ポートモードの設定

いずれかのモジュールのポートモードを変更すると、データトラフィックが中断されること

があります。これは、固定モジュールを変更するとファブリックインターコネクトのリブー

トが必要となり、拡張モジュールを変更するとそのモジュールのリブートが必要となるためで

す。

CiscoUCSドメインに、ハイアベイラビリティ用に設定されたクラスタ構成が存在し、フェー
ルオーバー用に設定されたサービスプロファイルを持つサーバが存在する場合、固定モジュー

ルのポートモードを変更しても、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェー

ルオーバーし、データトラフィックは中断されません。

注意

CiscoUCSManager CLIには、ユニファイドポートに対応している新規コマンドはありません。代
わりに、必要なポートタイプ用のモードにスコープしてから新しいインターフェイスを作成する

ことで、ポートモードを変更します。設定済みのスロット IDおよびポート IDに新しいインター
フェイスを作成する場合、UCS Managerは、すでに設定されているインターフェイスを削除し、
新しく作成します。以前はイーサネットポートモードで動作していたポートをファイバチャネ

ルポートモードに設定するためにポートモードの変更が必要な場合、UCS Managerは変更を確
認します。

拡張モジュールは Cisco UCS Miniではサポートされません。

手順

目的コマンドまたはアクション

次のいずれかのポートタイプの指定されたポートタイ

プモードを開始します。

UCS-A# scope port-type-modeステップ 1   

eth-server

サーバポート設定用。

eth-storage

イーサネットストレージポートおよびイーサネッ

トストレージポートチャネルの設定用。

eth-traffic-mon

イーサネット SPANポート設定用。
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目的コマンドまたはアクション

eth-uplink

イーサネットアップリンクポート設定用。

fc-storage

ファイバチャネルストレージポート設定用。

fc-traffic-mon

ファイバチャネル SPANポート設定用。

fc-uplink

ファイバチャネルアップリンクポートおよびファ

イバチャネルアップリンクポートチャネルの設

定用。

指定したファブリックの指定されたポートタイプモー

ドを開始します。

UCS-A /port-type-mode # scope
fabric {a | b}

ステップ 2   

指定されたポートタイプのインターフェイスを作成し

ます。

UCS-A /port-type-mode/fabric
# create interface slot-id
port-id

ステップ 3   

ポートタイプをイーサネットポートモードからファイ

バチャネルポートモードに、またはその逆に変更する

と、次の警告が表示されます。

Warning: This operation will change the port mode

(from Ethernet to FC or vice-versa).When committed,

this change will require the module to restart.

イーサネットおよびファイバチャネルポートを固定ま

たは拡張モジュールに配置する方法を規定する、いくつ

イーサネットまたはファイ

バチャネルポートブロック

ステップ 4   

かの制約事項があります。他の制約事項の範囲内で、2に属する他のポートの新し

つのグループのポートを変更する必要があります。「ユいインターフェイスを作成

します。 ニファイドポートの設定に関するガイドラインおよび

推奨事項」セクションに概説されている制約事項のいず

れかに違反すると、エラーが発生します。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A
/port-type-mode/fabric/interface
# commit-buffer

ステップ 5   

ポートモードを設定したモジュールに応じて、Cisco UCSドメインのデータトラフィックは次の
ように中断されます。
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•固定モジュール：ファブリックインターコネクトがリブートします。そのファブリックイ
ンターコネクトを経由するすべてのデータトラフィックが中断されます。ハイアベイラビ

リティが提供され、フェールオーバー用に設定された vNICがあるサーバが含まれるクラス
タ構成では、トラフィックは他のファブリックインターコネクトにフェールオーバーし、中

断は発生しません。両側のポートモードを一度に変更すると、両方のファブリックインター

コネクトが同時にリブートし、両方のファブリックインターコネクトが起動するまでトラ

フィックが完全に失われます。

固定モジュールがリブートするまで約 8分かかります。

•拡張モジュール：モジュールがリブートします。そのモジュールのポートを経由するすべて
のデータトラフィックが中断されます。

拡張モジュールがリブートするまでに約 1分かかります。

次の例では、スロット 1のポート 3と 4をイーサネットポートモードのイーサネットアップリ
ンクポートからファイバチャネルポートモードのアップリンクファイバチャネルポートに変

更します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # create interface 1 3
Warning: This operation will change the port mode (from Ethernet to FC or vice-versa).
When committed, this change will require the fixed module to restart.
UCS-A /fc-uplink/fabric/interface* # up
UCS-A /fc-uplink/fabric* #create interface 1 4
Warning: This operation will change the port mode (from Ethernet to FC or vice-versa).
When committed, this change will require the fixed module to restart.
UCS-A /fc-uplink/fabric/interface* #commit-buffer

ブレイクアウトポートの設定

Cisco UCS 6300 ファブリックインターコネクトのイーサネットブレイクアウトポー
ト

サポートされているブレイクアウトケーブルを使用することで、40 GBイーサネットポートを装
備した Cisco UCS 6300ファブリックインターコネクトを、4個の 10 GBポートとして分離できま
す。この構成には、ファブリックインターコネクトと接続する 1個の 40GB QSFP+が一方の端に
あり、10 GB接続をサポートする異なるエンドポイントに接続する 4個の 10 GBポートが他方の
端にある、Small Form-Factor Pluggableアダプタ（SPF）が必要です。Cisco UCS 6300ファブリッ
クインターコネクトの詳細については、『UCS Manager Getting Started Guide』を参照してくださ
い。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が必要です。

ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なポートについて

は、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ブレイクアウトポートの設定を終えれば、各10GBサブポートを、サーバ、アップリンク、FCoE
アップリンク、FCoEストレージまたはアプライアンスとして必要に応じて設定できます。
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次の表は、Cisco UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトのブレイクアウト機能の制約
をまとめています。

ブレイクアウトをサポートしな

い標準ポート

ブレイクアウト設定可能なポー

ト

ファブリックインターコネク

ト

13～ 14、27～ 32

（注） •自動ネゴシエー
ト動作は、ポー

ト 27～ 32では
サポートされま

せん。

• QoSジャンボフ
レームを使用す

る場合は最大 4
つのポートをブ

レイクアウト

ポートとして使

用できます。

1～ 12、15～ 26UCS-FI-6332

1～ 16、35～ 40

（注） •自動ネゴシエー
ト動作は、ポー

ト 35～ 40では
サポートされま

せん。

• QoSジャンボフ
レームを使用す

る場合は最大 4
つのポートをブ

レイクアウト

ポートとして使

用できます。

17～ 34UCS-FI-6332-16UP

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が必要です。

ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なポートについて

は、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意
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Cisco UCS FI 6332 における QSA アダプタ付き 10G ポートの設定
UCS FI-6332上のポートがデフォルトのポート速度 40Gで稼動している場合、UCS Managerでは
1GBや 10GBのポート速度を選択できません。もう一方の端でQSFP+Adapter（QSA）トランシー
バ付き 10 GBポートとして UCS FI-6332の 40Gポートを使用するには、ポートをブレイクアウト
モードに設定する必要があります。

ポートの速度を 1GBまたは 10GBに変更しようとすると、UCS Managerはプロンプトを表示
し、ポートをブレイクアウトモードに設定するように要求します。ブレイクアウトポートの

設定を終えれば、各 10GBサブポートを、サーバ、アップリンク、FCoEアップリンク、FCoE
ストレージまたはアプライアンスとして必要に応じて設定できます。

（注）

ポートをブレイクアウトした場合、最初のレーンのみが 10Gインターフェイスとして使用可能に
なります。ブレイクアウトケーブルを使用して 1つのポートを 4つの 10Gポートに分割し、それ
らのポートをブレイクアウトモードに設定すると、すべてのポートを 10 GBポートとして使用で
きます。

手順

ステップ 1 Cisco UCS FI 6332で 10GBポートとして使用するポートにブレイクアウト機能を設定します。ブ
レイクアウト機能の設定の詳細については、「Configuring Fabric Interconnect Ethernet Breakout
Ports」を参照してください。

ブレイクアウトポートを設定するには、ファブリックインターコネクトの再起動が必要

です。ポートの既存の構成はすべて消去されます。単一のトランザクションで必要なポー

トについては、それらをすべて分割することをお勧めします。

注意

ステップ 2 Cisco UCS Managerでは、QSAトランシーバを FIポートに取り付けた後に、最初のタプルイン
ターフェイスが有効になります。このインターフェイスは各自の要件に基づいて設定できます。

40Gポートのブレイクアウトにより生じたポートには、3タプルの命名規則を使用して番号が割
り当てられます。たとえば、サポートされるブレイクアウトポートには Br-Ethernet 1/25/1、
Br-Ethernet 1/25/2、Br-Ethernet 1/25/3、Br-Ethernet 1/25/4などの番号が付けられ、最初のポートの
みが 10 GBポートとして使用可能になります。

複数のブレイクアウトポートの設定

40ギガビットイーサネットポートを指定し、ブレイクアウトポートを設定せずに、4つの 10ギ
ガビットイーサネットポートを作成できます。ポートにブレイクアウトを設定すると、ファブ

リックインターコネクトが再起動されるので、1つのトランザクションですべての必要なポート
をブレイクアウトすることを推奨します。
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はじめる前に

ブレイクアウトポートを設定する前に、show portコマンドを使用して、ポートのステータスを
表示します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ケーブル接続モードを開始します。UCS-A # scope cablingステップ 1   

指定したファブリックのケーブル接続ファブ

リックモードを開始します。

UCS-A /cabling # scope fabric {a |
b}

ステップ 2   

指定したスロットとポートにブレイクアウト

ポートを作成します。

UCS-A /cabling/fabric # create
breakoutslot-id port-id

ステップ 3   

ファブリックモードに戻ります。UCS-A /cabling/fabric/breakout #
up

ステップ 4   

各ブレイクアウトポートに対してステップ

3と 4を繰り返します。

トランザクションをサーバにコミットしま

す。

UCS-A /cabling/fabric #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、ブレイクアウトポート1 1～ 1 4を作成し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope cabling
UCS-A /cabling # scope fabric a
UCS-A /cabling/fabric # create breakout 1 1
Warning: Port breakout create action reboots FI and any existing configurations on 40G port
will be erased.!
UCS-A /cabling/fabric/breakout* # up
UCS-A /cabling/fabric* # create breakout 1 2
Warning: Port breakout create action reboots FI and any existing configurations on 40G port
will be erased.!
UCS-A /cabling/fabric/breakout* # up
UCS-A /cabling/fabric* # create breakout 1 3
Warning: Port breakout create action reboots FI and any existing configurations on 40G port
will be erased.!
UCSM--A /cabling/fabric/breakout* # up
UCSM-shiva-a-A /cabling/fabric* # create breakout 1 4
Warning: Port breakout create action reboots FI and any existing configurations on 40G port
will be erased.!
UCSM-shiva-a-A /cabling/fabric/breakout* # commit-buffer

次の作業

ファブリックインターコネクトと NX-OSスイッチにブレイクアウトポートが作成されたことを
確認します。ファブリックインターコネクトでは、指定したファブリックのケーブル接続ファブ

リックモードで show breakoutコマンドを使用します。NX-OSでは、show interface briefを使用
します。
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ブレイクアウトイーサネットアップリンクポートの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモー

ドを開始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのイー

サネットアップリンクファブ

リックモードを開始します。

UCS-A# /eth-uplinkscope fabric{a | b}ステップ 2   

指定した集約（メイン）イーサ

ネットアップリンクポートのイ

ンターフェイスに移動します。

UCS-A# /eth-uplink/fabricenter
aggr-interfaceslot-numaggregate port-num

ステップ 3   

指定したブレイクアウトイーサ

ネットアップリンクポートのイ

ンターフェイスを作成します。

UCS-A# /eth-uplink/fabric/aggr-interface # create
br-interfacebreakout-port-num

ステップ 4   

トランザクションをサーバにコ

ミットします。

UCS-A# /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface #
commit-buffer

例：

ステップ 5   

次の例では、ファブリック Aのスロット 1にある
集約ポート21のブレイクアウトイーサネットアッ
プリンクポート 1のインターフェイスを作成しま
す。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # enter aggr-interface
1 21
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface* #
create br-interface 1
UCS-A
/eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface*
# commit-buffer
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ブレイクアウトイーサネットアップリンクポートチャネルメンバーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアッ

プリンクモードを

開始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステッ

プ 1   

指定したファブ

リックのイーサ

UCS-A# /eth-uplink #scope fabric{a | b}ステッ

プ 2   
ネットアップリン

クモードを開始し

ます。

指定した FCoE
アップリンクポー

UCS-A# /eth-uplink/fabric #scope fcoe-port-channelfcoe-port-channelステッ

プ 3   
トのポートチャネ

ルに移動します。

指定した集約（メ

イン）FCoEアップ
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channe/fcoe-port-channel # enter
aggr-interfaceslot-id port-id

ステッ

プ 4   
リンクポートのイ

ンターフェイスに

移動します。

FCoEアップリンク
ポートチャネルメ

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port # create
br-member-portbreakout-port-num

ステッ

プ 5   
ンバーを作成しま

す。

トランザクション

をサーバにコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port
# commit-buffer

例：

ステッ

プ 6   

次の例では、ポート 2のイーサネットポートのイーサネットアップ
リンクポートチャネルメンバーを作成し、トランザクションをコ

ミットします。
UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel 51
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port # create
br-member-port 2
UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port*
# commit-buffer
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イーサネットアップリンクブレイクアウトポートをピングループターゲットとし

て設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンク

モードを開始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定した名前を持つピング

ループに移動します。

UCS-A# /eth-uplink/pin-group # enter
pin-grouppin-group-name

ステップ 2   

指定したターゲットをブレ

イクアウトポートとして設

定します。

UCS-A# /et h-uplink/pin-group #set target{a|b}
breakout-portslot-numaggregate-port-numbreakout-port-num

ステップ 3   

トランザクションをサーバ

にコミットします。

UCS-A # /eth-uplink/pin-group # commit-buffer

例：

ステップ 4   

次の例では、ファブリック Aのスロット 1にある集約
ポート1のブレイクアウトポート2にピングループター
ゲットを設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # enter pin-group test
UCS-A /eth-uplink/pin-group # set target a
breakout-port 1 1 2
UCS-A /eth-uplink/pin-group* # commit-buffer

ブレイクアウトアプライアンスポートの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージ

モードを開始します。

UCS-A# scope eth-storageステッ

プ 1   

指定したファブリックの

イーサネットストレージ

モードを開始します。

UCS-A# /eth-storage #scope fabric{a | b}ステッ

プ 2   

指定した集約（メイン）

アプライアンスポートの

UCS-A# /eth-storage/fabric #enter
aggr-interfaceslot-numaggregate-port-num

ステッ

プ 3   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスに移動

します。

指定したブレイクアウト

アプライアンスポートの

UCS-A# /eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port # create
br -interfacebreakout-port-num

ステッ

プ 4   
インターフェイスを作成

します。

トランザクションをサー

バにコミットします。

UCS-A#
/eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port
# commit-buffer

ステッ

プ 5   

例：

次の例では、ファブリック Bのスロット 1にある集約ポー
ト 20のアプライアンスポート 1のインターフェイスを作成
し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # enter aggr-interface 1 20
UCS-A /eth-storage/fabric/aggr-interface # create
br-interface 1
UCS-A /eth-storage/fabric/aggr-interface/br-interface*
# commit-buffer

ブレイクアウトアプライアンスポートチャネルメンバーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットスト

レージモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-storageステッ

プ 1   

指定したファブ

リックのイーサ

UCS-A# /eth-storage #scope fabric{a | b}ステッ

プ 2   
ネットストレージ

モードを開始しま

す。

指定したポート

チャネルのイーサ

UCS-A# /eth-storage #scope port-channelport-channel-numステッ

プ 3   
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目的コマンドまたはアクション

ネットストレージ

モードを開始しま

す。

指定した集約（メ

イン）アプライア

UCS-A# /eth-storage/fabric #enter aggr-interfaceslot-numaggregate-port-numステッ

プ 4   
ンスポートのイン

ターフェイスに移

動します。

アプライアンス

ポートチャネルの

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # enter member-aggr-portslot-id
port-id

ステッ

プ 5   
メンバーポートに

移動します。

アプライアンス

ポートチャネル

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port # create
br-member-portbreakout-port-num

ステッ

プ 6   
メンバーを作成し

ます。

トランザクション

をサーバにコミッ

トします。

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port #
commit-buffer

例：

ステッ

プ 7   

次の例では、アプライアンスポート 2のアプライアンスポートチャ
ネルメンバーを作成し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel 21
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # enter member-aggr-port
1 2
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port # create
br-member-port 2
UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port*
# commit-buffer
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ブレイクアウト FCoE ストレージポートの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルストレー

ジモードを開始します。

UCS-A# scope fc-storageステッ

プ 1   

指定したファブリックの

ファイバチャネルストレー

ジモードを開始します。

UCS-A# /fc-storagescope fabric{a | bステッ

プ 2   

指定した集約（メイン）

ファイバチャネルストレー

UCS-A# /fc-storage/fabricenter aggr-interfaceslot-numaggregate
port-num

ステッ

プ 3   
ジポートのインターフェイ

スに移動します。

指定したブレイクアウト

ファイバチャネルストレー

UCS-A# /fc-storage/fabric/aggr-interface # create br-interface
br-fcoebreakout-port-num

ステッ

プ 4   
ジポートのインターフェイ

スを作成します。

トランザクションをサーバ

にコミットします。

UCS-A# /fc-storage/fabric/aggr-interface/br-interface/br-fcoe #
commit-buffer

例：

ステッ

プ 5   

次の例では、ファブリック aのスロット1にある集約ポー
ト21のブレイクアウトファイバチャネルストレージポー
ト1のインターフェイスを作成し、トランザクションをコ
ミットします。

UCS-A# scope fc-storage
UCS-A /fc-storage # scope fabric a
UCS-A /fc-storage/fabric # enter aggr-interface 1 21
UCS-A /fc-storage/fabric/aggr-interface # create
br-interface 1
UCS-A
/eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface/br-fcoe
# commit-buffer
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ブレイクアウト FCoE アップリンクポートの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

FCアップリンクモードを開始
します。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

特定のファブリックに対して

FC -アップリンクモードを開
始します。

UCS-A# /fc-uplinkscope fabric{a | bステップ 2   

指定した集約（メイン）FCoE
アップリンクポートのイン

ターフェイスに移動します。

UCS-A# /fc-uplink/fabricenter
aggr-interfaceslot-numaggregate port-num

ステップ 3   

指定したブレイクアウトFCoE
アップリンクポートのイン

ターフェイスを作成します。

UCS-A# /fc-uplink/fabric/aggr-interface # create
br-fcoeinterfacebreakout-port-num

ステップ 4   

トランザクションをサーバに

コミットします。

UCS-A# /fc-uplink/fabric/aggr-interface/ br-fcoeinterface
# commit-buffer

例：

ステップ 5   

次の例は、ファブリック Aのスロット 1にある集約
ポート 20のブレイクアウトFCoEアップリンクポー
ト 1のインターフェイスを作成する方法を示してい
ます。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # enter aggr-interface 1
20
UCS-A /fc-uplink/fabric/aggr-interface # create
br-fcoeinterface 1
UCS-A
/fc-uplink/fabric/aggr-interface/br-fcoeinterface
# commit-buffer
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FCoE ポートチャネルメンバーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットスト

レージモードを開

始します。

UCS-A# scope fc-uplinkステッ

プ 1   

UCS-A# /fc-uplink #scope fabric{a | b}ステッ

プ 2   

UCS-A# /fc-uplink/fabric #scope fcoe-port-channelfcoe-port-numステッ

プ 3   

FCoEポートチャ
ネルメンバー

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # enter aggr-interfaceslot-num
port-numaggregate-port-num

ステッ

プ 4   
ポートに移動しま

す。

指定したブレイク

アウトポートの

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port # create
br-member-portbreakout-port-num

ステッ

プ 5   
FCoEポートチャ
ネルメンバーを作

成します。

トランザクション

をサーバにコミッ

トします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port
# commit-buffer

例：

ステッ

プ 6   

次の例では、集約ポート 21にブレイクアウト FCoEポートチャネ
ルメンバーポート 4を作成し、トランザクションをコミットしま
す。
UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel 51
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # enter member-aggr-port
1 21
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port # create
br-member-port 4
UCS-A
/fc-uplink/fabric/port-channel/member-aggr-port/br-member-port*
# commit-buffer
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ブレイクアウト VLAN メンバーポートの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックのイーサ

ネットアップリンクモードを

開始します。

USA-A# scope eth-uplinkステップ 1   

VLANモードを開始します。USA-A /eth-uplink # scope vlanidステップ 2   

指定したファブリックのイン

ターフェイス、メイン集約ポー

USA-A /eth-uplink/vlan # enter member-aggr-port {a|b}
slot-idport id

ステップ 3   

ト、サブポートのブレイクアウ

ト VLANメンバーポートの順
に移動します。

指定したブレイクアウトVLAN
メンバーポートのインターフェ

イスを作成します。

USA-A /eth-uplink/vlan/member-aggr-port # create
br-member-portbreakout-port-name

ステップ 4   

トランザクションをサーバにコ

ミットします。

USA-A /eth-uplink/vlan/member-aggr-port/br-member-port
# commit-buffer

例：

ステップ 5   

次の例では、ブレイクアウトイーサネットアップリ

ンクポート 1のスロット 1の集約ポート 4に VLAN
メンバーのインターフェイスを作成し、トランザク

ションをコミットします。
USA-A# scope eth-uplink
USA-A /eth-uplink # scope vlan id
USA-A /eth-uplink/vlan # enter member-aggr-port
a 1 1
USA-A /eth-uplink/vlan/member-aggr-port* # create
br-member-port 4
USA-A
/eth-uplink/vlan/member-aggr-port/br-member-port*
# commit-buffer

次の作業

showコマンドを使用して、ブレイクアウト VLANメンバーポートが作成されたことを確認しま
す。
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ブレイクアウトポートの変更

次の表は、サポートされているブレイクアウトポートの変更方法を示しています。

変更オプション変更を行う CLI 位置スコープブレイクアウトポー

トのタイプ

mon-src：モニタソース
セッションを作成しま

す。

UCS-A
eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface
# create

eth-uplinkイーサネットアップ

リンク

eth-link-profile：イーサ
ネットリンクプロファ

イル名を設定します。

flow-control-policy：
LANおよびイーサネッ
トアップリンクポート

の送受信フロー制御パラ

メータを設定する、フ

ロー制御ポリシーを設定

します。

speed：イーサネット
アップリンクポートの

速度を設定します。

user-label：イーサネッ
トアップリンクポート

に識別ラベルを割り当て

ます。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface
# set

disable：イーサネット
アップリンクブレイク

アウトポートの集約イ

ンターフェイスをディ

セーブルにします。

enable：イーサネット
アップリンクブレイク

アウトポートの集約イ

ンターフェイスをイネー

ブルにします。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface
#
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変更オプション変更を行う CLI 位置スコープブレイクアウトポー

トのタイプ

eth-link-profile：イーサ
ネットリンクプロファ

イル名を設定します。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface/br-member-port
# set

fc-storageイーサネットアップ

リンクポートチャネ

ルメンバー

disable：ブレイクアウト
イーサネットアップリ

ンクポートチャネルメ

ンバーの集約インター

フェイスをディセーブル

にします。

enable：ブレイクアウト
イーサネットアップリ

ンクポートチャネルメ

ンバーの集約インター

フェイスをイネーブルに

します。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface/br-member-port
#

mon-src：モニタソース
セッションを作成しま

す。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/aggr-interface/br-fcoeinterface
# create

fc-uplinkFCoEアップリンク

eth-link-profile：イーサ
ネットリンクプロファ

イル名を設定します。

user-label：FCoEアップ
リンクブレイクアウト

ポートに識別ラベルを割

り当てます。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/aggr-interface/br-fcoeinterface
# set

disable：FCoEアップリ
ンクブレイクアウト

ポートの集約インター

フェイスをディセーブル

にします。

enable：FCoEアップリ
ンクブレイクアウト

ポートの集約インター

フェイスをイネーブルに

します。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/aggr-interface/br-fcoeinterface
#
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変更オプション変更を行う CLI 位置スコープブレイクアウトポー

トのタイプ

eth-link-profile：イーサ
ネットリンクプロファ

イル名を設定します。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/aggr-interface/br-member-port
# set

eth-uplinkFCoEアップリンク
ポートチャネルメン

バー

disable：ブレイクアウト
FCoEアップリンクポー
トチャネルメンバーの

集約インターフェイスを

ディセーブルにします。

enable：ブレイクアウト
FCoEアップリンクポー
トチャネルメンバーの

集約インターフェイスを

イネーブルにします。

A
/fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/aggr-interface/br-member-port
#

mon-src：モニタソース
セッションを作成しま

す。

UCS-A
fc-storage/fabric/aggr-interface/br-fcoe
# create

fc-storageFCoEストレージ
ポート

user-label：サーバに識
別ラベルを割り当てま

す。

UCS-A
/fc-storage/fabric/aggr-interface/br-fcoe
# set

disable：ブレイクアウト
FCoEストレージポート
の集約インターフェイス

をディセーブルにしま

す。

enable：ブレイクアウト
FCoEストレージポート
の集約インターフェイス

をイネーブルにします。

UCS-A
/fc-storage/fabric/aggr-interface/br-fcoe
#
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変更オプション変更を行う CLI 位置スコープブレイクアウトポー

トのタイプ

adminspeed：ファブ
リックインターフェイ

スの速度を設定します。

flowctrlpolicy：アプライ
アンスポートの送受信

フロー制御パラメータを

設定する、フロー制御ポ

リシーを設定します。

nw-control-policy：アプ
ライアンスポートの

ネットワーク制御ポリ

シーを作成します。

pingroupname：ファブ
リックインターフェイ

スのピングループ名を

設定します。

portmode：アプライア
ンスポートモードを設

定します。

prio：QoS（サービス品
質）のプライオリティ

レベルを設定します。

user-label：アプライア
ンスポートに識別ラベ

ルを割り当てます。

UCS-A
/eth-storage/fabric/aggr-interface/br-interface
# set

eth-storageアプライアンスポー

ト

eth-target：イーサネッ
トターゲットエンドポ

イントを作成します。

mon-src：モニタソース
セッションを作成しま

す。

UCS-A
/eth-storage/fabric/aggr-interface/br-interface
# create

UCS-A
/eth-storage/fabric/aggr-interface/br-interface
#
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変更オプション変更を行う CLI 位置スコープブレイクアウトポー

トのタイプ

disable：アプライアンス
ブレイクアウトポート

の集約インターフェイス

をディセーブルにしま

す。

enable：アプライアンス
ブレイクアウトポート

の集約インターフェイス

をイネーブルにします。

disable：ブレイクアウト
アプライアンスポート

チャネルメンバーの集

約インターフェイスを

ディセーブルにします。

enable：ブレイクアウト
アプライアンスポート

チャネルメンバーの集

約インターフェイスをイ

ネーブルにします。

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port
#

eth-storageアプライアンスポー

トチャネルメンバー

isnative：メンバーポー
トをネイティブ VLAN
としてマークします。

A
/eth-uplink/vlan/member-aggr-port/br-member-port
# set

eth-uplinkVLANメンバー

該当なし該当なしeth-uplinkピングループ -ピン
ターゲット

speed：SPAN（トラ
フィックモニタリン

グ）宛先ポートの速度を

設定します。

A
/eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-aggr-interface/br-dest-interface
# set

eth-traffic-monSPAN（トラフィック
モニタリング）宛先

ポート

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモー

ドを開始します。

UCS-A# scope eth-uplink.ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたファブリックのイーサ

ネットアップリンクファブリッ

クモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2   

指定した集約（メイン）イーサ

ネットアップリンクポートのイ

ンターフェイスに移動します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
aggr-interfaceport-numberport-id

ステップ 3   

指定したポート番号のブレイクア

ウトイーサネットポートに移動

します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface # scope
br-interface port-id

ステップ 4   

インターフェイスをモニタリング

ソースとして変更します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface #
create mon-src

例：

ステップ 5   

次の例は、IDが 21のポート 1にある集約（メイ
ン）インターフェイスのブレイクアウトポート

1で、イーサネットアップリンクポートをモニ
タリングソースとして変更する方法を示してい

ます。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope aggr-interface
1 21
UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface # scope
br-interface 1
UCS-A
/eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface
# create
UCS-A
/eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface
# create mon-src

ブレイクアウトイーサネットアップリンクポートの速度とユーザラベルの変更

pranspat-3gfi-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface # set
eth-link-profile Ethernet Link Profile name
flow-control-policy flow control policy
speed Speed
user-label User Label

ブレイクアウトイーサネットアップリンクポートのイネーブル化/ディセーブル化
pranspat-3gfi-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface/br-interface #
disable Disables services
enable Enables services
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ブレイクアウトポートの設定解除

スロット 1のポート 2にブレイクアウトを設定した場合は、そのブレイククアウトポートを設定
解除できます。

はじめる前に

show portコマンドを使用すると、ファブリックインターコネクト（FI）のポートを一覧表示し
て、ブレイクアウトするポートを選択できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトの

ポートを表示します。

UCS-A# / fabric-interconnect # show port

例：

ステップ 1   

次の例では、ポートを一覧表示します。
Slot Aggr Port Port Oper State
Mac Role Xcvr
----- ---------- ----- ----------------
-------------------- ------- ----

1 0 1 Link Down
84:B8:02:CA:37:56 Network 1000base T

1 2 1 Sfp Not Present
84:B8:02:CA:37:57 Unknown N/A

1 2 2 Sfp Not Present
84:B8:02:CA:37:57 Unknown N/A

1 2 3 Sfp Not Present
84:B8:02:CA:37:57 Unknown N/A

1 2 4 Sfp Not Present
84:B8:02:CA:37:57 Unknown N/A

1 0 3 Sfp Not Present
84:B8:02:CA:37:58 Unknown N/A

ケーブル接続モードを開始します。UCS-A# scope cablingステップ 2   

ファブリック aまたは bを指定しま
す。

UCS-A# /cabling # scope fabric {a | b}ステップ 3   

ブレイクアウトポートの削除

アクションを実行すると、FI
が再起動され、10Gポート上
の既存の設定がすべて消去さ

れます。

警告UCS-A #/ cabling # delete breakout {1 | 2ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定

にコミットします。

UCS-A /cabling/fabric/breakout* # commitステップ 5   

FIを再起動します。FIが再び稼働状
態になると、スロット 1のポート 2
が 40Gポートとして表示されます。
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次の作業

show portを使用すると、設定解除したブレイクアウトポートを表示できます。

ブレイクアウトポートの削除

10 GBイーサネットブレイクアウトポートを削除できます。ブレイクアウトサブポート 1-4を選
択するには、br-interfaceまたは br-member-portスコープを使用します。このスコープにはサブ
ポート IDを指定する必要があります。例：scope br-interfacesub_port_id。

この項に記載されている例は、ブレイクアウトイーサネットアップリンクポートの削除方法を

示しています。次の表は、サポートされているイーサネットブレイクアウトポートの削除方法を

示しています。

削除を行う CLI 位置スコープブレイクアウト

ポートのタイプ

UCS-A /eth-uplink/fabric/aggr-interface # delete
br-interfacenumber

eth-uplinkイーサネットアッ

プリンク

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface # delete
br-member-portnumber

eth-uplinkイーサネットアッ

プリンクポート

チャネルメンバー

UCS-A /fc-uplink/fabric/aggr-interface # delete
br-fcoeinterfacenumber

fc-uplinkFCoEアップリンク

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/aggr-interface #
delete br-member-portnumber

eth-uplinkFCoEアップリンク
ポートチャネルメ

ンバー

UCS-A /fc-storage/fabric/aggr-interface # delete br-interface
br-fcoenumber

fc-storageFCoEストレージ
ポート

UCS--A /eth-storage/fabric/port-channel/member-aggr-port #
delete br-member-portnumber

eth-storageアプライアンス

ポート

UCS-A /eth-storage/fabric/aggr-interface # delete
br-interfacenumber

eth-storageアプライアンス

ポートチャネルメ

ンバー

UCS-A /eth-uplink/vlan/member-aggr-port # delete
br-member-portnumber

eth-uplinkVLANメンバー

UCS-A /eth-uplink/pin-group # delete targetnumbereth-uplinkピングループ -ピ
ンターゲット
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削除を行う CLI 位置スコープブレイクアウト

ポートのタイプ

UCS-A
/eth-traffic-mon/fabric/eth-mon-session/dest-aggr-interface #
delete br-dest-interface

eth-traffic-monSPAN（トラフィッ
クモニタリング）

宛先ポート

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモー

ドを開始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したファブリックのイーサ

ネットストレージモードを開始

します。

UCS-A# /eth-storage # scope fabric{a | b}ステップ 2   

指定されたポートチャネルの

イーサネットアップリンクファ

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channelnumberステップ 3   

ブリックポートチャネルモー

ドを開始します。

指定したブレイクアウトポート

を削除します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface #
delete br-member-portnumber

ステップ 4   

トランザクションをサーバにコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface #
commit-buffer

例：

ステップ 5   

次の例では、集約（メイン）インターフェイス

ポート 1のスロット 1にあるブレイクアウトポー
ト 1のイーサネットアップリンクポートチャネル
メンバーを削除します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel
1
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # enter
aggr-interface 1 1
UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface
# delete br-member-port 1
UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/aggr-interface*
# commit-buffer
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次の作業

showコマンドを使用して、指定したブレイクアウトポートが削除されたことを確認します。

Cisco UCS Miniスケーラビリティポート
Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトには 4つのユニファイドポートに加えて、1つの
スケーラビリティポートがあります。スケーラビリティポートは、適切に配線されている場合

に、4つの 1Gまたは 10G SFP+ポートをサポート可能な 40 GB QSFP+ブレイクアウトポートで
す。スケーラビリティポートは、サポート対象のCiscoUCSラックサーバ、アプライアンスポー
ト、または FCoEポート用のライセンスサーバポートとして使用できます。

CiscoUCSManagerGUIでは、スケーラビリティポートは、[Ethernet Ports]ノードの下に [Scalability
Port 5]と表示されます。個々のブレイクアウトポートは、[Port 1]～ [Port 4]と表示されます。

CiscoUCSManager CLIでは、スケーラビリティポートは表示されませんが、個別のブレイクアウ
トポートは [Br-Eth1/5/1]～ [Br-Eth1/5/4]として表示されます。

スケーラビリティポートの設定

スケーラビリティポートにポート、ポートチャネルメンバー、または SPANメンバーを設定す
るには、スケーラビリティポートに移動してから、標準ユニファイドポート用の手順を実行しま

す。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットサー

バファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-server # scope fabric {a |
b}

ステップ 2   

スケーラビリティポートのイーサネット

サーバファブリック集約インターフェイス

モードを開始します。

UCS-A /eth-server/fabric # scope
aggr-interfaceslot-numport-num

ステップ 3   

スケーラビリティポートのインターフェイ

スを表示します。

UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface
# show interface

ステップ 4   

指定されたイーサネットサーバポートのイ

ンターフェイスを作成します。

UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface
# create interfaceslot-numport-num

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface
# commit-buffer

ステップ 6   
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次の例は、ファブリック Aスケーラビリティポートのイーサネットサーバポート 3にインター
フェイスを作成し、トランザクションをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope fabric a
UCS-A /eth-server/fabric # scope aggr-interface 1 5
UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface # show interface
Interface:

Slot Id Aggr-Port ID Port Id Admin State Oper State State Reason
------- ------------ -------- ----------- ------------- ------------

1 5 1 Enabled Up
1 5 2 Enabled Up
1 5 3 Enabled Admin Down Administratively Down
1 5 4 Enabled Admin Down Administratively Down

UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface # create interface 1 3
UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/fabric/aggr-interface #

ユニファイドポートのビーコン LED
6200シリーズファブリックインターコネクトの各ポートには、対応するビーコン LEDがありま
す。[Beacon LED]プロパティが設定されている場合は、ビーコン LEDが点灯し、特定のポート
モードに設定されているポートが示されます。

[Beacon LED]プロパティは、特定のポートモード（イーサネットまたはファイバチャネル）にグ
ループ化されているポートを示すように設定できます。デフォルトでは、ビーコン LEDプロパ
ティは Offに設定されます。

拡張モジュールのユニファイドポートの場合、[Beacon LED]プロパティは、拡張モジュール
の再起動時にデフォルト値の [Off]にリセットされます。

（注）

ユニファイドポートのビーコン LED の設定
ビーコン LEDを設定する各モジュールについて次のタスクを実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックのファブリックインター

コネクトモードを開始します。

UCS-A# scope
fabric-interconnect {a | b}

ステップ 1   

指定された固定または拡張モジュールのカード

モードを開始します。

UCS-A /fabric # scope card
slot-id

ステップ 2   

ビーコン LEDモードを開始します。UCS-A /fabric/card # scope
beacon-led

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

点灯ビーコン LEDライトが表すポートモードを
指定します。

UCS-A /fabric/card/beacon-led #
set admin-state {eth | fc | off}

ステップ 4   

eth

イーサネットモードで設定されたユニファ

イドポートすべてが点滅します。

fc

ファイバチャネルモードで設定されたユニ

ファイドポートすべてが点滅します。

off

モジュール上のすべてのポートのビーコン

LEDライトが消えます。

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /fabric/card/beacon-led #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、イーサネットポートモードのユニファイドポートのビーコンライトすべてを点滅

させ、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A /fabric # scope card 1
UCS-A /fabric/card # scope beacon-led
UCS-A /fabric/card/beacon-led # set admin-state eth
UCS-A /fabric/card/beacon-led* # commit-buffer
UCS-A /fabric/card/beacon-led #

物理ポートとバックプレーンポート

アダプタから取得した VIF ポート統計情報の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトのNX-OS
モードを開始します。

UCS-A /fabric-interconnect # connect
nxos {a | b}

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

アダプタから取得したVIFポート統計情
報を表示します。

UCS-A(nxos)# show interface
vethernetveth-idcounters

ステップ 2   

次の例は、アダプタから取得した VIFポート統計情報の表示方法を示しています。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show interface vethernet 684 counters

--------------------------------------------------------------------------------
Port InOctets InUcastPkts
--------------------------------------------------------------------------------
Veth684 0 0

--------------------------------------------------------------------------------
Port InMcastPkts InBcastPkts
--------------------------------------------------------------------------------
Veth684 0 0

--------------------------------------------------------------------------------
Port OutOctets OutUcastPkts
--------------------------------------------------------------------------------
Veth684 0 0

--------------------------------------------------------------------------------
Port OutMcastPkts OutBcastPkts
--------------------------------------------------------------------------------
Veth684 0 0

ASIC から取得した VIF ポート統計情報の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトの NX-OSモー
ドを開始します。

UCS-A /fabric-interconnect #
connect nxos {a | b}

ステップ 1   

ASICから取得した VIFポートの TXおよび RX
フレーム統計情報を表示します。

UCS-A(nxos)# show platform fwm
info lif vethernetveth-id | grep frame

ステップ 2   

RX統計情報は、すべてのタイプのフレーム用で
す。Tx統計情報は、既知のユニキャストフレー
ム専用です。
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次の例は、ASICから取得した VIFポートの TXおよび RXフレーム統計情報の表示方法を示して
います。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show platform fwm info lif vethernet 684 | grep frame

vif29 pd: rx frames: 0 tx frames: 0;

UCS-A(nxos)#

NIV ポートに対応する VIF ポートの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトの

NX-OSモードを開始します。
UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos
{a | b}

ステップ 1   

NIVポートに対応する VIFポートを表
示します。

UCS-A(nxos)# show platform fwm info lif
vethernetveth-id | grep niv

ステップ 2   

次の例は、NIVポートに対応する VIFポートの表示方法を示しています。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show platform fwm info lif vethernet 741 | grep niv

vif20 pd: niv_port_id 0x7000001f (the 0x1F or “31” is the Source/Dest-VP index)

バックプレーンポートのステータスの確認

手順

目的コマンドまたはアクション

ファブリックインターコネクトの NX-OS
モードを開始します。

UCS-A /fabric-interconnect # connect
nxos {a | b}

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

速度やバックプレーンポートのステータス

など、インターフェイスの設定を表示しま

す。

UCS-A(nxos)# show interface brステップ 2   

次の例は、ファブリックインターコネクト Aのバックプレーンポートのステータスを確認する
方法を示しています。

UCS-A /fabric-interconnect # connect nxos a
UCS-A(nxos)# show interface br

--------------------------------------------------------------------------------
Ethernet VLAN Type Mode Status Reason Speed Port
Interface Ch #
--------------------------------------------------------------------------------
Eth1/1 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/2 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Br-Eth1/3/1 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Br-Eth1/3/2 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Br-Eth1/3/3 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Br-Eth1/3/4 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/4 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Br-Eth1/5/1 4044 eth trunk down Link not connected 10G(D) --
Br-Eth1/5/2 4044 eth trunk down Link not connected 10G(D) --
Br-Eth1/5/3 4044 eth trunk down Link not connected 10G(D) --
Br-Eth1/5/4 4044 eth trunk down Link not connected 10G(D) --
Eth1/6 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/7 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/8 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/9 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/10 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/11 1 eth fabric up none 40G(D) --
Eth1/12 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/13 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/14 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/15 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/16 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/17 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/18 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/19 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/20 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Br-Eth1/21/1 1 eth trunk up none 10G(D) --
Br-Eth1/21/2 1 eth trunk up none 10G(D) --
Br-Eth1/21/3 1 eth trunk down Link not connected 10G(D) --
Br-Eth1/21/4 1 eth trunk up none 10G(D) --
Eth1/22 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/23 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/24 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/25 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/26 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/27 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/28 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/29 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/30 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/31 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --
Eth1/32 1 eth access down SFP not inserted 40G(D) --

--------------------------------------------------------------------------------
Port-channel VLAN Type Mode Status Reason Speed Protocol
Interface
--------------------------------------------------------------------------------
Po1285 1 eth vntag up none a-10G(D) none
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Po1286 1 eth vntag up none a-10G(D) none
Po1287 1 eth vntag up none a-10G(D) none
Po1288 1 eth vntag up none a-10G(D) none
Po1289 1 eth vntag up none a-10G(D) none

--------------------------------------------------------------------------------
Port VRF Status IP Address Speed MTU
--------------------------------------------------------------------------------
mgmt0 -- down 10.197.157.252 -- 1500

--------------------------------------------------------------------------------
Vethernet VLAN Type Mode Status Reason Speed
--------------------------------------------------------------------------------
Veth691 4047 virt trunk down nonParticipating auto
Veth692 4047 virt trunk up none auto
Veth693 1 virt trunk down nonParticipating auto
Veth695 1 virt trunk up none auto
Veth699 1 virt trunk up none auto

-------------------------------------------------------------------------------
Interface Secondary VLAN(Type) Status Reason
-------------------------------------------------------------------------------
Vlan1 -- down Administratively down

--------------------------------------------------------------------------------
Ethernet VLAN Type Mode Status Reason Speed Port
Interface Ch #
--------------------------------------------------------------------------------
Eth1/1/1 1 eth vntag up none 10G(D) 1286
Eth1/1/2 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/3 1 eth vntag up none 10G(D) 1286
Eth1/1/4 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/5 1 eth vntag up none 10G(D) 1287
Eth1/1/6 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/7 1 eth vntag up none 10G(D) 1287
Eth1/1/8 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/9 1 eth vntag up none 10G(D) 1289
Eth1/1/10 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/11 1 eth vntag up none 10G(D) 1289
Eth1/1/12 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/13 1 eth vntag up none 10G(D) 1285
Eth1/1/14 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/15 1 eth vntag up none 10G(D) 1285
Eth1/1/16 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/17 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/18 1 eth vntag up none 10G(D) 1288
Eth1/1/19 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/20 1 eth vntag up none 10G(D) 1288
Eth1/1/21 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/22 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/23 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/24 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/25 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/26 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/27 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/28 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/29 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/30 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/31 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/32 1 eth access down Administratively down 10G(D) --
Eth1/1/33 4044 eth trunk up none 1000(D) --
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サーバポート

サーバポートの設定

リストされている全ポートタイプは、固定および拡張モジュールの両方で設定できます。これに

は、6100シリーズファブリックインターコネクトの拡張モジュールでは設定できないものの、
6200シリーズファブリックインターコネクトの拡張モジュールでは設定できるサーバポートを
含みます。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットサー

バファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-server # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   

指定されたイーサネットサーバポートのイ

ンターフェイスを作成します。

UCS-A /eth-server/fabric # create
interfaceslot-numport-num

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-server/fabric #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、ファブリックBのスロット 1のイーサネットサーバポート 4用にインターフェイスを
作成し、トランザクションをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope fabric b
UCS-A /eth-server/fabric # create interface 1 4
UCS-A /eth-server/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/fabric #

サーバポートの設定解除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットサー

バファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-server # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

指定したイーサネットサーバポートのイン

ターフェイスを削除します。

UCS-A /eth-server/fabric # delete
interface slot-num port-num

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-server/fabric #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、ファブリック Bのスロット 1にあるイーサネットサーバポート 12を設定解除し、
トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope fabric b
UCS-A /eth-server/fabric # delete interface 1 12
UCS-A /eth-server/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/fabric #

アップリンクイーサネットポート

アップリンクイーサネットポートの設定

固定モジュールまたは拡張モジュールのアップリンクイーサネットポートを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのイーサネットアップリ

ンクファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope
fabrica | b}

ステップ 2   

指定されたイーサネットアップリンクポートのイ

ンターフェイスを作成します。

UCS-A /eth-uplink/fabric #
create
interfaceslot-numport-num

ステップ 3   

（任意）

指定されたイーサネットアップリンクポートの速

度を設定します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # set
speed {10gbps | 1gbps}

ステップ 4   

6100シリーズファブリックインターコ
ネクトの場合、管理速度は 20ポート
ファブリックインターコネクトのうち最

初の8ポートだけ、40ポートファブリッ
クインターコネクトのうち最初の 16
ポートだけに設定できます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /eth-uplink/fabric #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、ファブリックBのスロット 2のイーサネットアップリンクポート 3用にインターフェ
イスを作成して、速度を 10 Gbpsに設定し、トランザクションをコミットする方法を示していま
す。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric b
UCS-A /eth-uplink/fabric # create interface 2 3
UCS-A /eth-uplink/fabric # set speed 10gbps
UCS-A /eth-uplink/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric #

アップリンクイーサネットポートの設定解除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始し

ます。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのイーサネットアッ

プリンクファブリックモードを開始しま

す。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   

指定したイーサネットアップリンクポート

のインターフェイスを削除します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # delete
interface slot-num port-num

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/fabric #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、ファブリックBのスロット 2にあるイーサネットアップリンクポート 3を設定解除
し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric b
UCS-A /eth-uplink/fabric # delete interface 2 3
UCS-A /eth-uplink/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric #
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アプライアンスポート
アプライアンスのポートは、直接接続されたNFSストレージをファブリックインターコネクトに
接続するためだけに使用されます。

新しいアプライアンス VLANを作成すると、IEEE VLAN IDは LANクラウドに追加されませ
ん。したがって、新しい VLANに設定されたアプライアンスポートは、ピン接続エラーによ
り、デフォルトで停止したままなります。これらのアプライアンスポートを起動するには、

同じ IEEE VLAN IDを使用して LANクラウドで VLANを設定する必要があります。

（注）

Cisco UCS Managerは、ファブリックインターコネクトごとに最大 4つのアプライアンスポート
をサポートします。

アプライアンスポートの設定

アプライアンスポートは、固定モジュールと拡張モジュールのどちらにも設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットストレージモードを

開始します。

UCS-A /eth-storage # scope
fabric{a | b}

ステップ 2   

指定されたアプライアンスポートのインターフェイスを作

成します。

UCS-A /eth-storage/fabric
# create
interfaceslot-numport-num

ステップ 3   

（任意）

ポートモードがアクセスとトランクのどちらであるかを指

定します。デフォルトで、モードはトランクに設定されま

す。

UCS-A
/eth-storage/fabric/interface
# set portmode {access |
trunk}

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

アプリケーションポートでアップリンクポート

をトラバースする必要がある場合、LANクラウド
でこのポートによって使用される各VLANも定義
する必要があります。たとえば、ストレージが他

のサーバでも使用される場合や、プライマリファ

ブリックインターコネクトのストレージコント

ローラに障害が発生したときにトラフィックがセ

カンダリファブリックインターコネクトに確実

にフェールオーバーされるようにする必要がある

場合は、トラフィックでアップリンクポートをト

ラバースする必要があります。

（注）

（任意）

指定されたファブリックとポート、またはファブリックと

ポートチャネルへのアプライアンスピンターゲットを指

定します。

UCS-A
/eth-storage/fabric/interface
# set
pingroupnamepin-group
name

ステップ 5   

（任意）

アプライアンスポートにQoSクラスを指定します。デフォ
ルトでは、プライオリティは best-effortに設定されます。

UCS-A
/eth-storage/fabric/interface
# set priosys-class-name

ステップ 6   

sys-class-name引数には、次のいずれかのクラスキーワー
ドを指定できます。

• [Fc]：vHBAトラフィックだけを制御するQoSポリシー
にこのプライオリティを使用します。

• [Platinum]：vNICトラフィックだけを制御するQoSポ
リシーにこのプライオリティを使用します。

• [Gold]：vNICトラフィックだけを制御する QoSポリ
シーにこのプライオリティを使用します。

• [Silver]：vNICトラフィックだけを制御する QoSポリ
シーにこのプライオリティを使用します。

• [Bronze]：vNICトラフィックだけを制御するQoSポリ
シーにこのプライオリティを使用します。

• [BestEffort]：このプライオリティを使用しないでくだ
さい。ベーシックイーサネットトラフィックレーン

のために予約されています。この優先順位をQoSポリ
シーに割り当て、別のシステムクラスをCoS0に設定
する場合、Cisco UCS Managerはこのシステムクラス
のデフォルトには戻りません。そのトラフィックの

CoS 0でプライオリティがデフォルトに戻ります。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

（任意）

インターフェイスの管理速度を指定します。デフォルトで

は、管理速度は 10gbpsに設定されます。

UCS-A
/eth-storage/fabric/interface
# set adminspeed {10gbps
| 1 gbps}

ステップ 7   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A
/eth-storage/fabric/interface
# commit buffer

ステップ 8   

次の例は、ファブリック Bのスロット 3のアプライアンスポート 2にインターフェイスを作成
し、ポートモードを accessに設定し、アプライアンスポートを pingroup1と呼ばれるピングルー
プにピン接続し、QoSクラスを fcに設定し、管理速度を 10 Gbpsに設定し、トランザクションを
コミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric b
UCS-A /eth-storage/fabric # create interface 3 2
UCS-A /eth-storage/fabric* # set portmode access
UCS-A /eth-storage/fabric* # set pingroupname pingroup1
UCS-A /eth-storage/fabric* # set prio fc
UCS-A /eth-storage/fabric* # set adminspeed 10gbps
UCS-A /eth-storage/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric #

次の作業

アプライアンスポートのターゲットMACアドレスまたは VLANを割り当てます。

アプライアンスポートまたはアプライアンスポートチャネルへの宛

先 MAC アドレスの割り当て
次の手順は、アプライアンスポートに宛先MACアドレスを割り当てます。アプライアンスポー
トチャネルに宛先MACアドレスを割り当てるには、インターフェイスではなくポートチャネル
にスコープを設定します。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットスト

レージモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric{a
| b}

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

指定したインターフェイスのイーサネットイ

ンターフェイスモードを開始します。

アプライアンスポートチャネルに

宛先MACアドレスを割り当てるに
は、scope interfaceの代わりに、
scope port-channelコマンドを使用
します。

（注）

UCS-A /eth-storage/fabric # scope
interface slot-id port-id

ステップ 3   

指定されたMACアドレスターゲットの名前
を指定します。

UCS-A /eth-storage/fabric/interface
# create eth-target eth-target name

ステップ 4   

MACアドレスを nn:nn:nn:nn:nn:nn形式で指定
します。

UCS-A
/eth-storage/fabric/interface/eth-target
# set mac-address mac-address

ステップ 5   

次の例は、ファブリック Bスロット 2のポート 3のアプライアンスデバイスに宛先MACアドレ
スを割り当て、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage* # scope fabric b
UCS-A /eth-storage/fabric* # scope interface 2 3
UCS-A /eth-storage/fabric/interface* # create eth-target macname
UCS-A /eth-storage/fabric/interface* # set mac-address 01:23:45:67:89:ab
UCS-A /eth-storage/fabric/interface* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric #

次の例は、ファブリック Bのポートチャネル 13のアプライアンスデバイスに宛先MACアドレ
スを割り当て、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage* # scope fabric b
UCS-A /eth-storage/fabric* # scope port-channel 13
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # create eth-target macname
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # set mac-address 01:23:45:67:89:ab
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric #

アプライアンスポートの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN
IDを指定し、イーサネットストレージ
VLANモードを開始します。

UCS-A/eth-storage# create
vlanvlan-namevlan-id

ステップ 2   

変更を保存します。UCS-A/eth-storage/vlan# set sharing
primary

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A/eth-storage/vlan# commit
buffer

ステップ 4   

ネームド VLANを作成して、VLAN名と
VLAN IDを指定し、イーサネットストレー
ジ VLANモードを開始します。

UCS-A/eth-storage# create
vlanvlan-namevlan-id

ステップ 5   

作成しているセカンダリ VLANにプライマ
リ VLANを関連付けます。

UCS-A/eth-storage/vlan# set sharing
community

ステップ 6   

このセカンダリ VLANに関連付けられてい
るプライマリ VLANを指定します。

UCS-A/eth-storage/vlan# set
pubnwnameprimary vlan-name

ステップ 7   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A/eth-storage/vlan# commit
buffer

ステップ 8   

次の例では、アプライアンスポートを作成します。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A/eth-storage# create vlan PRI600 600
UCS-A/eth-storage/vlan* # set sharing primary
UCS-A/eth-storage/vlan* # commit-buffer
UCS-A/eth-storage # create vlan COM602 602
UCS-A/eth-storage/vlan* # set sharing isolated
UCS-A/eth-storage/vlan* # set pubnwname PRI600
UCS-A/eth-storage/vlan* # commit-buffer

コミュニティ VLAN へのアプライアンスポートのマッピング

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1    
67

LAN ポートおよびポートチャネル
コミュニティ VLAN へのアプライアンスポートのマッピング



目的コマンドまたはアクション

指定したイーサネットストレージファブリッ

クインターコネクトのファブリックインター

コネクトモードを開始します。

UCS-A/eth-storage# scope fabric {a|b}ステップ 2   

指定されたイーサネットサーバポートのイ

ンターフェイスを作成します。

UCS-A/eth-storage/fabric# create
interfaceslot-numport-num

ステップ 3   

インターフェイスモードから移動します。UCS-A/eth-storage/fabric/interface#
exit

ステップ 4   

VLANに関連付けた後、必ずトラ
ンザクションをコミットしてくだ

さい。

（注）

ファブリックから移動します。UCS-A/eth-storage/fabric# exitステップ 5   

指定した VLANに移動します。UCS-A/eth-storage# scope
vlanvlan-name

ステップ 6   

アプライアンスクラウドにコミュ

ニティ VLANが作成されているこ
とを確認します。

（注）

指定したファブリックのメンバポートを作

成し、スロット番号、およびポート番号を割

り当て、メンバポートの設定を開始します。

UCS-A/eth-storage/vlan# create
member-portfabricslot-numport-num

ステップ 7   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A/eth-storage/vlan/member-port#
commit

ステップ 8   

次の例では、コミュニティ VLANにアプライアンスポートをマッピングします。
UCS-A# scope eth-storage
UCS-A/eth-storage# scope fabric a
UCS-A/eth-storage/fabric# create interface 1 22
UCS-A/eth-storage/fabric/interface*# exit
UCS-A/eth-storage/fabric*# exit
UCS-A/eth-storage*# scope vlan COM602
UCS-A/eth-storage/vlan*# create member-port a 1 22
UCS-A/eth-storage/vlan/member-port* commit

    Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1
68

LAN ポートおよびポートチャネル
コミュニティ VLAN へのアプライアンスポートのマッピング



アプライアンスポートの設定解除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始し

ます。

UCS-A # scope eth-storageステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットス

トレージモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   

指定したアプライアンスポートのインター

フェイスを削除します。

UCS-A /eth-storage/fabric # delete
eth-interface slot-num port-num

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-storage/fabric #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、ファブリック Bのスロット 2のアプライアンスポート 3を設定解除し、トランザクション
をコミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric b
UCS-A /eth-storage/fabric # delete eth-interface 2 3
UCS-A /eth-storage/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric #

FCoE アップリンクポート
FCoEアップリンクポートは、FCoEトラフィックの伝送に使用される、ファブリックインターコ
ネクトとアップストリームイーサネットスイッチ間の物理イーサネットインターフェイスです。

このサポートにより、同じ物理イーサネットポートで、イーサネットトラフィックとファイバ

チャネルトラフィックの両方を伝送できます。

FCoEアップリンクポートはファイバチャネルトラフィック用のFCoEプロトコルを使用してアッ
プストリームイーサネットスイッチに接続します。これにより、ファイバチャネルトラフィッ

クとイーサネットトラフィックの両方が同じ物理イーサネットリンクに流れることができます。

FCoEアップリンクとユニファイドアップリンクは、ユニファイドファブリックをディストリ
ビューションレイヤスイッチまで拡張することによりマルチホップ FCoE機能を有効にしま
す。

（注）

次のいずれかと同じイーサネットポートを設定できます。
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• FCoEアップリンクポート：ファイバチャネルトラフィック専用のFCoEアップリンクポー
トとして。

•アップリンクポート：イーサネットトラフィック専用のイーサネットポートとして。

•ユニファイドアップリンクポート：イーサネットとファイバチャネル両方のトラフィック
を伝送するユニファイドアップリンクポートとして。

FCoE アップリンクポートの設定
リストされている全ポートタイプは、固定および拡張モジュールの両方で設定できます。これに

は、6100シリーズファブリックインターコネクトの拡張モジュールでは設定できないものの、
6200シリーズファブリックインターコネクトの拡張モジュールでは設定できるサーバポートを
含みます。

手順

目的コマンドまたはアクション

FCアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

特定のファブリックに対して FC -アップ
リンクモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2   

指定した FCoEアップリンクポートのイ
ンターフェイスを作成します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # create
fcoeinterfaceslot-numberport-number

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fabricinterface
# commit-buffer

ステップ 4   

次に、ファブリック Aのスロット 8で FCoEアップリンクポート 1のインターフェイスを作成
し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # create fcoeinterface 1 8
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface #

    Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1
70

LAN ポートおよびポートチャネル
FCoE アップリンクポートの設定



FCoE アップリンクポートの設定解除

手順

目的コマンドまたはアクション

FCアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

特定のファブリックに対して FC -アッ
プリンクモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a | b}ステップ 2   

指定したインターフェイスを削除しま

す。

UCS-A /fc-uplink/fabric # delete
fcoeinterface slot-numberport-number

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fabricinterface
# commit-buffer

ステップ 4   

以下に、ファブリック Aのスロット 8のポート 1上の FCoEアップリンクインターフェイスを削
除し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # delete fcoeinterface 1 8
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface #

FCoE アップリンクポートの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

FCアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

特定のファブリックに対して FC -アップ
リンクモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a |
b}

ステップ 2   

使用可能なインターフェイスを一覧表示

します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # show
fcoeinterface

ステップ 3   

次に、ファブリック Aで使用可能な FCoEアップリンクインターフェイスを表示する例を示しま
す。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # show fcoeinterface
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FCoE Interface:

Slot Id Port Id Admin State Operational State Operational State Reason Li
c State Grace Prd
---------- ---------- ----------- ----------------- ------------------------- --
------------------ ---------

1 26 Enabled Indeterminate Li
cense Ok 0

Fcoe Member Port:

Port-channel Slot Port Oper State State Reason
------------ ----- ----- --------------- ------------
1 1 10 Sfp Not Present Unknown
1 1 3 Sfp Not Present Unknown
1 1 4 Sfp Not Present Unknown
1 1 6 Sfp Not Present Unknown
1 1 8 Sfp Not Present Unknown
2 1 7 Sfp Not Present Unknown
UCS-A /fc-uplink/fabric #

ユニファイドストレージポート
ユニファイドストレージでは、イーサネットストレージインターフェイスと FCoEストレージ
インターフェイスの両方として同じ物理ポートを設定する必要があります。固定モジュールまた

は拡張モジュールのユニファイドストレージポートとして、任意のアプライアンスポートまた

は FCoEストレージポートを設定できます。ユニファイドストレージポートを設定するには、
ファブリックインターコネクトをファイバチャネルスイッチングモードにする必要があります。

ユニファイドストレージポートでは、個々の FCoEストレージまたはアプライアンスインター
フェイスをイネーブルまたはディセーブルにできます。

•ユニファイドストレージポートでは、アプライアンスポートにデフォルト以外の VLANが
指定されていない限り、fcoe-storage-native-vlanがユニファイドストレージポートのネイティ
ブ VLANとして割り当てられます。アプライアンスポートにデフォルト以外のネイティブ
VLANがネイティブ VLANとして指定されている場合は、それがユニファイドストレージ
ポートのネイティブ VLANとして割り当てられます。

•アプライアンスインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理
ポートがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレージ

でアプライアンスインターフェイスをディセーブルにすると、FCoEストレージが物理ポー
トとともにダウン状態になります（FCoEストレージがイネーブルになっている場合でも同
様です）。

• FCoEストレージインターフェイスをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する
VFCがイネーブルまたはディセーブルになります。したがって、ユニファイドストレージ
ポートでFCoEストレージインターフェイスをディセーブルにした場合、アプライアンスイ
ンターフェイスは正常に動作し続けます。

    Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1
72

LAN ポートおよびポートチャネル
ユニファイドストレージポート



ユニファイドストレージポートの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットスト

レージモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric{a
| b}

ステップ 2   

指定されたアプライアンスポートのイン

ターフェイスを作成します。

UCS-A /eth-storage/fabric # create
interfaceslot-numport-num

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-storage/fabric/interface*
# commit buffer

ステップ 4   

FCストレージモードを開始します。UCS-A /eth-storage/fabric/interface*
# scope fc-storage

ステップ 5   

特定のアプライアンスポートに対してイー

サネットストレージモードを開始します。

UCS-A /fc-storage* # scope fabric{a
| b}

ステップ 6   

アプライアンスポートモードに FCoEスト
レージポートモードを追加し、ユニファイ

ドストレージポートを作成します。

UCS-A /fc-storage/fabric # create
interface fcoeslot-numport-num

ステップ 7   

次の例では、ファブリックAのスロット 3上のアプライアンスポート 2用のインターフェイスを
作成し、同じポートに fcストレージを追加してユニファイドポートに変換し、トランザクション
をコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # create interface 3 2
UCS-A /eth-storage/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric* # scope fc-storage
UCS-A /fc-storage*# scope fabric a
UCS-A /fc-storage/fabric* # create interface fcoe 3 2
UCS-A /fc-storage/fabric* # commit-buffer
UCS-A /fc-storage/fabric*

ユニファイドアップリンクポート
同じ物理イーサネットポート上にイーサネットアップリンクと FCoEアップリンクを設定した場
合、そのポートはユニファイドアップリンクポートと呼ばれます。FCoEまたはイーサネットイ
ンターフェイスは個別にイネーブルまたはディセーブルにできます。
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• FCoEアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する VFCがイネーブル
またはディセーブルになります。

•イーサネットアップリンクをイネーブルまたはディセーブルにすると、対応する物理ポート
がイネーブルまたはディセーブルになります。

イーサネットアップリンクをディセーブルにすると、ユニファイドアップリンクを構成している

物理ポートがディセーブルになります。したがって、FCoEアップリンクもダウンします（FCoE
アップリンクがイネーブルになっている場合でも同様です）。しかし、FCoEアップリンクをディ
セーブルにした場合は、VFCだけがダウンします。イーサネットアップリンクがイネーブルであ
れば、FCoEアップリンクは引き続きユニファイドアップリンクポートで正常に動作することが
できます。

ユニファイドアップリンクポートの設定

ユニファイドアップリンクポートを設定するには、ユニファイドポートとして既存の FCoEアッ
プリンクポートを変換します。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始し

ます。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのイーサネットアッ

プリンクファブリックモードを開始しま

す。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   

ユニファイドポートとして FCoEアップリ
ンクポートを変換します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create
interface15

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、既存の FCoEポートでユニファイドアップリンクポートを作成します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric b
UCS-A /eth-uplink/fabric # create interface 1 5
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/interface #
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FCoE およびファイバチャネルストレージポート

ファイバチャネルストレージまたは FCoE ポートの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルストレージモードを開

始します。

UCS-A# scope fc-storageステップ 1   

指定したファブリックのファイバチャネル

ストレージモードを開始します。

UCS-A /fc-storage # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   

指定されたファイバチャネルストレージ

ポートのインターフェイスを作成します。

UCS-A /fc-storage/fabric # create
interface {fc | fcoe} slot-num port-num

ステップ 3   

トランザクションをコミットします。UCS-A /fc-storage/fabric
#commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、ファブリック Aスロット 2のファイバチャネルストレージポート 10のインターフェ
イスを作成し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope fc-storage
UCS-A /fc-storage # scope fabric a
UCS-A /fc-storage/fabric* # create interface fc 2 10
UCS-A /fc-storage/fabric # commit-buffer

次の作業

VSANを割り当てます。

ファイバチャネルストレージまたは FCoE ポートの設定解除

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルストレージモードを開始

します。

UCS-A# scope fc-storageステップ 1   

指定したファブリックのファイバチャネル

ストレージモードを開始します。

UCS-A /fc-storage # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

指定したファイバチャネルストレージポー

トまたはFCoEストレージポートのインター
フェイスを削除します。

UCS-A /fc-storage/fabric # delete
interface {fc | fcoe} slot-num
port-num

ステップ 3   

トランザクションをコミットします。UCS-A /fc-storage/fabric
#commit-buffer

ステップ 4   

次に、ファブリック Aのスロット 2のファイバチャネルストレージポート 10を設定解除し、ト
ランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-storage
UCS-A /fc-storage # scope fabric a
UCS-A /fc-storage/fabric* # delete interface fc 2 10
UCS-A /fc-storage/fabric # commit-buffer

アップリンクファイバチャネルポートへのファイバチャネルスト

レージポートの復元

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを

開始します。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定したファブリックでファイバチャネル

アップリンクモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   

指定したファイバチャネルアップリンク

ポートのインターフェイスを作成します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # create
interface slot-num port-num

ステップ 3   

トランザクションをコミットします。UCS-A /fc-uplink/fabric
#commit-buffer

ステップ 4   

次に、ファブリック Aのスロット 2でファイバチャネルアップリンクポート 10のインターフェ
イスを作成し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric* # create interface 2 10
UCS-A /fc-uplink/fabric # commit-buffer
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アップリンクイーサネットポートチャネル
アップリンクイーサネットポートチャネルを使用すると、複数の物理アップリンクイーサネッ

トポートをグループ化して（リンク集約）、1つの論理イーサネットリンクを作成し、耐障害性
と高速接続を実現できます。Cisco UCS Managerで、先にポートチャネルを作成してから、その
ポートチャネルにアップリンクイーサネットポートを追加します。1つのポートチャネルには、
最大 16のアップリンクイーサネットポートを追加できます。

設定されたポートの状態は、次のシナリオで未設定に変更されます。重要

•ポートはポートチャネルから削除されるか除去されます。ポートチャネルはどのタイプ
でもかまいません（アップリンク、ストレージなど）。

•ポートチャネルが削除されます。

Cisco UCSでは、Port Aggregation Protocol（PAgP）ではなく、Link Aggregation Control Protocol
（LACP）を使用して、アップリンクイーサネットポートがポートチャネルにグループ化さ
れます。アップストリームスイッチのポートがLACP用に設定されていない場合、ファブリッ
クインターコネクトはアップリンクイーサネットポートチャネルの全ポートを個別のポート

として扱い、パケットを転送します。

（注）

アップリンクイーサネットポートチャネルの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのイーサネットアッ

プリンクファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a
| b }

ステップ 2   

指定されたイーサネットアップリンクポート

のポートチャネルを作成し、イーサネット

UCS-A /eth-uplink/fabric # create
port-channel port-num

ステップ 3   

アップリンクファブリックポートチャネル

モードを開始します。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

ポートチャネルの管理状態をイネーブルまた

はディセーブルにします。ポートチャネル

は、デフォルトではディセーブルです。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel #
{enable | disable}

ステップ 4   

（任意）

ポートチャネルの名前を指定します。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel # set
name port-chan-name

ステップ 5   

（任意）

指定されたフロー制御ポリシーをポートチャ

ネルに割り当てます。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel # set
flow-control-policy policy-name

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel #
commit-buffer

ステップ 7   

次の例では、ファブリック Aのポート 13にポートチャネルを作成し、名前を portchan13aに設定
して、管理ステータスをイネーブルにし、flow-con-pol432という名前のフロー制御ポリシーをポー
トチャネルに割り当てて、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create port-channel 13
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # enable
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # set name portchan13a
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # set flow-control-policy flow-con-pol432
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel #

アップリンクイーサネットポートチャネルの設定解除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始し

ます。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのイーサネットアッ

プリンクファブリックモードを開始しま

す。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a
| b }

ステップ 2   

指定したイーサネットアップリンクポート

のポートチャネルを削除します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # delete
port-channel port-num

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/fabric #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、ファブリック Aのポート 13のポートチャネルを設定解除し、トランザクションをコミッ
トする例を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # delete port-channel 13
UCS-A /eth-uplink/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric #

アップリンクイーサネットポートチャネルへのメンバポートの追加

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのイーサネットアッ

プリンクファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric
{a | b }

ステップ 2   

指定されたポートチャネルのイーサネット

アップリンクファブリックポートチャネル

モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
port-channel port-num

ステップ 3   

ポートチャネルから指定されたメンバポート

を作成し、イーサネットアップリンクファブ

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel #
create member-port
slot-numport-num

ステップ 4   

リックポートチャネルのメンバポートモー

ドを開始します。

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、スロット 1、ポート 7のメンバーポートをファブリックAのポート 13のポートチャ
ネルに追加し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # create member-port 1 7
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
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UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel #

アップリンクイーサネットポートチャネルからのメンバポートの削

除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始し

ます。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのイーサネットアッ

プリンクファブリックモードを開始しま

す。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a
| b }

ステップ 2   

指定されたポートチャネルのイーサネット

アップリンクファブリックポートチャネル

モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
port-channel port-num

ステップ 3   

ポートチャネルから指定されたメンバポー

トを削除します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel
# delete member-port
slot-numport-num

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、ファブリック Aのポート 13のポートチャネルからメンバポートを削除し、トランザ
クションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # delete member-port 1 7
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel #

アプライアンスポートチャネル
アプライアンスポートチャネルを使用すると、複数の物理的なアプライアンスポートをグルー

プ化して 1つの論理的なイーサネットストレージリンクを作成し、耐障害性と高速接続を実現で
きます。Cisco UCS Managerにおいて、先にポートチャネルを作成してから、そのポートチャネ
ルにアプライアンスポートを追加します。1つのポートチャネルには、最大で 8個のアプライア
ンスポートを追加できます。
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アプライアンスポートチャネルの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始します。UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットストレージファ

ブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope
fabric {a | b }

ステップ 2   

指定されたイーサネットストレージポートのポート

チャネルを作成し、イーサネットストレージファブ

リックポートチャネルモードを開始します。

UCS-A /eth-storage/fabric #
create port-channel port-num

ステップ 3   

（任意）

ポートチャネルの管理状態をイネーブルまたはディ

セーブルにします。ポートチャネルは、デフォルトで

はディセーブルです。

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel
# {enable | disable}

ステップ 4   

（任意）

ポートチャネルの名前を指定します。

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel
# set name port-chan-name

ステップ 5   

（任意）

指定されたファブリックとポート、またはファブリッ

クとポートチャネルへのアプライアンスピンターゲッ

トを指定します。

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel
# set pingroupname pin-group
name

ステップ 6   

（任意）

ポートモードがアクセスとトランクのどちらであるか

を指定します。デフォルトで、モードはトランクに設

定されます。

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel
# set portmode {access |
trunk}

ステップ 7   

（任意）

アプライアンスポートに QoSクラスを指定します。
デフォルトでは、プライオリティは best-effortに設定
されます。

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel
# set prio sys-class-name

ステップ 8   

sys-class-name引数には、次のいずれかのクラスキー
ワードを指定できます。

• [Fc]：vHBAトラフィックだけを制御するQoSポ
リシーにこのプライオリティを使用します。

• [Platinum]：vNICトラフィックだけを制御する
QoSポリシーにこのプライオリティを使用しま
す。

Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1    
81

LAN ポートおよびポートチャネル
アプライアンスポートチャネルの設定



目的コマンドまたはアクション

• [Gold]：vNICトラフィックだけを制御する QoS
ポリシーにこのプライオリティを使用します。

• [Silver]：vNICトラフィックだけを制御する QoS
ポリシーにこのプライオリティを使用します。

• [Bronze]：vNICトラフィックだけを制御するQoS
ポリシーにこのプライオリティを使用します。

• [BestEffort]：このプライオリティを使用しないで
ください。ベーシックイーサネットトラフィッ

クレーンのために予約されています。この優先

順位を QoSポリシーに割り当て、別のシステム
クラスを CoS 0に設定する場合、Cisco UCS
Managerはこのシステムクラスのデフォルトには
戻りません。そのトラフィックのCoS0でプライ
オリティがデフォルトに戻ります。

（任意）

ポートチャネルの速度を指定します。

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel
# set speed {1gbps | 2gbps |
4gbps | 8gbps | auto}

ステップ 9   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel
# commit-buffer

ステップ 10   

次の例では、ファブリックAのポート13にポートチャネルを作成し、トランザクションをコミッ
トします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # create port-channel 13
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # enable
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # set name portchan13a
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # set pingroupname pingroup1
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # set portmode access
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # set prio fc
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # set speed 2gbps
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel #
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アプライアンスポートチャネルの設定解除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットスト

レージファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric
{a | b }

ステップ 2   

指定したイーサネットストレージポートか

らポートチャネルを削除します。

UCS-A /eth-storage/fabric # delete
port-channel port-num

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-storage/fabric #
commit-buffer

ステップ 4   

次に、ファブリック Aのポート 13のポートチャネルを設定解除し、トランザクションをコミッ
トする例を示します。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # delete port-channel 13
UCS-A /eth-storage/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric #

アプライアンスポートチャネルのイネーブル化またはディセーブル

化

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットスト

レージモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric {a
| b }

ステップ 2   

イーサネットストレージポートチャネル

モードを開始します。

UCS-A /eth-storage/fabric # scope
port-channel port-chan-name

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

ポートチャネルの管理状態をイネーブルま

たはディセーブルにします。ポートチャネ

ルは、デフォルトではディセーブルです。

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel #
{enable | disable }

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、ファブリック Aのポートチャネル 13をイネーブルにして、トランザクションをコ
ミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # enable
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel #

アプライアンスポートチャネルへのメンバポートの追加

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットストレー

ジファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric
{a | b }

ステップ 2   

指定されたポートチャネルのイーサネットス

トレージファブリックポートチャネルモー

ドを開始します。

UCS-A /eth-storage/fabric # scope
port-channel port-num

ステップ 3   

ポートチャネルから指定されたメンバポート

を作成し、イーサネットストレージファブ

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel #
create member-port
slot-numport-num

ステップ 4   

リックポートチャネルのメンバポートモー

ドを開始します。

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/eth-storage/fabric/port-channel #
commit-buffer

ステップ 5   
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次の例では、スロット 1、ポート 7のメンバーポートをファブリックAのポート 13のポートチャ
ネルに追加し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # create member-port 1 7
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel #

アプライアンスポートチャネルからのメンバポートの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットスト

レージファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-storage # scope fabric {a
| b }

ステップ 2   

指定されたポートチャネルのイーサネット

ストレージファブリックポートチャネル

モードを開始します。

UCS-A /eth-storage/fabric # scope
port-channel port-num

ステップ 3   

ポートチャネルから指定されたメンバポー

トを削除します。

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel
# delete member-port
slot-numport-num

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、ファブリック Aのポート 13のポートチャネルからメンバポートを削除し、トランザ
クションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope fabric a
UCS-A /eth-storage/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel # delete member-port 1 7
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/fabric/port-channel #

ファイバチャネルポートチャネル
ファイバチャネルポートチャネルを使用すると、複数の物理ファイバチャネルポートをグルー

プ化して（リンク集約）、1つの論理ファイバチャネルリンクを作成し、耐障害性と高速接続性
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を実現できます。CiscoUCSManagerでは、先にポートチャネルを作成してから、そのポートチャ
ネルにファイバチャネルポートを追加します。

各 Cisco UCSドメインに最大 4つのファイバチャネルポートチャネルを作成できます。各ファ
イバチャネルポートチャネルには、最大 16のアップリンクファイバチャネルポートを含める
ことができます。

各 Cisco UCSドメインに最大 2つのファイバチャネルポートチャネルを作成できます。各ファ
イバチャネルポートチャネルには、最大 4つのアップリンクファイバチャネルポートを含める
ことができます。

アップストリーム NPIVスイッチ上のファイバチャネルポートチャネルのチャネルモードがア
クティブに設定されていることを確認してください。メンバーポートとピアポートに同じチャネ

ルモードが設定されていない場合、ポートチャネルはアップ状態になりません。チャネルモー

ドがアクティブに設定されている場合、ピアポートのチャネルグループモードに関係なく、メ

ンバーポートはピアポートとのポートチャネルプロトコルネゴシエーションを開始します。

チャネルグループで設定されているピアポートがポートチャネルプロトコルをサポートしてい

ない場合、またはネゴシエーション不可能なステータスを返す場合、デフォルトでオンモードの

動作に設定されます。アクティブポートチャネルモードでは、各端でポートチャネルメンバー

ポートを明示的にイネーブルおよびディセーブルに設定することなく自動リカバリが可能です。

この例は、チャネルモードをアクティブに設定する方法を示しています。

switch(config)# int po114
switch(config-if)# channel mode active

ファイバチャネルポートチャネルの設定

2つのファイバチャネルポートチャネルに接続する場合、両方のポートチャネルの管理速度
が、使用するリンクに一致している必要があります。いずれかまたは両方のファイバチャネ

ルポートチャネルの管理速度が autoに設定されている場合、Cisco UCSが管理速度を自動的
に調整します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定したファブリックのファイバチャネル

アップリンクファブリックモードを開始しま

す。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a
| b }

ステップ 2   

指定されたファイバチャネルアップリンク

ポートのポートチャネルを作成し、ファイバ

UCS-A /fc-uplink/fabric # create
port-channel port-num

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

チャネルアップリンクファブリックポート

チャネルモードを開始します。

（任意）

ポートチャネルの管理状態をイネーブルまた

はディセーブルにします。ポートチャネル

は、デフォルトではディセーブルです。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel
# {enable | disable}

ステップ 4   

（任意）

ポートチャネルの名前を指定します。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel
# set name port-chan-name

ステップ 5   

（任意）

ポートチャネルの速度を指定します。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel
# set speed {1gbps | 2gbps | 4gbps |
8gbps | auto}

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel
# commit-buffer

ステップ 7   

次の例では、ファブリック Aにポートチャネル 13を作成し、名前を portchan13aに設定して、管
理ステータスをイネーブルにし、速度を 2 Gbpsに設定して、トランザクションをコミットしま
す。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # create port-channel 13
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # enable
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # set name portchan13a
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # set speed 2gbps
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel #

FCoE ポートチャネルの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

FCアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

特定のファブリックに対して FC -アップ
リンクモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a |
b}

ステップ 2   

指定したFCoEアップリンクポートのポー
トチャネルを作成します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # create
fcoe-port-channelnumber

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fabricinterface
# commit-buffer

ステップ 4   

次に、ファブリック Aのスロット 4で FCoEアップリンクポート 1のインターフェイスを作成
し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # create fcoe-port-channel 4
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel #

アップストリーム NPIV ファイバチャネルポートチャネルへのアク
ティブなチャネルモードの追加

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定したファブリックのファイバチャネル

アップリンクファブリックモードを開始しま

す。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a
| b }

ステップ 2   

指定されたファイバチャネルアップリンク

ポートのポートチャネルを作成し、ファイバ

UCS-A /fc-uplink/fabric # create
port-channel port-num

ステップ 3   

チャネルアップリンクファブリックポート

チャネルモードを開始します。

（任意）

ポートチャネルの管理状態をイネーブルまた

はディセーブルにします。ポートチャネル

は、デフォルトではディセーブルです。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel
# {enable | disable}

ステップ 4   

（任意）

ポートチャネルの名前を指定します。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel
# set name port-chan-name

ステップ 5   

（任意）

ポートチャネルの名前を指定します。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel
# scope port-chan-name

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

アップストリーム NPIVスイッチでチャネル
モードをアクティブに設定します。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel
# channel mode {active}

ステップ 7   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel
# commit-buffer

ステップ 8   

次の例では、チャネルモードを有効化してアクティブにします。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # create port-channel 13
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # enable
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # set name portchan13a
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # channel mode active
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel # exit
UCS-A /fc-uplink/fabric/ # show port-channel database

portchan13a
Administrative channel mode is active
Operational channel mode is active

UCS-A /fc-uplink/fabric/ #

ファイバチャネルポートチャネルのイネーブル化またはディセーブ

ル化

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定したファブリックでファイバチャネル

アップリンクモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a
| b }

ステップ 2   

ファイバチャネルアップリンクポートチャ

ネルモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope
port-channel port-chan-name

ステップ 3   

ポートチャネルの管理状態をイネーブルまた

はディセーブルにします。ポートチャネル

は、デフォルトではディセーブルです。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/port-channel #
{enable | disable }

ステップ 4   
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次の例では、ファブリック Aのポートチャネル 13をイネーブルにして、トランザクションをコ
ミットします。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # enable
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel #

ファイバチャネルポートチャネルへのメンバポートの追加

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始

します。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定したファブリックのファイバチャネルアッ

プリンクファブリックモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a
| b }

ステップ 2   

指定されたポートチャネルのファイバチャネ

ルアップリンクファブリックポートチャネル

モードを開始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope
port-channel port-num

ステップ 3   

ポートチャネルから指定されたメンバポート

を作成し、ファイバチャネルアップリンク

UCS-A
/fc-uplink/fabric/port-channel #
create member-port
slot-numport-num

ステップ 4   

ファブリックポートチャネルメンバポート

モードを開始します。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/port-channel #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、スロット 1、ポート 7のメンバーポートをファブリック Aのポートチャネル 13に
追加し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /fc-uplink/fabric # create member-port 1 7
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel #
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ファイバチャネルポートチャネルからのメンバポートの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定したファブリックのファイバチャネル

アップリンクファブリックモードを開始し

ます。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a |
b}

ステップ 2   

指定されたポートチャネルのファイバチャ

ネルアップリンクファブリックポートチャ

ネルモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope
port-channel port-num

ステップ 3   

ポートチャネルから指定されたメンバポー

トを削除します。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel
# delete member-port
slot-numport-num

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、ファブリック Aポートチャネル 13からメンバポートを削除し、トランザクションを
コミットします。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope port-channel 13
UCS-A /fc-uplink/fabric # delete member-port 1 7
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/port-channel #

FCoE ポートチャネル
FCoEポートチャネルでは、複数の物理 FCoEポートをグループ化して 1つの論理 FCoEポート
チャネルを作成できます。物理レベルでは、FCoEポートチャネルはFCoEトラフィックをイーサ
ネットポートチャネル経由で転送します。したがって、一連のメンバから構成される FCoEポー
トチャネルは基本的に同じメンバから構成されるイーサネットポートチャネルです。このイー

サネットポートチャネルは、FCoEトラフィック用の物理トランスポートとして使用されます。

各 FCoEポートチャネルに対し、Cisco UCS Managerは VFCを内部的に作成して、イーサネット
ポートチャネルにバインドします。ホストから受信したFCoEトラフィックは、FCoEトラフィッ
クがファイバチャネルアップリンク経由で送信されるのと同じ方法で、VFC経由で送信されま
す。
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FCoE ポートチャネルの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

FCアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

特定のファブリックに対して FC -アップ
リンクモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric{a |
b}

ステップ 2   

指定したFCoEアップリンクポートのポー
トチャネルを作成します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # create
fcoe-port-channelnumber

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fabricinterface
# commit-buffer

ステップ 4   

次に、ファブリック Aのスロット 4で FCoEアップリンクポート 1のインターフェイスを作成
し、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # create fcoe-port-channel 4
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel #

FCoE アップリンクポートチャネルへのメンバポートの追加

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始し

ます。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定したファブリックのファイバチャネルアップ

リンクファブリックモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric
{a | b }

ステップ 2   

指定したポートチャネルの FCoEアップリンク
ポートチャネルモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope
fcoe-port-channel ID

ステップ 3   

ポートチャネルから指定されたメンバポートを作

成し、FCoEアップリンクファブリックポート
チャネルのメンバポートモードを開始します。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel
# create member-port
slot-numport-num

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

FCoEアップリンクポートチャネルが、
ユニファイドアップリンクポートチャ

ネルである場合、次のメッセージが表示

されます。

警告:これがユニファイドポートチャネ
ルの場合、メンバは同じIDのイーサネッ
トポートチャネルにも追加されます。

（注）

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、スロット 1、ポート 7のメンバーポートをファブリック Aの FCoEポートチャネル
13に追加し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel 13
UCS-A /fc-uplink/fabric # create member-port 1 7
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel #

ユニファイドアップリンクポートチャネル
同じ IDでイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルを作成した場合、それらはユニ
ファイドポートチャネルと呼ばれます。ユニファイドポートチャネルが作成されると、指定さ

れたメンバを持つファブリックインターコネクトで物理イーサネットポートチャネルと VFCが
作成されます。物理イーサネットポートチャネルは、イーサネットトラフィックと FCoEトラ
フィックの両方を伝送するために使用されます。VFCは、FCoEトラフィックをイーサネットポー
トチャネルにバインドします。

次のルールは、ユニファイドアップリンクポートチャネルのメンバーポートセットに適用され

ます。

•同じ IDのイーサネットポートチャネルと FCoEポートチャネルは、同じメンバーポート
セットを持つ必要があります。

•イーサネットポートチャネルにメンバポートチャネルを追加すると、Cisco UCS Manager
は FCoEポートチャネルにも同じポートチャネルを追加します。同様に、FCoEポートチャ
ネルにメンバーを追加すると、イーサネットポートチャネルにもそのメンバーポートが追

加されます。

•ポートチャネルの 1つからメンバポートを削除すると、Cisco UCS Managerは他のポート
チャネルから自動的にそのメンバポートを削除します。
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イーサネットアップリンクポートチャネルをディセーブルにすると、ユニファイドアップリン

クポートチャネルを構成している物理ポートチャネルがディセーブルになります。したがって、

FCoEアップリンクポートチャネルもダウンします（FCoEアップリンクがイネーブルになってい
る場合でも同様です）。FCoEアップリンクポートチャネルをディセーブルにした場合は、VFC
のみがダウンします。イーサネットアップリンクポートチャネルがイネーブルであれば、FCoE
アップリンクポートチャネルは引き続きユニファイドアップリンクポートチャネルで正常に動

作することができます。

ユニファイドアップリンクポートチャネルの設定

ユニファイドアップリンクポートチャネルを設定するには、ユニファイドポートチャネルとし

て既存の FCoEアップリンクポートチャネルを変換します。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始し

ます。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのイーサネットアッ

プリンクファブリックモードを開始しま

す。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   

指定したイーサネットアップリンクポート

のポートチャネルを作成します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # create
port-channelID

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、既存の FCoEポートチャネルでユニファイドアップリンクポートチャネルを作成
します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric b
UCS-A /eth-uplink/fabric # create port-channel 2
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric #

イベント検出とアクション
CiscoUCSManagerは、統計情報収集ポリシーを使用して、I/Oモジュール（IOM）からファブリッ
クインターコネクトに接続されたネットワークインターフェイスポートを監視し、エラーが発

生した場合にアラームをトリガーします。
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ネットワークインターフェイスポートのエラー統計情報は NiErrStatsと呼ばれ、次のエラーから
構成されています。

説明NiErrStats

TX_FRM_ERRORのカウンタ値を収集します。frameTx

RX_TOOLONGのカウンタ値を収集します。tooLong

RX_UNDERSIZEと RX_FRAGMENTのカウン
タ値の合計を収集します。

tooShort

RX_CRERR_NOT_STOMPEDと
RX_CRCERR_STOMPEDのカウンタ値の合計を
収集します。

Crc

RX_INRANGEERRのカウンタ値を収集します。InRange

アクティブなポートのみがネットワークインターフェイスポートの統計情報を収集してCisco
UCS Managerに送信します。

（注）

ポリシーベースのポートエラー処理

Cisco UCS Managerがアクティブな NIポートでエラーを検出し、エラーディセーブル機能がイ
ネーブルの場合、Cisco UCS Managerはエラーが発生した NIポートに接続されているそれぞれの
FIポートを自動的にディセーブルにします。FIポートがエラーディセーブルになっているときは
事実上シャットダウンし、トラフィックはポートで送受信されません。

エラーディセーブル機能は、次の 2つの目的で使用されます。

•どの FIポートが error-disabledになっているかということと、接続されている NIポートでエ
ラーが発生したことを通知します。

•このポートが原因で同じシャーシ/FEXに接続された他のポートに障害が発生する可能性を削
除します。このような障害は、NIポートのエラーによって発生する可能性があり、最終的に
重大なネットワーク上の問題を引き起こす可能性があります。エラーディセーブル機能は、

この状況を回避するのに役立ちます。
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しきい値定義の作成

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージ

モードを開始します。

UCS-A # scope eth-serverステッ

プ 1   

統計情報しきい値ポリ

シーモードを開始しま

す。

UCS-A/eth-server # scope stats-threshold-policy defaultステッ

プ 2   

指定した統計情報しきい

値ポリシークラスを作成

UCSA/eth-server/stats-threshold-policy # create classclass-nameステッ

プ 3   
し、組織統計情報しきい

値ポリシークラスモード

を開始します。使用可能

なクラス名キーワードの

リストを表示するには、

組織統計情報しきい値ポ

リシーモードで create
class ?コマンドを入力し
ます。

指定した統計情報しきい

値ポリシークラスプロパ

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class # create
propertyproperty-name

ステッ

プ 4   
ティを作成し、組織統計

情報しきい値ポリシーク

ラスプロパティモードを

開始します。使用可能な

プロパティ名キーワード

のリストを表示するに

は、組織統計情報しきい

値ポリシークラスモード

で create property ?コマ
ンドを入力します。

クラスプロパティに通常

値を指定します。valueの
UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property # set
normal-valuevalue

ステッ

プ 5   
形式は、設定するクラス

プロパティに応じて異な

る場合があります。必要

な形式を確認するには、

set normal-value ?コマン
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目的コマンドまたはアクション

ドを組織統計情報しきい

値ポリシークラスプロパ

ティモードで入力しま

す。

クラスプロパティのしき

い値を指定して作成し、

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property # create
threshold-value {above-normal | below-normal} {cleared | condition
| critical | info | major | minor | warning}

ステッ

プ 6   
組織統計情報しきい値ポ

リシークラスプロパティ

しきい値モードを開始し

ます。

降格または昇格のクラス

プロパティしきい値を指

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value
# set {deescalating | escalating} value

ステッ

プ 7   
定します。valueの形式
は、設定するクラスプロ

パティしきい値に応じて

異なる場合があります。

必要な形式を確認するに

は、組織統計情報しきい

値ポリシークラスプロパ

ティしきい値モードで set
deescalating ?または set
escalating ?コマンドを入
力します。

トランザクションをシス

テムの設定にコミットし

ます。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value
# commit-buffer

ステッ

プ 8   

次の例は、しきい値定義の作成方法を示しています。

UCS-A # scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy # create class ni-ether-error-stats
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class* # create property crc-delta
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # set normal-value 0
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # create threshold-value above-normal
major
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # set escalating
5
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # set deescalating
3
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property/threshold-value* # commit-buffer
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ファブリックインターコネクトポートでのエラーディセーブル化の

設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモード

を開始します。

UCS-A # scope eth-serverステップ 1   

統計情報しきい値ポリシーモー

ドを開始します。

UCS-A/eth-server # scope stats-threshold-policy
default

ステップ 2   

指定した統計情報しきい値ポリ

シークラスの組織統計情報しき

UCSA/eth-server/stats-threshold-policy # scope
classclass-name

ステップ 3   

い値ポリシークラスモードを開

始します。

指定した統計情報しきい値ポリ

シークラスプロパティの組織統

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class # scope
propertyproperty-name

ステップ 4   

計情報しきい値ポリシークラス

プロパティモードを開始します。

クラスプロパティにエラーディ

セーブル化ステータスを指定しま

す。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property
# set error-disable-fi-port {yes | no}

ステップ 5   

クラスプロパティのエラーディ

セーブル化を無効にするには、no
オプションを使用します。

トランザクションをシステムの設

定にコミットします。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property*
# commit-buffer

ステップ 6   

次の例は、FIポートでエラーディセーブル化を有効にする方法を示しています。

UCS-A # scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy # scope class ni-ether-error-stats
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class # scope property crc-delta
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property # set error-disable-fi-port yes
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # commit-buffer
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ファブリックインターコネクトポートでの自動リカバリの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモード

を開始します。

UCS-A # scope eth-serverステップ 1   

統計情報しきい値ポリシーモード

を開始します。

UCS-A/eth-server # scope stats-threshold-policy
default

ステップ 2   

指定した統計情報しきい値ポリ

シークラスの組織統計情報しきい

UCSA/eth-server/stats-threshold-policy # scope
classclass-name

ステップ 3   

値ポリシークラスモードを開始

します。

指定した統計情報しきい値ポリ

シークラスプロパティの組織統

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class # scope
propertyproperty-name

ステップ 4   

計情報しきい値ポリシークラス

プロパティモードを開始します。

クラスプロパティに自動リカバリ

ステータスを指定します。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property
# set auto-recovery {enabled | disabled}

ステップ 5   

クラスプロパティの自動リカバリ

をディセーブルにするには、

disabledオプションを使用しま
す。

ポートが自動的に再びイネーブル

になるまでの時間（分単位）を指

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property*
# set auto-recovery-timetime

ステップ 6   

定します。自動リカバリの時間

は、0～ 4294967295分の間で変更
できます。

トランザクションをシステムの設

定にコミットします。

UCS-A/eth-server/stats-threshold-policy/class/property*
# commit-buffer

ステップ 7   

次の例は、FIポートに自動リカバリを設定する方法を示しています。

UCS-A # scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope stats-threshold-policy default
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy # scope class ni-ether-error-stats
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class # scope property crc-delta
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property # set auto-recovery enabled
UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # set auto-recovery-time 5
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UCS-A /eth-server/stats-threshold-policy/class/property* # commit-buffer

ネットワークインターフェイスポートエラーカウンタの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開

始します。

UCS-A # scope chassischassis-numステップ 1   

指定した IOMでシャーシ IOMモードを開
始します。

UCS-A/chassis # scope iom {a | b}ステップ 2   

ネットワークインターフェイスポートに

移動します。

UCS-A/chassis/iom # scope port-group
fabric

ステップ 3   

指定したネットワークインターフェイス

ポート番号に移動します。

UCS-A/chassis/iom/port-group # scope
fabric-iffabric-if number

ステップ 4   

ネットワークインターフェイスポートの

エラーカウンタを表示します。

UCS-A/chassis/iom/port-group/fabric-if
# show stats

ステップ 5   

次の例は、ネットワークインターフェイスポートの統計情報の表示方法を示しています。

UCS-A # scope chassis 1
UCS-A/chassis # scope iom a
UCS-A/chassis/iom # scope port-group fabric
UCS-A/chassis/iom/port-group # scope faric-if 1
UCS-A/chassis/iom/port-group/fabric-if # show stats
NI Ether Error Stats:
Time Collected: 2014-08-20T15:37:24:688
Monitored Object: sys/chassis-1/slot-1/fabric/port-1/ni-err-stats
Suspect: Yes
Crc (errors): 5000
Frame Tx (errors): 0
Too Long (errors): 0
Too Short (errors): 0
In Range (errors): 0
Thresholded: 0

アダプタポートチャネル
アダプタポートチャネルは、Cisco UCS仮想インターフェイスカード（VIC）から I/Oへのすべ
ての物理リンクを 1つの論理リンクにグループ化します。

アダプタポートチャネルは、Cisco UCS Managerが適切なハードウェアの存在を検出したときに
内部的に作成されて管理されます。アダプタポートチャネルの手動設定はできません。アダプタ

ポートチャネルは、Cisco UCS Manager GUIまたは Cisco UCS Manager CLIを使用して参照できま
す。
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アダプタポートチャネルの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したシャーシでシャーシモードを開

始します。

UCS-A# scope chassis chassis-numステップ 1   

指定した IOMでシャーシ IOMモードを
開始します。

UCS-A /chassis # scope iom {ab}ステップ 2   

指定したポートグループのポートグルー

プモードを開始します。

UCS-A /chassis/iom # scope port groupステップ 3   

指定したシャーシのアダプタポートチャ

ネルを表示します。

UCS-A /chassis/iom/port group # show
host-port-channel [detail | expand]

ステップ 4   

次の例は、ポートグループモードのホストポートチャネルに関する情報の表示方法を示してい

ます。

UCS-A # scope chassis 1
UCS-A /chassis # scope iom a
UCS-A /chassis/iom # scope port group
UCS-A /chassis/iom/port group # show host-port-channel

Host Port channel:

Port Channel Id Fabric ID Oper State State Reason
--------------- --------- ---------------- ------------

1289 B Up
1290 B Up
1306 B Up
1307 B Up
1309 B Up
1315 B Up

UCS-A /chassis/iom/port group #

ファブリックポートチャネル
ファブリックポートチャネルは、冗長性と帯域幅共有のため、IOMからファブリックインター
コネクトへの複数の物理リンクを 1個の論理リンクにグループ化できます。ファブリックポート
チャネル内の 1個のリンクがアクティブである限り、ファブリックポートチャネルは動作し続け
ます。

正しいハードウェアが接続されている場合、ファブリックポートチャネルは Cisco UCS Manager
で次のように作成されます。

•シャーシディスカバリポリシーで定義した設定に従って、シャーシを検出している最中に。
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•特定のシャーシのシャーシ接続ポリシーに設定された内容に従って、シャーシを検出した後
に。

IOMのそれぞれに単一のファブリックポートチャネルがあります。ファブリックインターコネ
クトに IOMを接続する各アップリンクは、個別リンクとして設定することもポートチャネルに含
めることもできますが、1つのアップリンクが複数のファブリックポートチャネルに属すること
はできません。たとえば、2つの IOMを持つシャーシが検出され、ファブリックポートチャネル
を作成するようにシャーシディスカバリポリシーが設定されている場合、Cisco UCS Managerは
2つの独立したファブリックポートチャネルを作成します。IOM-1を接続するアップリンク用
と、IOM-2を接続するアップリンク用です。別のシャーシはこれらのファブリックポートチャネ
ルに加入できません。同様に、IOM-1のファブリックポートチャネルに属するアップリンクは、
IOM-2のファブリックポートチャネルに加入できません。

ポート間のロードバランシング

IOMとファブリックインターコネクトの間にあるポート間のトラフィックに対するロードバラン
シングでは、ハッシュに次の基準を使用します。

•イーサネットトラフィックの場合：

レイヤ 2送信元アドレスおよび宛先アドレス

レイヤ 3送信元アドレスおよび宛先アドレス

レイヤ 4送信元ポートおよび宛先ポート

• FCoEトラフィックの場合：

レイヤ 2送信元アドレスおよび宛先アドレス

送信元と宛先の ID（SIDと DID）および Originator eXchange ID（OXID）

この例では、2200シリーズ IOMモジュールは iom X（Xはシャーシ番号）の接続によって確認さ
れます。

show platform software fwmctrl nifport
(....)
Hash Parameters:
l2_da: 1 l2_sa: 1 l2_vlan: 0
l3_da: 1 l3_sa: 1
l4_da: 1 l4_sa: 1
FCoE l2_da: 1 l2_sa: 1 l2_vlan: 0
FCoE l3_did: 1 l3_sid: 1 l3_oxid: 1

ファブリックポートチャネルのケーブル接続の考慮事項

Cisco UCS 2200シリーズ FEXと Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクト間のリ
ンクをファブリックポートチャネルモードで設定する場合、アダプタで使用可能な仮想インター

フェイス（VIF）のネームスペースは、FEXアップリンクがファブリックインターコネクトポー
トに接続されている場所に応じて異なります。
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6248ファブリックインターコネクト内には、8個の連続ポートが 6セットあり、ポートのセット
のそれぞれがシングルチップによって管理されます。FEXからのすべてのアップリンクが 1つの
チップにより管理される一連のポートに接続されている場合、CiscoUCSManagerは、シャーシ内
のブレードに展開されているサービスプロファイルで使用するVIFの数を最大化します。IOMか
らのアップリンク接続が別々のチップで管理されるポート間に分散された場合、VIFカウントは
減少します。

図 1：ファブリックポートチャネルのポートグループ

ファブリックポートチャネルポートグループに 2番目のリンクを追加すると、混乱が生じ、
使用可能な VIFネームスペースの量が 63から 118に自動的に増加されます。ただし、さらに
リンクを追加しても混乱は生じないため、VIF名前空間は 118のままになります。

注意

2つのファブリックポートチャネルポートグループにシャーシをリンクした場合は、手動で
確認応答しない限り、VIFネームスペースは影響を受けません。その結果、VIFネームスペー
スは、2つのファブリックポートチャネルポートグループの使用量（63または 118 VIF）の
うち、より少ないサイズに自動的に設定されます。

注意

高可用性クラスタモードアプリケーションの場合は、対称的な配線構成にすることを強く推奨め

します。ケーブル接続が非対称の場合、使用可能な VIFの最大数は 2つのケーブル設定より小さ
くなります。

Cisco UCS環境の VIFの最大数については、ご使用のハードウェアやソフトウェアの設定に関す
る制限事項のドキュメントを参照してください。
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ファブリックポートチャネルの設定

手順

ステップ 1 シャーシディスカバリの実行中に IOMからファブリックインターコネクトへのすべてのリンク
をファブリックポートチャネルに含めるには、シャーシディスカバリポリシーのリンクグルー

プ化プリファレンスをポートチャネルに設定します。

ステップ 2 シャーシディスカバリの実行中に個々のシャーシからのリンクをファブリックポートチャネル

に含めるには、シャーシ接続ポリシーのリンクグループ化プリファレンスをポートチャネルに設

定します。

ステップ 3 シャーシ検出後、追加ファブリックポートチャネルメンバーポートをイネーブルまたはディセー

ブルにします。

次の作業

シャーシディスカバリポリシーまたはシャーシ接続ポリシーの変更後、ファブリックポートチャ

ネルに対しリンクを追加または削除するには、シャーシを再認識します。ファブリックポート

チャネルからシャーシのメンバーポートをイネーブルまたはディセーブルにする場合、シャーシ

の再認識は必要はありません。

ファブリックポートチャネルの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットサー

バファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-server # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   

指定したファブリックインターコネクトの

ファブリックポートチャネルを表示しま

す。

UCS-A /eth-server/fabric # show
fabric-port-channel [detail | expand]

ステップ 3   

次に、ファブリックインターコネクト Aの設定済みファブリックポートチャネルに関する情報
を表示する例を示します。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope fabric a
UCS-A /eth-server/fabric # show fabric-port-channel
Fabric Port Channel:

Port Channel Id Chassis Id Admin State Oper State State Reason
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--------------- ---------- ----------- ---------------- ------------
1025 1 Enabled Failed No operational members
1026 2 Enabled Up

UCS-A /eth-server/fabric #

ファブリックポートチャネルメンバーポートのイネーブル化または

ディセーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1   

指定したファブリックのイーサネットサー

バファブリックモードを開始します。

UCS-A /eth-server # scope fabric {a
| b}

ステップ 2   

指定したファブリックでイーサネットサー

バファブリック、ファブリックポートチャ

ネルモードを開始します。

UCS-A /eth-server/fabric # scope
fabric-port-channel port-chan-id

ステップ 3   

指定したメンバーポートでイーサネット

サーバファブリック、ファブリックポート

チャネルモードを開始します。

UCS-A
/eth-server/fabric/fabric-port-channel
# scope member-port slot-id port-id

ステップ 4   

指定したメンバーポートをイネーブルまた

はディセーブルにします。

UCS-A
/eth-server/fabric/fabric-port-channel
# {enable | disable}

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A
/eth-server/fabric/fabric-port-channel
# commit-buffer

ステップ 6   

次に、ファブリックポートチャネル 1025のファブリックチャネルメンバーポート 1 31をディ
セーブルにし、トランザクションをコミットする例を示します。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope fabric a
UCS-A /eth-server/fabric # scope fabric-port-channel 1025
UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel # scope member-port 1 31
UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel/member-port # disable
UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/fabric/fabric-port-channel/member-port #
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第 5 章

VLANs

• ネームド VLAN, 107 ページ

• プライベート VLAN, 108 ページ

• VLANポートの制限, 110 ページ

• ネームド VLANの設定, 111 ページ

• プライベート VLANの設定, 117 ページ

• コミュニティ VLAN, 124 ページ

• VLANポート数の表示, 128 ページ

• VLANポートカウント最適化, 128 ページ

• VLANグループ, 130 ページ

• VLAN権限, 134 ページ

ネームド VLAN
ネームド VLANは、所定の外部 LANへの接続を作成します。VLANは、ブロードキャストトラ
フィックを含む、その外部 LANへのトラフィックを切り離します。

VLANIDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これにより、ネームドVLANを使
用するサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバをグローバルにアップデートする

ことができます。外部LANとの通信を維持するために、サーバを個別に再設定する必要はありま
せん。

同じVLANIDを使用して、複数のネームドVLANを作成できます。たとえば、HRおよびFinance
のビジネスサービスをホストするサーバが同一の外部 LANにアクセスする必要がある場合、同
じ VLAN IDを使用して HRと Financeという名前の VLANを作成できます。その後でネットワー
クが再設定され、Financeが別のLANに割り当てられた場合、変更する必要があるのはFinanceの
ネームド VLANの VLAN IDだけです。
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クラスタ設定では、ネームドVLANが 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセスでき
るようにすることも、両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定するこ

とも可能です。

VLAN ID に関するガイドライン

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。 4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要
があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブVLAN
は、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップグレード
前に VLAN 1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていない VLAN
IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更することを検討します
（その VLAN IDが使用されていない場合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、デ
フォルトで VLAN 4048を使用します。 FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN
4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

プライベート VLAN
プライベート VLAN（PVLAN）は、VLANのイーサネットブロードキャストドメインをサブド
メインに分割する機能で、これを使用して一部のポートを分離することができます。PVLANの各
サブドメインには、1つのプライマリVLANと1つ以上のセカンダリVLANが含まれます。PVLAN
のすべてのセカンダリVLANは、同じプライマリVLANを共有する必要があります。セカンダリ
VLAN IDは、各サブドメインの区別に使用されます。

独立 VLAN とコミュニティ VLAN

Cisco UCSドメイン内のすべてのセカンダリVLANは、独立VLANまたはコミュニティVLANに
なることができます。
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独立 VLANを標準 VLANと共に使用するよう設定することはできません。（注）

独立 VLAN のポート

独立 VLANの通信では、プライマリ VLAN内の関連するポートだけを使用できます。これらの
ポートは独立ポートであり、Cisco UCS Managerでは設定できません。プライマリ VLANには 1
つの独立VLANしか存在できませんが、同じ独立VLAN上に複数の独立ポートが存在することは
可能です。これらの独立ポートは相互に通信できません。独立ポートは、独立VLANを許可して
いる標準トランクポートまたは無差別ポートとのみ通信できます。

独立セカンダリ VLANに属するホストポート。このポートは、同じプライベート VLANドメイ
ン内の他のポートから完全に独立しています。PVLANは、無差別ポートからのトラフィックを除
き、独立ポート宛のトラフィックをすべてブロックします。独立ポートから受信されたトラフィッ

クは、無差別ポートにだけ転送されます。指定した独立VLANには、複数の独立ポートを含める
ことができます。各ポートは、独立VLANにある他のすべてのポートから、完全に隔離されてい
ます。

アップリンクポートに関するガイドライン

PVLANを作成する場合は、次のガイドラインに従ってください。

•アップリンクイーサネットポートチャネルを無差別モードにすることはできません。

•各プライマリ VLANには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

• VNTAGアダプタの VIFには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

VLAN ID に関するガイドライン

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。 4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要
があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブVLAN
は、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップグレード
前に VLAN 1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていない VLAN
IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更することを検討します
（その VLAN IDが使用されていない場合）。
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• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、デ
フォルトで VLAN 4048を使用します。 FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN
4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLAN ポートの制限
Cisco UCS Managerでは、1つのファブリックインターコネクト上の境界ドメインとサーバドメ
インで設定可能な VLANポートインスタンスの数は制限されます。

VLAN ポート数に含まれるポートのタイプ

次のタイプのポートが VLANポートの計算でカウントされます。

•ボーダーアップリンクイーサネットポート

•ボーダーアップリンクイーサチャネルメンバーポート

• SANクラウドの FCoEポート

• NASクラウドのイーサネットポート

•サービスプロファイルによって作成されたスタティックおよびダイナミック vNIC

•ハイパーバイザドメイン内のハイパーバイザのポートプロファイルの一部として作成され
た VM vNIC

これらのポートに設定されている VLANの数に基づいて、Cisco UCS Managerは VLANポートイ
ンスタンスの累積数を追跡し、検証中に VLANポート制限を実行します。Cisco UCS Managerで
は制御トラフィック用に一部の事前定義されたVLANポートリソースを予約します。これには、
HIFおよび NIFポートに設定された管理 VLANが含まれます。

VLAN ポートの制限の実行

Cisco UCS Managerは、次の操作中に VLANポートのアベイラビリティを検証します。

•境界ポートおよび境界ポートチャネルの設定および設定解除

•クラウドへの VLANの追加またはクラウドからの VLANの削除

• SANまたは NASポートの設定または設定解除

•設定の変更を含むサービスプロファイルの関連付けまたは関連付け解除

• vNICまたは vHBAでの VLANの設定または設定解除

• VMWare vNICからおよび ESXハイパーバイザから作成通知または削除通知を受け取ったと
き
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これは、Cisco UCS Managerの制御外です（注）

•ファブリックインターコネクトのリブート

• Cisco UCS Managerのアップグレードまたはダウングレード

Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルの動作に対し、厳密な VLANポート制限を実施し
ます。VLANポート制限を超過したことをCiscoUCSManagerが検出した場合、サービスプロファ
イル設定は展開時に失敗します。

境界ドメインでの VLANポート数の超過は、それほど混乱をもたらしません。境界ドメインで
VLANポート数が超過した場合、Cisco UCS Managerは割り当てステータスを Exceededに変更し
ます。ステータスを [Available]に戻すには、次のいずれかのアクションを実行します。

• 1つ以上の境界ポートを設定解除する

• LANクラウドから VLANを削除する

• 1つ以上の vNICまたは vHBAを設定解除する

ネームド VLAN の設定

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なネームド VLAN
の作成（アップリンクイーサネットモード）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットアップリンクVLANモードを
開始します。

UCS-A /eth-uplink # create
vlan vlan-name vlan-id

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

指定した VLANの共有を設定します。UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan
# set sharing {isolated | none
| primary}

ステップ 3   

次のいずれかになります。

• isolated：プライマリ VLANに関連付けられて
いるセカンダリ VLANです。この VLANはプ
ライベートです。

• none：この VLANにはセカンダリ VLANもプ
ライベート VLANもありません。

• primary：この VLANには 1つ以上のセカンダ
リ VLANを設定できます。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/vlan #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、両方のファブリックインターコネクト用にネームドVLANを作成し、VLANにaccounting
という名前を付け、VLANID2112を割り当て、共有をnoneに設定し、トランザクションをコミッ
トします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan accounting 2112
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set sharing none
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なネームド VLAN
の作成（イーサネットストレージモード）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要
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手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN
IDを指定し、イーサネットストレージVLAN
モードを開始します。

UCS-A /eth-storage # create vlan
vlan-name vlan-id

ステップ 2   

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

指定したファブリック上に指定したVLANの
メンバポートを作成します。

UCS-A /eth-storage/vlan # create
member-port {a | b} slot-id port-id

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-storage/vlan/member-port
# commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、両方のファブリックインターコネクト用にネームド VLANを作成し、VLANに
accouontingという名前を付け、VLAN ID 2112を割り当て、スロット 2、ポート 20にメンバポー
トを作成し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # create vlan accounting 2112
UCS-A /eth-storage/vlan* # create member-port a 2 20
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port #

1 つのファブリックインターコネクトにアクセス可能なネームド VLAN
の作成（アップリンクイーサネットモード）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要
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手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したファブリックインターコネクト（Aまたは
B）のイーサネットアップリンクファブリックイン
ターコネクトモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope
fabric {a | b}

ステップ 2   

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットアップリンクファブリックイ

ンターコネクト VLANモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric #
create vlan vlan-name vlan-id

ステップ 3   

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

指定した VLANの共有を設定します。UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan
# set sharing {isolated | none
| primary}

ステップ 4   

次のいずれかになります。

• isolated：プライマリVLANに関連付けられてい
るセカンダリVLANです。このVLANはプライ
ベートです。

• none：このVLANにはセカンダリVLANもプラ
イベート VLANもありません。

• primary：この VLANには 1つ以上のセカンダ
リ VLANを設定できます。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、ファブリックインターコネクト Aのネームド VLANを作成し、VLANに financeとい
う名前を付け、VLAN ID 3955を割り当て、共有を noneに設定し、トランザクションをコミット
します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan finance 3955
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set sharing none
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
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プライベート VLAN 用セカンダリ VLAN の作成（1 つのファブリックイ
ンターコネクトがアクセス可能）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したファブリックインターコネクト（Aま
たは B）のイーサネットアップリンクファブ
リックインターコネクトモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN
IDを指定し、イーサネットアップリンクファ

UCS-A /eth-uplink/fabric # create
vlan vlan-name vlan-id

ステップ 3   

ブリックインターコネクト VLANモードを開
始します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをセカンダリVLANとして設定します。UCS-A /eth-uplink/vlan # set
sharing isolated

ステップ 4   

このセカンダリ VLANに関連付けられている
プライマリ VLANを指定します。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set
pubnwname primary-vlan-name

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/vlan/member-port
# commit-buffer

ステップ 6   

次の例は、ファブリックインターコネクト A用のネームド VLANを作成し、VLANに financeと
いう名前を付け、VLAN ID 3955を割り当て、この VLANをセカンダリ VLANとして、セカンダ
リ VLANをプライマリ VLANと関連付け、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan finance 3955
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set sharing isolated
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UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set pubnwname pvlan1000
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

ネームド VLANの削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。

プライベートプライマリ VLANを削除する場合は、セカンダリ VLANを動作している別のプラ
イマリ VLANに必ず再割り当てします。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトからVLANを削除する前に、そのVLANがすべての vNICと vNIC
テンプレートから削除されていることを確認します。

vNICまたは vNICテンプレートに割り当てられている VLANを削除すると、vNICによって
VLANがフラップする可能性があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

（任意）

イーサネットアップリンクファブリックモー

ドを開始します。指定されたファブリック（a

UCS-A /eth-uplink # scope
fabric{a | b}

ステップ 2   

または b）からだけネームドVLAN削除するに
は、このコマンドを使用します。

指定されたネームド VLANを削除します。UCS-A /eth-uplink # delete vlan
vlan-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /eth-uplink #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、両方のファブリックインターコネクトがアクセス可能なネームドVLANを削除し、ト
ランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # delete vlan accounting
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink #
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次の例は、1つのファブリックインターコネクトがアクセス可能なネームド VLANを削除し、ト
ランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # delete vlan finance
UCS-A /eth-uplink/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric #

プライベート VLAN の設定

プライベート VLAN 用プライマリ VLAN の作成（両方のファブリック
インターコネクトにアクセス可能）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN
IDを指定し、イーサネットアップリンク
VLANモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # create vlan
vlan-name vlan-id

ステップ 2   

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをプライマリ VLANとして設定しま
す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set
sharing primary

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/vlan #
commit-buffer

ステップ 4   
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次の例は、両方のファブリックインターコネクト用にネームドVLANを作成し、VLANにaccounting
という名前を付け、VLAN ID 2112を割り当て、この VLANをプライマリ VLANにし、トランザ
クションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan accounting 2112
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set sharing primary
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #

プライベート VLAN 用プライマリ VLAN の作成（1 つのファブリックイ
ンターコネクトにアクセス可能）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したイーサネットアップリンクファブリッ

クインターコネクトのファブリックインターコ

ネクトモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN
IDを指定し、イーサネットアップリンクファ

UCS-A /eth-uplink/fabric # create
vlan vlan-name vlan-id

ステップ 3   

ブリックインターコネクト VLANモードを開
始します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをプライマリVLANとして設定します。UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
set sharing primary

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
commit-buffer

ステップ 5   
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次の例は、ファブリックインターコネクト A用にネームド VLANを作成し、VLANに financeと
いう名前を付け、VLAN ID 3955を割り当て、この VLANをプライマリ VLANにし、トランザク
ションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan finance 3955
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set sharing primary
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

プライベート VLAN 用セカンダリ VLAN の作成（両方のファブリック
インターコネクトにアクセス可能）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN
IDを指定し、イーサネットアップリンク
VLANモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # create vlan
vlan-name vlan-id

ステップ 2   

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをセカンダリ VLANとして設定しま
す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set
sharing isolated

ステップ 3   

このセカンダリVLANに関連付けられている
プライマリ VLANを指定します。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set
pubnwname primary-vlan-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/vlan #
commit-buffer

ステップ 5   
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次の例は、両方のファブリックインターコネクト用のネームドVLANを作成し、VLANにaccounting
という名前を付け、VLAN ID 2112を割り当て、この VLANをセカンダリ VLANとして、セカン
ダリ VLANをプライマリ VLANと関連付け、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan accounting 2112
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set sharing isolated
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set pubnwname pvlan1000
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #

プライベート VLAN 用セカンダリ VLAN の作成（1 つのファブリックイ
ンターコネクトがアクセス可能）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したファブリックインターコネクト（Aま
たは B）のイーサネットアップリンクファブ
リックインターコネクトモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN
IDを指定し、イーサネットアップリンクファ

UCS-A /eth-uplink/fabric # create
vlan vlan-name vlan-id

ステップ 3   

ブリックインターコネクト VLANモードを開
始します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをセカンダリVLANとして設定します。UCS-A /eth-uplink/vlan # set
sharing isolated

ステップ 4   

このセカンダリ VLANに関連付けられている
プライマリ VLANを指定します。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set
pubnwname primary-vlan-name

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/vlan/member-port
# commit-buffer

ステップ 6   

次の例は、ファブリックインターコネクト A用のネームド VLANを作成し、VLANに financeと
いう名前を付け、VLAN ID 3955を割り当て、この VLANをセカンダリ VLANとして、セカンダ
リ VLANをプライマリ VLANと関連付け、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan finance 3955
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set sharing isolated
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set pubnwname pvlan1000
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

vNIC での PVLAN の許可

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # scope
service-profileprofile-name

ステップ 2   

指定した vNICのコマンドモードを開始
します。

UCS-A /org/service-profile # scope
vnicvnic-name

ステップ 3   

指定した vNICにコミュニティ VLANが
アクセスすることを許可します。

UCS-A /org/service-profile/vnic #
create eth-ifcommunity-vlan-name

ステップ 4   

指定した vNICのインターフェイスコン
フィギュレーションモードから移動しま

す。

UCS-A /org/service-profile/vnic/eth-if*
# exit

ステップ 5   

指定した vNICにプライマリ VLANがア
クセスすることを許可します。

UCS-A /org/service-profile/vnic* #
create eth-ifprimary-vlan-name

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/vnic #
commit-buffer

ステップ 7   
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次の例は、コミュニティ VLAN「cVLAN102」とプライマリ VLAN「primaryVLAN100」を vNIC
「vnic_1」に割り当てて、トランザクションをコミットする方法を示しています。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile GSP1
UCS-A /org/service-profile # scope vnic vnic_1
UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-if cVLAN102
UCS-A /org/service-profile/vnic/eth-if* # exit
UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-if primaryVLAN100
UCS-A /org/service-profile/vnic* # commit-buffer

アプライアンスクラウドでのプライベート VLAN のプライマリ VLAN
の作成

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN
IDを指定し、イーサネットストレージVLAN
モードを開始します。

UCS-A /eth-storage # create vlan
vlan-name vlan-id

ステップ 2   

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをプライマリ VLANとして設定しま
す。

UCS-A /eth-storage/vlan* # set
sharing primary

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-storage/vlan* #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、ファブリックインターコネクトA用にネームドVLANを作成して名前を付け、VLAN
IDを割り当てて、その VLANをプライマリ VLANに指定し、トランザクションをコミットしま
す。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # create vlan primaryvlan500 500
UCS-A /eth-storage/vlan* # set sharing primary
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UCS-A /eth-storage/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/vlan #

アプライアンスクラウドでのプライベート VLAN のセカンダリ VLAN
の作成

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN
IDを指定し、イーサネットストレージVLAN
モードを開始します。

UCS-A /eth-storage # create vlan
vlan-name vlan-id

ステップ 2   

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをセカンダリ VLANとして設定しま
す。

UCS-A /eth-storage/vlan* # set
sharing isolated

ステップ 3   

このセカンダリVLANに関連付けられている
プライマリ VLANを指定します。

UCS-A /eth-storage/vlan* # set
pubnwname primary-vlan-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-storage/vlan* #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、ファブリックインターコネクトA用のネームドVLANを作成して名前を付け、VLAN
IDを割り当てて、その VLANをセカンダリ VLANに指定し、プライマリ VLANに関連付けてか
ら、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # create vlan isovlan501 501
UCS-A /eth-storage/vlan* # set sharing isolated
UCS-A /eth-storage/vlan* # set pubnwname primaryvlan500
UCS-A /eth-storage/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/vlan # #
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コミュニティ VLAN
Cisco UCS Managerは、UCSファブリックインターコネクトのコミュニティ VLANをサポートし
ます。コミュニティポートは、コミュニティポート同士、および無差別ポートと通信します。コ

ミュニティポートは、他のコミュニティの他のすべてのポート、または PVLAN内の独立ポート
からレイヤ2分離されています。ブロードキャストはPVLANだけに関連付けられたコミュニティ
ポートと他の無差別ポート間で送信されます。無差別ポートは、PVLAN内の独立ポート、コミュ
ニティポートなどのすべてのインターフェイスと通信できます。

コミュニティ VLAN の作成

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplink.ステップ 1   

指定したVLAN IDを持つVLANを作成
します。

UCS-A# /eth-uplink/ # create vlan ID.ステップ 2   

VLANタイプを指定します。UCS-A# /eth-uplink/ vlan # set
sharingType.

ステップ 3   

プライマリ VLANアソシエーションを
指定します。

UCS-A# /eth-uplink/ vlan # set
pubnwname Name.

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A# /eth-uplink/ vlan #
commit-buffer.

ステップ 5   

次の例は、コミュニティ VLANの作成方法を示しています。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan vlan203 203
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set sharing community
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set pubname vlan200
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan* # exit
UCS-A /vlan-group #
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コミュニティ VLAN の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager組織を入力します。UCS-A# scope orgステップ 1   

組織に使用可能なグループを表示しま

す。

UCS-A /org # show vlanステップ 2   

次の例では、ルート組織で使用可能な VLANグループを表示します。
UCS-A# scope org
UCS-A# /org/# show vlan
VLAN Group:

Name VLAN ID Fabric ID Native VLAN Sharing Type Primary Vlan
---------------------------------------------------------------------------------------

vlan100 100 Dual No Primary vlan100
vlan100 101 Dual No Isolated vlan100
vlan100 203 Dual No Community vlan200

vNIC でのコミュニティ VLAN の許可

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/をorg-name
として入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # scope
service-profileprofile-name

ステップ 2   

指定した vNICのコマンドモードを開始し
ます。

UCS-A /org/service-profile # scope
vnicvnic-name

ステップ 3   

指定した vNICにコミュニティ VLANがア
クセスすることを許可します。

UCS-A /org/service-profile/vnic #
create eth-ifcommunity-vlan-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/service-profile/vnic #
commit-buffer

ステップ 5   
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次の例は、コミュニティ VLAN「cVLAN101」を vNIC「vnic_1」に割り当てて、トランザクショ
ンをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile GSP1
UCS-A /org/service-profile # scope vnic vnic_1
UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-if cVLAN101
UCS-A /org/service-profile/vnic* # commit-buffer

混合アクセスポート/トランクポートでの PVLAN の許可
混合アクセスポートの場合は、独立 VLANとコミュニティ VLANを同じプライマリ VLANに関
連付ける必要があります。

混合トランクポートの場合、独立 VLANとコミュニティ VLANは異なるプライマリ VLANに属
することができ、標準 VLANに属することもできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始し

ます。

UCS-A # scope eth-storageステップ 1   

指定した独立 VLANに移動します。UCS-A /eth-storage # scope
vlaniso-vlan-name

ステップ 2   

指定したファブリックのメンバーポートを

作成し、スロット番号とポート番号を割り

UCS-A /eth-storage/vlan # create
member-portfabric slot- num port-
num

ステップ 3   

当てて、メンバーポートの設定範囲に移動

します。

VLANモードに戻ります。UCS-A /eth-storage/vlan/member-port
# exit

ステップ 4   

イーサネットストレージモードに戻りま

す。

UCS-A /eth-storage/vlan # exitステップ 5   

指定したコミュニティ VLANに移動しま
す。

UCS-A /eth-storage # scope
vlancomm-vlan-name

ステップ 6   

指定したファブリックのメンバーポートを

作成し、スロット番号とポート番号を割り

UCS-A /eth-storage/vlan # create
member-portfabric slot- num port-
num

ステップ 7   

当てて、メンバーポートの設定範囲に移動

します。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-storage/vlan/member-port
# commit-buffer

ステップ 8   
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次の例は、同じプライマリ VLANに関連付けられている独立 VLANとコミュニティ VLANを同
じアプライアンスポートに割り当てて、トランザクションをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope vlan isovlan501
UCS-A /eth-storage/vlan # create member-port a 1 2
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port* # exit
UCS-A /eth-storage/vlan* # exit
UCS-A /eth-storage* # scope vlan cvlan502
UCS-A /eth-storage/vlan* # create member-port a 1 2
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port #

コミュニティ VLAN の削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。

プライベートプライマリ VLANを削除する場合は、セカンダリ VLANを動作している別のプラ
イマリ VLANに必ず再割り当てします。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトからVLANを削除する前に、そのVLANがすべての vNICと vNIC
テンプレートから削除されていることを確認します。

vNICまたは vNICテンプレートに割り当てられている VLANを削除すると、vNICによって
VLANがフラップする可能性があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

（任意）

イーサネットアップリンクファブリックモー

ドを開始します。指定されたファブリック（a

UCS-A /eth-uplink # scope
fabric{a | b}

ステップ 2   

またはb）からだけネームドVLAN削除するに
は、このコマンドを使用します。

指定したコミュニティ VLANを削除します。UCS-A /eth-uplink # delete
community vlanvlan-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /eth-uplink #
commit-buffer

ステップ 4   
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次の例では、コミュニティ VLANを削除し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # delete commnity vlan vlan203
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink #

VLAN ポート数の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクト

のファブリックインターコネクトモード

を開始します。

UCS-A# scope fabric-interconnect {a
| b}

ステップ 1   

VLANポート数を表示します。UCS-A /fabric-interconnect # show
vlan-port-count

ステップ 2   

次に、ファブリックインターコネクト Aの VLANポート数を表示する例を示します。
UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A /fabric-interconnect # show vlan-port-count

VLAN-Port Count:
VLAN-Port Limit Access VLAN-Port Count Border VLAN-Port Count Alloc Status
---------- --------------- ---------------- ----------
6000 3 0 Available

VLAN ポートカウント最適化
VLANポート数の最適化を使用すると、複数のVLANの状態を単一の内部状態にマッピングでき
ます。VLANポート数の最適化を有効にすると、Cisco UCS Managerは、ポート VLANメンバー
シップに基づいてVLANを論理的にグループ化します。このグループ化により、ポートVLAN数
の制限が増加します。VLANポート数の最適化によりさらにVLAN状態が圧縮され、ファブリッ
クインターコネクトの CPUの負荷が減少します。この CPUの負荷の軽減により、より多くの
VLANをより多くのvNICに展開できるようになります。VLANのポート数を最適化しても、vNIC
上の既存の VLAN設定は変更されません。

VLANポート数の最適化は、デフォルトで無効になっています。このオプションは、必要に応じ
て有効または無効にできます。
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重要 • VLANポート数の最適化を有効にすると、使用可能な VLANポートの数が増加します。
最適化されていない状態でポート VLAN数が VLANの最大数を超えた場合、VLANポー
ト数の最適化を無効にすることはできません。

• VLANポート数の最適化は、Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトで
はサポートされていません。

VLAN ポート数最適化のイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始

します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

VLANポート数の最適化に対し vlanをイ
ネーブルにします。

UCS-A /eth-uplink# set
vlan-port-count-optimization enable

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink* # commit-bufferステップ 3   

次の例では、VLANポート数の最適化をイネーブルにする方法を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # set vlan-port-count-optimization enable
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink#

ポート VLAN 数最適化のディセーブル化
ポートVLAN数が最適化されていない状態で使用可能な上限数よりも多くのポートVLANがある
場合、最適化をディセーブルにできません。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

ポートVLAN数の最適化をディセーブル
にします。

UCS-A /eth-uplink# set
vlan-port-count-optimization disable

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink # commit-bufferステップ 3   

次の例では、ポート VLAN数の最適化をディセーブルにする方法を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # set vlan-port-count-optimization disable
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink#

ポート VLAN 数最適化グループの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始

します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

ポート VLAN数の最適化によりグループ
化された VLANを表示します。

UCS-A /eth-uplink# show
vlan-port-count-optimization group

ステップ 2   

次の例では、ファブリック aおよび bのポート VLAN数の最適化グループを表示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # show vlan-port-count-optimization group
VLAN Port Count Optimization Group:

Fabric ID Group ID VLAN ID
-------- ------- -------
A 5 6
A 5 7
A 5 8
B 10 100
B 10 101

VLAN グループ
VLANグループでは、イーサネットアップリンクポートの VLANを機能別または特定のネット
ワークに属するVLAN別にグループ化できます。VLANメンバーシップを定義し、そのメンバー
シップをファブリックインターコネクト上の複数のイーサネットアップリンクポートに適用す

ることができます。
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CiscoUCSManagerでは、最大 200個のVLANグループをサポートします。200を超えるVLAN
グループを作成していると Cisco UCS Managerで判別すると、VLANの圧縮をディセーブルに
します。

（注）

インバンドおよびアウトオブバンド（OOB）VLANグループを設定し、それを使用してブレード
およびラックサーバの Cisco Integrated Management Interface（CIMC）にアクセスすることができ
ます。Cisco UCS Managerは、アップリンクインターフェイスまたはアップリンクポートチャネ
ルでの OOB IPv4およびインバンド IPv4/IPv6 VLANグループの使用をサポートします。

VLANをVLANグループに割り当てた後、VLANグループに対する変更はVLANグループで設定
されたすべてのイーサネットアップリンクポートに適用されます。また、VLANグループによっ
て、分離 VLAN間での VLANの重複を識別することができます。

VLANグループ下にアップリンクポートを設定できます。VLANグループ用にアップリンクポー
トを設定すると、そのアップリンクポートは関連する VLANグループに属している VLANのす
べてと、LANUplinksManagerを使用するアップリンクに関連付けられている個々のVLAN（存在
する場合）をサポートします。さらに、そのVLANグループとの関連付けが選択されていないす
べてのアップリンクは、VLANグループの一部である VLANのサポートを停止します。

[LAN Cloud]または [LAN Uplinks Manager]から VLANグループを作成できます。

VLAN グループの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplink.ステップ 1   

VLANグループ名は大文字と小文字が区別されま
す。

指定された名前でVLANグループを作成します。UCS-A# /eth-uplink/ #create
vlan-groupName .

ステップ 2   

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コ
ロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、
それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。

また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

作成されたVLANグループに指定したVLANを追
加します。

UCS-A# /eth-uplink/
vlan-group#create
member-vlanID .

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

VLANグループにアップリンクイーサネットポー
トを割り当てます。

UCS-A# /eth-uplink/vlan-group
#create member-port
[member-port-channel] .

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A#/vlan-group* #
commit-buffer.

ステップ 5   

次に、VLANグループを作成する例を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan-group eng
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # create member-vlan 3
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # commit-buffer
UCS-A /vlan-group #

インバンド VLAN グループの作成
インバンド VLANグループを設定し、リモートユーザにインバンドサービスプロファイルを介
したアクセスを提供します。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

UCS-A# scope eth uplinkステップ 1   

VLANグループを指定された名前で作
成し、VLANグループコンフィギュ
レーションモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # create vlan-group
inband-vlan-name

ステップ 2   

指定したVLANをVLANグループに追
加し、VLANグループメンバコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/vlan-group # create
member-vlaninband-vlan-nameinband-vlan-id

ステップ 3   

VLANグループメンバコンフィギュ
レーションモードを終了します。

UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-vlan #
exit

ステップ 4   

指定したファブリックのメンバポート

を作成し、スロット番号、およびポー

UCS-A /eth-uplink/vlan-group # create
member-portfabricslot-numport-num

ステップ 5   

ト番号を割り当て、メンバポートの設

定を開始します。

トランザクションをコミットします。UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port #
commit-buffer

ステップ 6   
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次の例では、inband-vlan-groupという名前の VLANグループを作成し、Inband_VLANという名前
のグループメンバを作成し、VLAN ID 888を割り当て、ファブリック Aとファブリック Bのメ
ンバポートを作成し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan-group inband-vlan-group
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # create member-vlan Inband_VLAN 888
UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-vlan* # exit
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # create member-port a 1 23
UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port* # exit
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # create member-port b 1 23
UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port # exit
UCS-A /eth-uplink/vlan-group # exit

次の作業

インバンドサービスプロファイルにインバンド VLANグループを割り当てます。

VLAN グループの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager組織を入力します。UCS-A# scope orgステップ 1   

組織に使用可能なグループを表示しま

す。

UCS-A /org # show vlan-groupステップ 2   

次の例では、ルート組織で使用可能な VLANグループを表示します。
UCS-A# scope org
UCS-A# /org/# show vlan-group
VLAN Group:

Name
----
eng
hr
finance
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VLAN グループの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplink.ステップ 1   

指定したVLANグループを削除します。UCS-A# /eth-uplink/ #delete
vlan-groupName .

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A#/eth-uplink* # commit-buffer.ステップ 3   

次に、VLANグループを削除する例を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # delete vlan-group eng
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink #

VLAN 権限
VLAN権限は、指定した組織およびVLANが属するサービスプロファイル組織に基づいてVLAN
へのアクセスを制限します。VLAN権限により、サービスプロファイルの vNICに割り当てるこ
とができるVLANのセットも制限されます。VLAN権限はオプションの機能であり、デフォルト
では無効になっています。この機能は、要件に応じて有効または無効にできます。この機能を無

効にすると、すべてのVLANにすべての組織からグローバルでアクセスできるようになります。

[LAN] > [LAN Cloud] > [Global Policies] > [Org Permissions]の順で組織権限を有効にすると、
VLANの作成時に、[Create VLANs]ダイアログボックスに [Permitted Orgs for VLAN(s)]オプ
ションが表示されます。[Org Permissions]を有効にしないと、[Permitted Orgs for VLAN(s)]オプ
ションは表示されません。

（注）

組織の権限を有効にすると、VLANの組織を指定できます。組織を指定すると、そのVLANは特
定の組織とその構造下にあるすべてのサブ組織で利用可能になります。他の組織のユーザは、こ

のVLANにアクセスできません。また、VLANアクセス要件の変更に基づいてVLANの権限を随
時変更できます。
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VLANの組織権限をルートレベルで組織に割り当てると、すべてのサブ組織が VLANにアク
セスできるようになります。ルートレベルで組織権限を割り当てた後で、サブ組織に属する

VLANの権限を変更した場合は、そのVLANはルートレベルの組織で使用できなくなります。

注意

VLAN 権限の作成

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager VLAN組織を入力しま
す。

UCS-A# scope org.ステップ 1   

指定されたVLAN権限を作成し、その組織
に VLANアクセス権限を割り当てます。

UCS-A# /org/ #create
vlan-permitVLAN permission name.

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A#/org* # commit-buffer.ステップ 3   

次の例では、組織用の VLAN権限を作成する方法を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # create vlan-permit dev
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

VLAN 権限の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoUCSManager組織を入力します。UCS-A# scope orgステップ 1   

組織で使用可能な権限を表示します。UCS-A /org # show vlan-permitステップ 2   

次の例では、この VLANにアクセスするための権限を持つ VLANグループを表示します。
UCS-A# scope org
UCS-A# /org/# show vlan-permit
VLAN Group:

Name
----
eng
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hr
finance

VLAN 権限の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager VLAN組織を入力し
ます。

UCS-A# scope org.ステップ 1   

VLANへのアクセス権を削除します。UCS-A# /org/ #delete
vlan-permitVLAN permission name.

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A#/org* # commit-buffer.ステップ 3   

次に、組織から VLAN権限を削除する例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # delete vlan-permit dev
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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第 6 章

LAN ピングループ

• LANピングループ, 137 ページ

• LANピングループの設定, 138 ページ

LAN ピングループ
Cisco UCSは LANピングループを使用して、サーバ上の vNICから、ファブリックインターコネ
クトのアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルに、イーサネットトラフィック

をピン接続します。このピン接続を使用して、サーバからのトラフィックの分散を管理できます。

サーバにピン接続を設定するには、LANピングループを vNICポリシーにインクルードする必要
があります。その後、vNICポリシーは、そのサーバに割り当てられたサービスプロファイルに
取り込まれます。vNICからのすべてのトラフィックは、I/Oモジュールを経由して所定のアップ
リンクイーサネットポートに進みます。

vNICポリシーを使用してピングループがサーバインターフェイスに割り当てられていない場
合、Cisco UCS Managerはそのサーバインターフェイスからのトラフィック用としてアップリ
ンクイーサネットポートまたはポートチャネルを動的に選択します。この選択は永続的では

ありません。インターフェイスフラップまたはサーバのリブートの後は、そのサーバインター

フェイスからのトラフィックに対して別のアップリンクイーサネットポートまたはポート

チャネルが使用される可能性があります。

アップリンクが LANピングループに属している場合、そのアップリンクは所属グループ専用
に予約されているわけではありません。LANピングループを指定していない他の vNICポリ
シーは、動的なアップリンクとしてそのアップリンクを使用できます。

（注）
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LAN ピングループの設定
2つのファブリックインターコネクトを持つシステムでピングループとの関連付けができるのは
のは、1つのファブリックインターコネクト、または両方のファブリックインターコネクトだけ
です。

はじめる前に

ピングループの設定に使用するポートおよびポートチャネルを設定します。使用できるのは、

LANピングループでアップリンクポートとして設定されているポートおよびポートチャネルだ
けです。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

イーサネット（LAN）ピングループを指定され
た名前で作成し、イーサネットアップリンクの

ピングループモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # create
pin-group pin-group-name

ステップ 2   

（任意）

ピングループに説明を加えます。

UCS-A /eth-uplink/pin-group # set
descr description

ステップ 3   

説明にスペース、特殊文字、または句

読点が含まれている場合、説明を引用

符で括る必要があります。引用符は、

showコマンド出力の説明フィールドに
は表示されません。

（注）

（任意）

指定されたファブリックとポート、またはファブ

リックとポートチャネルへのイーサネットピン

ターゲットを設定します。

UCS-A /eth-uplink/pin-group # set
target {a | b | dual}
{portslot-num/port-num |
port-channel port-num}

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /eth-uplink/pin-group #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、ファブリック Aに pingroup54という名前の LANピングループを作成し、ピングルー
プに説明を加え、ポートチャネル 28にピングループのターゲットを設定し、トランザクション
をコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create pin-group pingroup54
UCS-A /eth-uplink/pin-group* # set descr "This is my pin group #54"
UCS-A /eth-uplink/pin-group* # set target a port-channel 28
UCS-A /eth-uplink/pin-group* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/pin-group #
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次の作業

ピングループを vNICテンプレートに含めます。
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第 7 章

MAC プール

• MACプール, 141 ページ

• MACプールの作成, 142 ページ

• MACプールの削除, 143 ページ

MAC プール
MACプールは、ネットワーク ID（MACアドレス）の集合です。MACアドレスはレイヤ 2環境
では一意で、サーバの vNICに割り当てることができます。サービスプロファイルでMACプー
ルを使用する場合は、サービスプロファイルに関連付けられたサーバで使用できるようにMAC
アドレスを手動で設定する必要はありません。

マルチテナント機能を実装しているシステムでは、組織階層を使用して、このMACプールが特
定のアプリケーション、またはビジネスサービスだけで使用されるようにすることができます。

Cisco UCSはプールからMACアドレスを割り当てるために名前解決ポリシーを使用します。

サーバにMACアドレスを割り当てるには、vNICポリシーにMACプールをインクルードする必
要があります。その後、この vNICポリシーは、このサーバに割り当てられたサービスプロファ
イルに含められます。

独自のMACアドレスを指定することもできますし、シスコにより提供されたMACアドレスのグ
ループを使用することもできます。
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MAC プールの作成

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モー

ドを開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope
orgorg-name

ステップ 1   

指定された名前でMACプールを作成し、組織MACプー
ルモードを開始します。

UCS-A /org # create
mac-poolmac-pool-name

ステップ 2   

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できます。-
（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロン）、およ
び .（ピリオド）は使用できますが、それ以外の特殊文字
とスペースは使用できません。また、オブジェクトが保

存された後で、この名前を変更することはできません。

（任意）

MACプールの説明を記入します。
UCS-A /org/mac-pool # set
descrdescription

ステップ 3   

説明にスペース、特殊文字、または句読点が含

まれている場合、説明を引用符で括る必要があ

ります。引用符は、showコマンド出力の説明
フィールドには表示されません。

（注）

次のいずれかになります。UCS-A /org/mac-pool # set
assignmentorder {default
| sequential}

ステップ 4   

• default：Cisco UCS Managerはプールからランダム
IDを選択します。

• sequential：Cisco UCS Managerはプールから最も小
さい使用可能 IDを選択します。

MACアドレスブロック（範囲）を作成し、組織MAC
プールブロックモードを開始します。nn:nn:nn:nn:nn:nn

UCS-A /org/mac-pool #
create block first-mac-addr
last-mac-addr

ステップ 5   

の形式で、MACアドレス範囲の最初と最後のアドレスを
指定する必要があります。アドレス間はスペースで区切

ります。

MACプールには、複数のMACアドレスブロッ
クを含めることができます。複数のMACアド
レスブロックを作成するには、組織MACプー
ルモードから複数の create blockコマンドを入
力します。

（注）
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目的コマンドまたはアクショ

ン

トランザクションをシステムの設定にコミットします。CS-A /org/mac-pool #
commit-buffer

ステップ 6   

次の例では、pool37という名前のMACプールを作成し、プールに説明を加え、ブロックの最初
および最後のMACアドレスを指定してMACアドレスブロックを定義し、トランザクションを
コミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create mac-pool pool37
UCS-A /org/mac-pool* # set descr "This is my MAC pool"
UCS-A /org/mac-pool* # create block 00:A0:D7:42:00:01 00:A0:D7:42:01:00
UCS-A /org/mac-pool/block* # commit-buffer
UCS-A /org/mac-pool/block #

次の作業

MACプールを vNICテンプレートに含めます。

MAC プールの削除
プールを削除した場合、Cisco UCSManagerは、でそのプールの vNICまたは vHBAに割り当てら
れたアドレスを再割り当てしません。削除されたプールのすべての割り当て済みブロックは、次

のいずれかが起きるまで、割り当てられた vNICまたは vHBAに残ります。

•関連付けられたサービスプロファイルが削除された場合。

•アドレスが割り当てられた vNICまたは vHBAが削除された場合。

• vNICまたは vHBAが異なるプールに割り当てられた場合。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/を org-name
として入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたMACプールを削除します。UCS-A /org # delete
mac-poolpool-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   
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次に、pool4という名前のMACプールを削除し、トランザクションをコミットする例を示しま
す。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete mac-pool pool4
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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第 8 章

QoS

• QoS, 145 ページ

• システムクラスの設定, 147 ページ

• Quality of Serviceポリシーの設定, 151 ページ

• フロー制御ポリシーの設定, 154 ページ

QoS
Cisco UCSは、Quality Of Serviceを実装するために、次の方法を提供しています。

•システム全体にわたって、特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定を指定する
ためのシステムクラス

•個々の vNICにシステムクラスを割り当てる QoSポリシー

•アップリンクイーサネットポートによるポーズフレームの扱い方法を決定するフロー制御
ポリシー

QoSシステムクラスに加えられたグローバルQoSの変更によって、すべてのトラフィックにデー
タプレーンでの中断が短時間発生する可能性があります。このような変更の例を次に示します。

•有効になっているクラスのMTUサイズの変更

•有効になっているクラスのパケットドロップの変更

•有効になっているクラスの CoS値の変更

Cisco UCS 6300 シリーズ Fabric Interconnectの Quality of Service に関するガイドラインと制限事項

• Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectはすべてのシステムクラスに共有バッファを使
用します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。
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•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断されま
す。次の表は、QoSシステムクラスの変更およびシステムの再起動が引き起こされる条件を
示しています。

FI の再起動ステータスConditionQoS システムクラスのステー
タス

Yesドロップとドロップなしを切

り替えた場合

イネーブル

Yesイネーブルとディセーブルを

切り替えた場合

ドロップなし

YesMTUサイズを変更した場合イネーブルかつドロップなし

• QoSシステムクラスでの変更により、最初に下位 FIの再起動が行われ、その後プライマリ
FIの再起動が行われます。

システムポリシーが変更されると、Cisco UCS Managerはファブリックイン
ターコネクトの再起動を求めるプロンプトを表示します。

（注）

Cisco UCS Miniの Quality of Service に関するガイドラインと制限事項

• Cisco UCS Miniはすべてのシステムクラスに共有バッファを使用します。

• Bronzeクラスは SPANとバッファを共有します。SPANまたは Bronzeクラスを使用すること
を推奨します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。

•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断されま
す。

•イーサネットトラフィックと FCまたは FCoEトラフィックが混在している場合は、帯域が
均等に配分されません。

•同じクラスからの複数のトラフィックストリームが均等に分配されないことがあります。

• FCまたはFCoEのパフォーマンス問題を回避するために、すべての破棄なしポリシーに同じ
CoS値を使用してください。

• Platinumクラスと Goldクラスのみが破棄なしポリシーをサポートしています。
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システムクラスの設定

システムクラス

Cisco UCSはデータセンターイーサネット（DCE）を使用して Cisco UCSドメイン内のすべての
トラフィックを処理します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサネット

パイプの帯域幅が 8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用に
2つの仮想レーンが予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンの Quality of Service（QoS）
を設定できます。Cisco UCSドメイン全体にわたり、これら 6つの仮想レーンで DCE帯域幅がど
のように割り当てられるかは、システムクラスによって決定されます。

各システムクラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約します。

これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されます。た

とえば、[FibreChannel Priority]システムクラスを設定して、FCoEトラフィックに割り当てるDCE
帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

表 2：システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルの QoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィックレー

ンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定やポ

リシーを割り当てるために使用できます。

Cisco UCS Miniの場合、パケットの破棄は Platinumクラスと Goldク
ラスでのみ無効にできます。1つの Platinumクラスと 1つの Goldク
ラスのみを no-dropクラスとして同時に設定できます。

Platinum

Gold

Silver

Bronze

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーンに

対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必要

に応じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリシー

があります。このシステムクラスをディセーブルにはできません。

ベストエフォート
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説明システムクラス

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーンに
対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、デー

タパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップなしポ

リシーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできませ

ん。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使用
できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。他
のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値があ
る場合、その値は 0にリマークされます。

（注）

ファイバチャネル

システムクラスの設定

サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされるMTUの最大値が制限される場合があ
ります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットがドロッ
プする可能性があります。

• Cisco UCS M71KR CNAアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 9216です。

• Cisco UCS 82598KR-CIアダプタ：サポートされるMTUの最大値は 14000です。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始します。UCS-A# scope eth-serverステップ 1   

イーサネットサーバ QoSモードを開始します。UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2   

指定されたシステムクラスに対し、イーサネット

サーバQoSイーサネット機密モードを開始します。
UCS-A /eth-server/qos # scope
eth-classified {bronze | gold |
platinum | silver}

ステップ 3   

指定されたシステムクラスをイネーブルにします。UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified #
enable

ステップ 4   

指定されたシステムクラスにサービスクラスを指

定します。有効なサービスクラスの値は 0～ 6で
す。

UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified #
set cos cos-value

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

すべての非ドロップポリシーに対して、UCS
と N5Kで同じ CoS値を使用します。エン
ドツーエンド PFCが正常に動作することを
保証するには、すべての中間スイッチで同

じ QoSポリシーを設定します。

重要

チャネルでパケットをドロップできるかどうか指定

します。

UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified #
set drop {drop | no-drop}

ステップ 6   

ドロップに変更を保存すると、次の警告

メッセージが表示されます。「Warning:
The operation will cause momentary disruption
to traffic forwarding」

（注）

最大伝送単位（使用されるパケットサイズ）。MTU
の最大値は 9216です。

vNICに対応する QoSポリシーがある場
合、ここで指定したMTUは、関連付けら
れた QoSシステムクラスで指定された
MTUと同等以下でなければなりません。
このMTU値が QoSシステムクラスの
MTU値を超えている場合、データ転送中
にパケットがドロップされる可能性があ

ります。

（注）

MTUに変更を保存すると、次の警告メッセージが
表示されます。「Warning: The operation will cause
momentary disruption to traffic forwarding」

UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified #
set mtu {mtu-value | fc |
normal}

ステップ 7   

クラスがマルチキャストパケット送信に最適化され

るかどうかを指定します。

UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified #
set multicast-optimize {no |
yes}

ステップ 8   

指定されたシステムクラスに対して相対的な重み値

を指定します。有効な重み値は 0～ 10です。
UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified #
set weight {weight-value |
best-effort | none}

ステップ 9   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A
/eth-server/qos/eth-classified #
commit-buffer

ステップ 10   

次の例は、プラチナシステムクラスをイネーブルにして、チャネルによるパケットのドロップを

許可し、サービスクラスを 6に設定して、MTUを normalに設定し、相対重みを 5に設定して、
トランザクションをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
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UCS-A /eth-server/qos # scope eth-classified platinum
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # enable
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set drop drop
Warning: The operation will cause momentary disruption to traffic forwarding
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set cos 6
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set mtu normal
Warning: The operation will cause momentary disruption to traffic forwarding
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set weight 5
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #

システムクラスのディセーブル化

QoSポリシーで使用されるシステムクラスを無効にすると、Cisco UCS Managerは QoSポリシー
が設定されているサーバのトラフィックに対して CoS 0のシステムクラスを設定します。 CoS 0
に設定されているシステムクラスがない場合、ベストエフォートシステムクラスが使用されま

す。ベストエフォートシステムクラスやファイバチャネルシステムクラスは無効にできませ

ん。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-serverステップ 1   

イーサネットサーバ QoSモードを開始し
ます。

UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2   

指定されたシステムクラスに対し、イー

サネットサーバ QoSイーサネット機密
モードを開始します。

UCS-A /eth-server/qos # scope
eth-classified {bronze | gold |
platinum | silver}

ステップ 3   

指定したシステムクラスをディセーブル

にします。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #
disable

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、platinumシステムクラスをディセーブルにし、トランザクションをコミットする例を示し
ます。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # scope eth-classified platinum
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # disable
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #
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Quality of Service ポリシーの設定

Quality Of Service ポリシー
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステム
クラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQualityOfService
が決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を

指定することもできます。

vNICポリシー、またはvHBAポリシーにQoSポリシーをインクルードし、その後、このポリシー
をサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があります。

QoS ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

指定した組織で組織モードを開始します。デフォルトの組

織モードを開始するには、org-nameとして /を入力します。
Switch-A# scope
orgorg-name

ステッ

プ 1   

指定した QoSポリシーを作成し、組織 QoSポリシーモー
ドを開始します。

Switch-A /org # create
qos-policypolicy-name

ステッ

プ 2   

QoSポリシーが使用する出力ポリシー（vNICおよびvHBA
の両方）を作成し、組織QoSポリシーの出力ポリシーモー
ドを開始します。

Switch-A /org/qos-policy #
create egress-policy

ステッ

プ 3   

（任意）ホストまたは Cisco UCSManagerのどちらが vNIC
のサービスクラス（CoS）を制御するかを指定します。こ
の設定は、vHBAには影響しません。

Switch-A
/org/qos-policy/egress-policy
# set host-cos-control {full
| none}

ステッ

プ 4   

ホストに CoSを制御させるには、fullキーワードを使用し
ます。パケットに有効なCoS値がある場合、ホストはその
値を使用します。それ以外の場合、指定されたクラスプラ

イオリティに関連付けられたCoS値を使用します。指定し
たプライオリティに関連付けられているCoS値をCiscoUCS
Managerに使用させるには、noneキーワードを使用しま
す。

出力ポリシーで使用されるシステムクラスを指定します。

sys-class-name引数には、次のいずれかのクラスキーワー
ドを指定できます。

Switch-A
/org/qos-policy/egress-policy
# set priosys-class-name

ステッ

プ 5   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

• [Fc]：vHBAトラフィックだけを制御する QoSポリ
シーにこのプライオリティを使用します。

• [Platinum]：vNICトラフィックだけを制御するQoSポ
リシーにこのプライオリティを使用します。

• [Gold]：vNICトラフィックだけを制御する QoSポリ
シーにこのプライオリティを使用します。

• [Silver]：vNICトラフィックだけを制御する QoSポリ
シーにこのプライオリティを使用します。

• [Bronze]：vNICトラフィックだけを制御する QoSポ
リシーにこのプライオリティを使用します。

• [BestEffort]：このプライオリティを使用しないでくだ
さい。ベーシックイーサネットトラフィックレーン

のために予約されています。この優先順位をQoSポリ
シーに割り当て、別のシステムクラスをCoS0に設定
する場合、Cisco UCS Managerはこのシステムクラス
のデフォルトには戻りません。そのトラフィックの

CoS 0でプライオリティがデフォルトに戻ります。

トラフィックの予想平均レートを指定します。このレート

を下回るトラフィックは、常に準拠です。デフォルトは

Switch-A
/org/qos-policy/egress-policy
# set rate {line-rate | kbps}
burstbytes

ステッ

プ 6   
line-rateです（値 10,000,000に相当）。最小値は 8で、最
大値は 40,000,000です。

レート制限は、Cisco UCS VIC-1240仮想インターフェイス
カードおよび Cisco UCS VIC-1280仮想インターフェイス
カード上の vNICでのみサポートされます。Cisco UCS
M81KR仮想インターフェイスカードは、vNICと vHBA
の両方でレート制限をサポートしています。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。Switch-A
/org/qos-policy/egress-policy
# commit-buffer

ステッ

プ 7   

次の例は、vNICトラフィックの QoSポリシーを作成し、プラチナシステムクラスを割り当てて
出力ポリシーのレート制限（トラフィックレートとバーストサイズ）を設定し、トランザクショ

ンをコミットします。

Switch-A# scope org /
Switch-A /org # create qos-policy VnicPolicy34
Switch-A /org/qos-policy* # create egress-policy
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set prio platinum
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set rate 5000000 burst 65000
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Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # commit-buffer
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy #

次の例は、vHBAトラフィックのQoSポリシーを作成し、fc（ファイバチャネル）システムクラ
スを割り当てて出力ポリシーのレート制限（トラフィックレートとバーストサイズ）を設定し、

トランザクションをコミットします。

Switch-A# scope org /
Switch-A /org # create qos-policy VhbaPolicy12
Switch-A /org/qos-policy* # create egress-policy
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set prio fc
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set rate 5000000 burst 65000
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # commit-buffer
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy #

次の作業

QoSポリシーを vNICまたは vHBAテンプレートに含めます。

QoS ポリシーの削除
使用中の QoSポリシーを削除した場合、または QoSポリシーで使用されているシステムクラス
を無効にした場合、この QoSポリシーを使用している vNICと vHBAはすべて、ベストエフォー
トシステムクラスまたは CoSが 0のシステムクラスに割り当てられます。マルチテナント機能
を実装しているシステムでは、Cisco UCS Managerはまず、組織階層から一致する QoSポリシー
を見つけようとします。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、org-name
に /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定された QoSポリシーを削除します。UCS-A /org # delete qos-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例は、QosPolicy34という名前の QoSポリシーを削除し、トランザクションをコミットしま
す。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete qos-policy QosPolicy34
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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フロー制御ポリシーの設定

フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCSドメイン
のアップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信するかどう
かを決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒間、送信

側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするには、
両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータをイネーブルにする必要があり

ます。Cisco UCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能をイネーブルにした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリンク

イーサネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒有効に

なった後、通常のレベルにリセットされます。受信機能をイネーブルにした場合、アップリンク

イーサネットポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。ネットワーク

ポートがポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップリンクポートで

停止します。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポーズ

フレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

フロー制御ポリシーの設定

はじめる前に

必要なフロー制御に対応する設定を使用して、ネットワークポートを設定します。たとえば、ポ

リシーのフロー制御ポーズフレームに対する送信設定を有効にした場合は、必ず、ネットワーク

ポートの受信パラメータを onまたは desiredに設定します。CiscoUCSポートでフロー制御フレー
ムを受信する場合は、ネットワークポートの送信パラメータが onまたは desiredに設定されてい
ることを確認します。フロー制御を使用する必要がない場合は、ネットワークポートの受信パラ

メータと送信パラメータを offに設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

イーサネットアップリンクフロー制御モードを開始

します。

UCS-A /eth-uplink # scope
flow-control

ステップ 2   

指定されたフロー制御ポリシーを作成します。UCS-A /eth-uplink/flow-control
# create policypolicy-name

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

次のフロー制御プライオリティオプションのいずれ

かを指定します。

UCS-A
/eth-uplink/flow-control/policy
# set prio prio-option

ステップ 4   

• auto：このファブリックインターコネクトでPPP
を使用するかどうかが、Cisco UCSシステムと
ネットワークによってネゴシエートされます。

• on：このファブリックインターコネクトで PPP
をイネーブルにします。

次のフロー制御受信オプションのいずれかを指定し

ます。

UCS-A
/eth-uplink/flow-control/policy
# set receive receive-option

ステップ 5   

• off：ネットワークからのポーズ要求が無視され、
トラフィックフローは正常に続行されます。

• on：ポーズ要求に従います。ネットワークでポー
ズ要求が取り消されるまで、そのアップリンク

ポート上のすべてのトラフィックが停止されま

す。

次のフロー制御送信オプションのいずれかを指定し

ます。

UCS-A
/eth-uplink/flow-control/policy
# set send send-option

ステップ 6   

• off：パケット負荷に関係なく、ポート上のトラ
フィックは正常に流れます。

• on：着信パケットレートが非常に高くなると、
CiscoUCSシステムはポーズ要求をネットワーク
に送信します。ポーズは数ミリ秒有効になった

後、通常のレベルにリセットされます。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A
/eth-uplink/flow-control/policy
# commit-buffer

ステップ 7   

次の例は、フロー制御ポリシーを設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope flow-control
UCS-A /eth-uplink/flow-control # create policy FlowControlPolicy23
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # set prio auto
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # set receive on
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # set send on
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy #
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次の作業

フロー制御ポリシーと、アップリンクイーサネットポート、またはポートチャネルを関連付け

ます。

フロー制御ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始

します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

イーサネットアップリンクフロー制御

モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope flow-controlステップ 2   

指定されたフロー制御ポリシーを削除し

ます。

UCS-A /eth-uplink/flow-control # delete
policypolicy-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink/flow-control #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、FlowControlPolicy23という名前のフロー制御ポリシーを削除し、トランザクションを
コミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope flow-control
UCS-A /eth-uplink/flow-control # delete policy FlowControlPolicy23
UCS-A /eth-uplink/flow-control* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/flow-control #
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第 9 章

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワー
ク

• アップストリーム分離レイヤ 2ネットワーク, 157 ページ

• アップストリーム分離 L2ネットワークの設定に関するガイドライン, 158 ページ

• アップストリーム分離 L2ネットワークのピン接続の考慮事項, 160 ページ

• アップストリーム分離 L2ネットワークに関する Cisco UCSの設定, 162 ページ

• VLANへのポートおよびポートチャネルの割り当て, 163 ページ

• VLANからのポートおよびポートチャネルの削除 , 164 ページ

• VLANに割り当てられたポートおよびポートチャネルの表示, 165 ページ

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワーク
接続していない 2つ以上のイーサネットクラウドがあり、同じ Cisco UCSドメイン内にあるサー
バや仮想マシンからそれらのクラウドにアクセスしなければならない場合は、アップストリーム

分離レイヤ2ネットワーク（分離L2ネットワーク）が必要です。たとえば、次のいずれかが必要
な場合、分離 L2ネットワークを設定できます。

•パブリックネットワークおよびバックアップネットワークにアクセスするサーバまたは仮
想マシン

•マルチテナントシステムでは、同じCisco UCSドメイン内に複数のカスタマー用のサーバま
たは仮想マシンが存在しており、それらはカスタマーのために L2ネットワークにアクセス
する必要があります。
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デフォルトでは、Cisco UCS内のデータトラフィックは相互包含の原則で動作します。VLAN
およびアップストリームネットワークへのトラフィックはすべて、すべてのアップリンクポー

トとポートチャネルで伝送されます。アップストリーム分離レイヤ 2ネットワークをサポー
トしていないリリースからアップグレードする場合は、VLANに適切なアップリンクインター
フェイスを割り当てる必要があります。これを行わないと、VLANへのトラフィックがすべて
のアップリンクポートとポートチャネルに流れ続けます。

（注）

分離L2ネットワークのコンフィギュレーションは、選択的排除の原則で動作します。分離ネット
ワークの一部として指定されたVLANへのトラフィックは、そのVLANに特別に割り当てられた
ポートチャネルまたはアップリンクイーサネットポートだけを移動でき、他のすべてのアップ

リンクポートおよびポートチャネルから選択的に除外されます。ただし、アップリンクイーサ

ネットポートまたはポートチャネルが特別に割り当てられていないVLANへのトラフィックは、
分離 L2ネットワークへのトラフィックを伝送するものを含め、すべてのアップリンクポートま
たはポートチャネルを移動できます。

Cisco UCSでは、VLANがアップストリーム分離 L2ネットワークに相当します。分離 L2ネット
ワーク向けのネットワークトポロジを設計する際は、アップリンクインターフェイスを VLAN
に割り当て、逆にならないようにする必要があります。

サポートされているアップストリーム分離 L2ネットワークの最大数については、『Cisco UCS
Configuration Limits for Cisco UCS Manager Guide』を参照してください。

アップストリーム分離 L2 ネットワークの設定に関するガ
イドライン

アップストリーム分離 L2ネットワークの設定を計画する際は、次の事項を考慮してください。

イーサネットスイッチングモードはエンドホストモードでなければならない

Cisco UCSは、ファブリックインターコネクトのイーサネットスイッチングモードがエンドホス
トモードに設定されている場合にのみ、分離 L2ネットワークをサポートします。ファブリック
インターコネクトのイーサネットスイッチングモードがスイッチモードの場合、分離 L2ネット
ワークに接続できません。

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ構成で
ある場合は、両方のファブリックインターコネクトに同一のVLANセットを設定することを推奨
します。

VLAN の有効基準はアップリンクイーサネットポートとポートチャネルで同一

分離 L2ネットワークで使用する VLANは、アップリンクイーサネットポートまたはアップリン
クイーサネットポートチャネル向けに設定して、割り当てる必要があります。ポートまたはポー
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トチャネルに VLANが含まれていない場合、Cisco UCS Managerは VLANを無効と見なし、次の
操作を実行します。

•サーバの [Status Details]領域に設定に関する警告を表示します。

•ポートまたはポートチャネルの設定を無視し、そのVLANのすべてのトラフィックをドロッ
プします。

有効基準はアップリンクイーサネットポートとアップリンクイーサネットポートチャネル

で同一です。Cisco UCS Managerは 2つを区別しません。
（注）

重複 VLAN はサポート対象外

Cisco UCSは、分離L2ネットワーク内の重複VLANをサポートしません。各VLANが 1つのアッ
プストリーム分離 L2ドメインだけに接続するようにする必要があります。

各 vNIC は 1 つの分離 L2 ネットワークとのみ通信できる

1つの vNICは 1つの分離 L2ネットワークとのみ通信できます。サーバが複数の分離 L2ネット
ワークと通信する必要がある場合は、それらのネットワークにそれぞれ vNICを設定する必要が
あります。

複数の分離 L2ネットワークと通信するには、2つ以上の vNICをサポートする Cisco VICアダプ
タをサーバに搭載する必要があります。

アプライアンスポートにはアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルと同じ VLAN
を設定する必要がある

分離 L2ネットワークと通信するアプライアンスポートの場合は、最低 1つのアップリンクイー
サネットポートまたはポートチャネルが同じネットワーク内にあり、それがアプライアンスポー

トで使用される VLANに割り当てられていることを確認する必要があります。アプライアンス
ポートのトラフィックを伝送するすべての VLANを含んでいるアップリンクイーサネットポー
トやポートチャネルを Cisco UCS Managerが識別できないと、ピン接続障害が発生し、アプライ
アンスポートはダウン状態になります。

たとえば、Cisco UCSドメインには、IDが 500、名前が vlan500のグローバル VLANが含まれて
います。vlan500はアップリンクイーサネットポートでグローバル VLANとして作成されます。
ただし、Cisco UCSManagerはアプライアンスポートにこのVLANを伝播しません。vlan500をア
プライアンスポートに設定するには、IDが 500で vlan500という名前を持つ別のVLANをアプラ
イアンスポートに作成する必要があります。この複製VLANは、CiscoUCSManager CLIの [LAN]
タブの [Appliances]ノード、または Cisco UCS Manager GUI内の eth-storageスコープで作成でき
ます。VLANの重複チェックを求めるプロンプトが表示されたときに重複を受け入れると、Cisco
UCS Managerによってアプライアンスポートの複製 VLANが作成されます。
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デフォルトの VLAN 1 はアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルで明示的に設定
できない

Cisco UCS Managerは、すべてのアップリンクポートとポートチャネルにデフォルトの VLAN 1
を暗黙的に割り当てます。他の VLANが設定されていない場合でも、Cisco UCSはデフォルトの
VLAN 1を使用してすべてのアップリンクポートとポートチャネルへのデータトラフィックを扱
います。

Cisco UCSドメインにVLANが設定された後も、デフォルトのVLAN 1はすべてのアップリン
クポートとポートチャネルに暗黙的に残ります。デフォルトの VLAN 1は、アップリンク
ポートやポートチャネルに明示的に割り当てることができず、それらから削除することもで

きません。

（注）

特定のポートまたはポートチャネルにデフォルトのVLAN1を割り当てようとすると、CiscoUCS
Managerは Update Failed障害を生成します。

したがって、Cisco UCSドメインに分離 L2ネットワークを設定する場合は、そのサーバへのすべ
てのデータトラフィックをすべてのアップリンクイーサネットポートとポートチャネルで伝送

し、すべてのアップストリームネットワークに送信するのでない限り、どの vNICにもデフォル
ト VLAN 1を設定しないでください。

両方の FI の VLAN を同時に割り当てる必要がある

グローバル VLANにポートを割り当てると、両方のファブリックインターコネクトの VLANに
明示的に割り当てられていないすべてのポートからVLANが削除されます。両方のFIのポートを
同時に設定する必要があります。1番目のFIにのみポートを設定すると、2番目のFIのトラフィッ
クが中断されます。

アップストリーム分離 L2 ネットワークのピン接続の考慮
事項

アップストリーム分離L2ネットワークと通信するには、ピン接続を適切に設定する必要がありま
す。ソフトピン接続またはハードピン接続のどちらを実装しているかにかかわらず、VLANメン
バーシップが一致しないと、1つ以上の VLANのトラフィックがドロップされます。

ソフトピン接続

ソフトピン接続は Cisco UCSでのデフォルトの動作です。ソフトピン接続の実装を計画している
場合は、LANピングループを作成して vNICのピンターゲットを指定する必要はありません。代
わりに、Cisco UCS Managerが VLANメンバーシップの条件に基づいて、vNICをアップリンク
イーサネットポートまたはポートチャネルにピン接続します。

ソフトピン接続の場合、CiscoUCSManagerは、すべてのアップリンクイーサネットポートとポー
トチャネルの VLANメンバーシップに対して、vNICからのデータトラフィックを検証します。
分離 L2ネットワークが設定されている場合は、vNIC上のすべての VLANに割り当てられている
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アップリンクイーサネットポートやポートチャネルを Cisco UCSManagerが検出できる必要があ
ります。アップリンクイーサネットポートやポートチャネルが vNICのすべての VLANに設定
されていない場合、Cisco UCS Managerは次の動作を実行します。

•リンクをダウンさせます。

• vNICのすべての VLANのトラフィックをドロップします。

•次のエラーを発生させます。

◦ Link Down

◦ VIF Down

Cisco UCS Managerは、VLAN設定に関するエラーや警告を発生させません。

たとえば、サーバ上の vNICに VLAN 101、102、103が設定されているとします。インターフェ
イス 1/3がVLAN 102にだけ割り当てられています。インターフェイス 1/1および 1/2はVLANに
明示的に割り当てられていないため、VLAN 101と 103のトラフィックで利用できます。この設
定の結果として、CiscoUCSドメインには、vNICが設定された3つのVLANすべてへのトラフィッ
クを伝送可能な境界ポートインターフェイスが含まれません。その結果、Cisco UCS Managerは
vNICをダウンさせ、vNICの 3つの VLANすべてのトラフィックをドロップし、Link Downおよ
び VIF Downエラーを発生させます。

ハードピン接続

ハードピン接続は、LANピングループを使用して、分離 L2ネットワーク用のトラフィックにピ
ン接続ターゲットを指定した場合に発生します。また、ピン接続ターゲットであるアップリンク

イーサネットポートやポートチャネルが、適切な分離 L2ネットワークと通信できるように設定
されている必要があります。

ハードピン接続の場合、CiscoUCSManagerは、すべてのアップリンクイーサネットポートとポー
トチャネルの VLANメンバーシップに対して、vNICからのデータトラフィックを検証します。
また、LANピングループの設定を検証して、VLANとアップリンクイーサネットポートまたは
ポートチャネルが含まれていることを確認します。いずれかの点で検証に失敗した場合、Cisco
UCS Managerは次の動作を実行します。

•重大度が「警告」の Pinning VLAN Mismatchエラーを発生させます。

• VLANへのトラフィックをドロップします。

•他の VLANへのトラフィックが継続して流れるようにするため、リンクはダウンさせませ
ん。

たとえば、VLAN 177を使用するアップストリーム分離 L2ネットワークにハードピン接続を設定
する場合は、次の手順を実行します。

•分離 L2ネットワークへのトラフィックを伝送するアップリンクイーサネットポートまたは
ポートチャネルを持つ LANピングループを作成します。

•サービスプロファイルで、VLAN 177と LANピングループを持つ少なくとも 1つの vNIC
を設定します。
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• LANピングループに含まれるアップリンクイーサネットポートまたはポートチャネルに
VLAN 177を割り当てます

この設定が前述の 3つのポイントのいずれかで失敗した場合、Cisco UCSManagerはVLAN 177に
対する VLANの不一致を警告し、その VLANのトラフィックのみをドロップします。

ソフトピン接続の設定が変更され、その結果、vNICVLANが分離L2アップリンクで解決され
なくなった場合は、警告ダイアログボックスが表示されます。警告ダイアログボックスでは、

設定の続行または取り消しを選択できます。不適切な設定を続行すると、サーバのトラフィッ

クパフォーマンスが低下します。

（注）

アップストリーム分離 L2 ネットワークに関するCisco UCS
の設定

アップストリーム分離L2ネットワークと接続するCiscoUCSドメインを設定する場合、次のすべ
てのステップを完了する必要があります。

はじめる前に

この設定を開始する前に、分離 L2ネットワーク設定をサポートするために、ファブリックイン
ターコネクトのポートが適切にケーブル接続されていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCSがアップストリーム分離 L2ネット
ワークと通信できるようにするために、イー

イーサネットエンドホストモードの

両方のファブリックインターコネク

ステップ 1   

サネットスイッチングモードはエンドホストトに対しイーサネットスイッチング

モードを設定します。 モードである必要があります。LANポートお
よびポートチャネル, （23ページ）を参照し
てください。

分離 L2ネットワークのトラフィック
を伝送するために必要なポートおよび

ポートチャネルを設定します。

ステップ 2   

（任意）

LANピングループの設定,（138ページ）を参
照してください。

該当するアップリンクイーサネット

ポートまたはポートチャネルのトラ

フィックをピン接続するために必要な

LANピングループを設定します。

ステップ 3   

これらはネームド VLANまたはプライベート
VLANにすることができます。クラスタ設定

1つ以上の VLANを作成します。ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

では、両方のファブリックインターコネクト

からアクセスできる VLANを作成することを
お勧めします。VLANs,（107ページ）および
を参照してください。アップストリーム分離

レイヤ 2ネットワーク, （157ページ）

このステップが完了すると、それらの VLAN
のトラフィックは、割り当てられたポートま

分離 L2ネットワークのVLANに目的
のポートまたはポートチャネルを割

り当てます。

ステップ 5   

たはポートチャネル（またはその両方）のト

ランクを介して送信されます。

この設定は、1つ以上の vNICテンプレートを
使用して完了させるか、サービスプロファイ

分離 L2ネットワークと通信する必要
があるすべてのサーバのサービスプ

ステップ 6   

ルのネットワークオプションを設定するときロファイルに、正しい LAN接続設定
に完了させることができます。vNICテンプが含まれていることを確認します。こ

レートおよびサービスプロファイルの詳細にの設定によって、vNICは適切なVLAN
ついては、『Cisco UCS Manager Storage
Management Guide』を参照してください。

にトラフィックを送信できるようにな

ります。

VLAN へのポートおよびポートチャネルの割り当て

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したVLANでイーサネットアップリンク
VLANモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope vlan
vlan-name

ステップ 2   

指定されたアップリンクイーサネットポート

に指定した VLANを割り当てます。
UCS-A /eth-uplink/vlan # create
member-port fabric-interconnect
slot-id port-id

ステップ 3   

指定されたアップリンクイーサネットポート

チャネルに指定された VLANを割り当てま
す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # create
member-port-channel
fabric-interconnect
member-port-chan-id

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/vlan #
commit-buffer

ステップ 5   

Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1    
163

アップストリーム分離レイヤ 2 ネットワーク
VLAN へのポートおよびポートチャネルの割り当て



目的コマンドまたはアクション

ポートまたはポートチャネルを 1つ以上の
VLANに割り当てると、他のすべての VLAN
から削除されます。

次の例は、ファブリックインターコネクトAのVLAN100というネームドVLANにアップリンク
イーサネットポートを割り当て、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope vlan VLAN100
UCS-A /eth-uplink/vlan # create member-port a 2
UCS-A /eth-uplink/vlan # create member-port a 4
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #

VLAN からのポートおよびポートチャネルの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定した VLANでイーサネットアップリンク VLAN
モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope vlan
vlan-name

ステップ 2   

指定したアップリンクイーサネットメンバーポート

割り当てを VLANから削除します。
UCS-A /eth-uplink/vlan # delete
member-port
fabric-interconnect slot-id
port-id

ステップ 3   

指定したアップリンクイーサネットポートチャネル

割り当てを VLANから削除します。
UCS-A /eth-uplink/vlan # delete
member-port-channel
fabric-interconnect
member-port-chan-id

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/vlan #
commit-buffer

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

すべてのポートまたはポートチャネルイン

ターフェイスを VLANから削除すると、
VLANはデフォルトの動作に戻り、その
VLAN上のデータトラフィックはすべての
アップリンクポートとポートチャネル上で伝

送されます。このデフォルトの動作により、

Cisco UCSドメインでの設定に応じて、Cisco
UCSManagerでそのVLANのトラフィックが
ドロップされることがあります。これを避け

るには、少なくとも 1つのインターフェイス
をVLANに割り当てるか、VLANを削除する
ことをお勧めします。

重要

次に、ファブリックインターコネクトAのアップリンクイーサネットポート 2とMyVLANとい
う名前のVLANの間のアソシエーションを削除し、トランザクションをコミットする例を示しま
す。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope vlan MyVLAN
UCS-A /eth-uplink/vlan # delete member-port a 2
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #

VLAN に割り当てられたポートおよびポートチャネルの
表示

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始

します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定した VLANでイーサネットアップリ
ンク VLANモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope vlan
vlan-name

ステップ 2   

指定したVLANに割り当てられているメン
バーポートを示します。

UCS-A /eth-uplink/vlan # show
member-port [detail | expand]

ステップ 3   

指定したVLANに割り当てられているメン
バーポートチャネルを表示します。

UCS-A /eth-uplink/vlan # show
member-port-channel [detail |
expand]

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink/vlan #
commit-buffer

ステップ 5   

次に、MyVLANという名前の VLANに割り当てられているアップリンクイーサネットポートの
詳細を表示する例を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope vlan MyVLAN
UCS-A /eth-uplink/vlan # show member-port detail
Member Port:

Fabric ID: A
Slot ID: 1
Port ID: 2
Mark Native Vlan: No

UCS-A /eth-uplink/vlan #
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第 10 章

ネットワーク関連ポリシー

• vNICテンプレート, 168 ページ

• イーサネットアダプタポリシー, 174 ページ

• イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー, 179 ページ

• デフォルトの vNIC動作ポリシーの設定, 184 ページ

• LAN接続ポリシーからの vNICの削除, 185 ページ

• LAN接続ポリシーの作成, 185 ページ

• LAN接続ポリシーの削除, 186 ページ

• LANおよび SAN接続ポリシーについて, 187 ページ

• ネットワーク制御ポリシー, 196 ページ

• マルチキャストポリシーの作成, 201 ページ

• マルチキャストポリシーの削除, 201 ページ

• マルチキャストポリシーモードの開始, 202 ページ

• マルチキャストポリシーの入力, 202 ページ

• グローバル VLANマルチキャストポリシーの割り当て, 203 ページ

• グローバル VLANマルチキャストポリシーの関連付け解除, 204 ページ

• VLANマルチキャストポリシーの関連付け解除, 204 ページ

• イーサネットアダプタポリシーの設定, 205 ページ

• デフォルトの vNIC動作ポリシーの設定, 208 ページ

• ネットワーク制御ポリシーの設定, 209 ページ

• ネットワーク制御ポリシーの削除, 211 ページ

• マルチキャストポリシーの設定, 212 ページ
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• LACPポリシー, 217 ページ

• UDLDリンクポリシーの設定, 219 ページ

• VMQ接続ポリシー, 228 ページ

vNIC テンプレート
vNIC LAN接続ポリシーは、サーバ上の vNICが LANに接続する方法を定義します。

Cisco UCSManagerは、vNICテンプレートを作成する際に正しい設定でVM-FEXポートプロファ
イル自動的には作成しません。VM-FEXポートプロファイルを作成するには、vNICテンプレー
トのターゲットを VMとして設定する必要があります。このポリシーを有効にするには、このポ
リシーをサービスプロファイルに含める必要があります。

サーバに 2つの Emulex NICまたは QLogic NIC（ Cisco UCS CNA M71KR-Eまたは Cisco UCS
CNA M71KR-Q）がある場合は、両方の NICにユーザ定義のMACアドレスが取得されるよう
に、サービスプロファイルで両方のアダプタの vNICポリシーを設定する必要があります。両
方の NICのポリシーを設定しない場合でも、Windowsは PCIバスで両方の NICを引き続き検
出します。ただし、2番目のイーサネットインターフェイスがサービスプロファイルに含ま
れていないため、WindowsはそれにハードウェアMACアドレスを割り当てます。その後で
サービスプロファイルを異なるサーバに移動すると、Windowsによって追加の NICが検出さ
れますが、これは 1つの NICでユーザ定義のMACアドレスが取得されなかったためです。

（注）

vNIC テンプレートペアの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

プライマリ vNICテンプレートを作成します。UCS-A/ org # create
vnic-templvnic-primary

ステップ 1   

テンプレートタイプを updatingに設定します。こ
れにより、共有設定用のプライマリ vNICテンプ

UCS-A/ # org vnic-templ set type
updating-template

ステップ 2   

レートの設定がピアのvNICテンプレートに伝わり
ます。次に示す共有設定を参照してください。

プライマリvNICテンプレートのファブリックを指
定します。プライマリvNICテンプレートにファブ

UCS-A/ # org vnic-templ [set
fabric {a | b}]

ステップ 3   

リック Aを指定する場合は、セカンダリ vNICテ
ンプレートをファブリック Bにする必要がありま
す。この逆も同様です。
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目的コマンドまたはアクション

プライマリvNICテンプレートとしてテンプレート
を設定します。

UCS-A/ # org vnic-templ set descr
primaryinredundancypair

ステップ 4   

冗長性テンプレートタイプをプライマリ vNICテ
ンプレートとして設定します。

UCS-A/ # org vnic-templ set
redundancy-typeprimary

ステップ 5   

以下は、[Redundancy Types]の説明です。

[Primary]：セカンダリvNICテンプレートと共有可
能な設定を作成します。プライマリ vNICテンプ
レートで行われた共有可能な変更は、セカンダリ

vNICテンプレートに自動的に同期されます。

[Secondary]：すべての共有設定がプライマリテン
プレートから継承されます。

[No Redundancy]：レガシー vNICテンプレートの
動作です。

次に、共有される構成を示します。

•ネットワーク制御ポリシー

• QoSポリシー

•統計しきい値ポリシー

•テンプレートタイプ

•接続ポリシー

• VLANS

• MTU

次に、共有されない構成を示します。

•ファブリック ID

• CDNソース

• MACプール

•説明

•ピングループポリシー
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目的コマンドまたはアクション

冗長性テンプレートペアリングの作成を終了しま

す。

プライマリ vNICテンプレートをピアの
セカンダリ vNICテンプレートにリンク
した後は、必ずトランザクションをコ

ミットしてください。

（注）

UCS-A/ # org vnic-templ exitステップ 6   

セカンダリ vNICテンプレートを作成します。UCS-A/ # org vnic-templ create
vNIC-templvNICsecondary

ステップ 7   

テンプレートタイプを updatingに設定します。こ
れにより、プライマリvNICテンプレートの設定が
自動的に継承されます。

UCS-A/ # org vnic-templ set type
updating-template

ステップ 8   

セカンダリvNICテンプレートのファブリックを指
定します。プライマリvNICテンプレートにファブ

UCS-A/ org # vnic-templ [set
fabric {a | b}]

ステップ 9   

リック Aを指定する場合は、セカンダリ vNICテ
ンプレートをファブリック Bにする必要がありま
す。この逆も同様です。

セカンダリ vNICテンプレートを冗長性ペアテン
プレートとして設定します。

UCS-A/ # org vnic-templ set descr
secondaryredundancypair

ステップ 10   

vNICテンプレートタイプをセカンダリとして設定
します。

UCS-A/ # org vnic-templ set
redundancy-typesecondary

ステップ 11   

プライマリ vNICテンプレートをセカンダリ vNIC
テンプレートへのピアとして設定します。

UCS-A/ # org vnic-templ set
peer-template-namevNIC-primary

ステップ 12   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A/ # org vnic-templ
commit-buffer

ステップ 13   

次の例では、vNIC冗長性テンプレートペアを設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A /org* # create vnic-template vnic-primary
UCS-A /org/vnic-templ* # set type updating-template
UCS-A /org/vnic-templ* # set fabric a
UCS-A /org/vnic-templ* # set descr primaryinredundancypair
UCS-A /org/vnic-templ* # set redundancy-type primary
UCS-A /org/vnic-templ* # exit
UCS-A /org* # create vnic-templ vnicsecondary
UCS-A /org/vnic-templ* # set fabric b
UCS-A /org/vnic-templ* # set descr secondaryinredundancypair
UCS-A /org/vnic-templ* # set redundancy-type secondary
UCS-A /org/vnic-templ* # set peer-template-name vnic-primary
UCS-A /org/vnic-templ* # commit-buffer
UCS-A /org/vnic-templ #
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次の作業

vNIC冗長性テンプレートペアを作成すると、この冗長性テンプレートペアを使用して、同じ組
織または下部組織内のサービスプロファイルに冗長性 vNICペアを作成できます。

vNIC テンプレートペアの取り消し
[Primary]または [Secondary]テンプレートにピアテンプレートが設定されないように、[Peer
Redundancy Template]を変更して vNICテンプレートペアを取り消すことができます。vNICテン
プレートペアを取り消すと、対応する vNICペアも取り消されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

テンプレートペアを解消するvNIcテンプレー
トの名前を指定します。

UCS-A /org # scope
vnic-templtemplate1

ステップ 1   

テンプレートペアリングの実行に使用された

ピアのプライマリまたはセカンダリ冗長性テ

ンプレート間のペアリングを取り消します。

UCS-A /org/ vnic-templ # set
redundancy-typeno redundancy

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/vnic-templ* #
commit-buffer

ステップ 3   

次の例は、テンプレートペアリングの取り消し方法を示しています。

UCS-A /org # scope vnic-templ template1
UCS-A /org/vnic-templ # set redundancy-type no-redundancy
UCS-A /org/vnic-templ* # commit buffer

vNIC テンプレートの設定

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織モード

を開始するには、/を org-nameとして入力します。
UCS-A# scope
orgorg-name

ステップ 1   

vNICテンプレートを作成し、組織vNICテンプレートモー
ドを開始します。

UCS-A /org # create
vnic-templ
vnic-templ-name

ステップ 2   

選択したターゲットは、Cisco UCSManagerが vNICテンプ
レートの適切な設定で自動的にVM-FEXのポートプロファ

[eth-ifvlan-name] [fabric
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目的コマンドまたはアクショ

ン

{a | b}] [target [adapter |
vm]]

イルを作成するかどうかを決定します。次のいずれかにな

ります。

• [Adapter]：vNICはすべてのアダプタに適用されます。
このオプションを選択した場合、VM-FEXポートプ
ロファイルが作成されません。

• [VM]：vNICはすべての仮想マシンに適用されます。
このオプションを選択した場合、VM-FEXポートプ
ロファイルが作成されます。

（任意）

vNICテンプレートに説明を加えます。
UCS-A /org/vnic-templ #
set descr description

ステップ 3   

（任意）

vNICに使用するファブリックを指定します。vNICテンプ
レートを作成するときにステップ 2でファブリックを指定

UCS-A /org/vnic-templ #
set fabric {a | a-b | b | b-a}

ステップ 4   

しなかった場合、このコマンドで指定するオプションがあ

ります。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使用できな

い場合にこの vNICが第 2のファブリックインターコネク
トにアクセスできるようにする場合、a-b（Aがプライマ
リ）または、b-a（Bがプライマリ）を選択します。

次の状況下では、vNICのファブリックフェール
オーバーを有効にしないでください。

（注）

• Cisco UCSドメインイーサネットスイッチ
モードで動作している場合。 vNICファブ
リックフェールオーバーは、そのモードで

はサポートされません。1つのファブリック
インターコネクト上のすべてのイーサネット

アップリンクが障害になった場合、vNICは
他のイーサネットアップリンクにフェール

オーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサポート
しないアダプタ（Cisco UCS 82598KR-CI
10-Gigabit Ethernet Adapter）があるサーバに
このvNICを関連付ける予定がある場合。こ
れを行った場合、Cisco UCS Managerによ
り、サービスプロファイルとサーバを関連

付けたときに設定エラーが生成されます。
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目的コマンドまたはアクショ

ン

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使
用されるMACアドレスプール。

UCS-A /org/vnic-templ #
set mac-pool
mac-pool-name

ステップ 5   

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使
用される最大伝送単位、つまりパケットサイズ。

UCS-A /org/vnic-templ #
set mtumtu-value

ステップ 6   

1500～ 9000の整数を入力します。

vNICテンプレートにQoSポリシーが関連付けら
れている場合、ここで指定されたMTUは、関連
付けられている QoSシステムクラスで指定され
たMTU以下であることが必要です。このMTU
値が QoSシステムクラスのMTU値を超えてい
る場合、データ転送中にパケットがドロップさ

れる可能性があります。

（注）

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使
用されるネットワーク制御ポリシー。

UCS-A /org/vnic-templ #
set nw-control-policy
policy-name

ステップ 7   

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使
用される LANピングループ。

UCS-A /org/vnic-templ #
set pin-group group-name

ステップ 8   

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使
用されるサービスポリシーの品質。

UCS-A /org/vnic-templ #
set qos-policy policy-name

ステップ 9   

この vNICテンプレートから作成された vNICによって使
用される統計情報収集ポリシー。

UCS-A /org/vnic-templ #
set stats-policy
policy-name

ステップ 10   

vNICテンプレートの更新タイプを指定します。テンプレー
トの更新時にそのテンプレートから作成された vNICイン

UCS-A /org/vnic-templ #
set type {initial-template
| updating-template}

ステップ 11   

スタンスが自動的にアップデートされないようにするに

は、initial-templateキーワードを使用します。それ以外の
場合は updating-templateキーワードを使用して、vNICテ
ンプレートの更新時にすべての vNICインスタンスがアッ
プデートされるようにします。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/vnic-templ #
commit-buffer

ステップ 12   

次の例は、vNICテンプレートを設定し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create vnic template VnicTempFoo
UCS-A /org/vnic-templ* # set descr "This is a vNIC template example."
UCS-A /org/vnic-templ* # set fabric a
UCS-A /org/vnic-templ* # set mac-pool pool137
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UCS-A /org/vnic-templ* # set mtu 8900
UCS-A /org/vnic-templ* # set nw-control-policy ncp5
UCS-A /org/vnic-templ* # set pin-group PinGroup54
UCS-A /org/vnic-templ* # set qos-policy QosPol5
UCS-A /org/vnic-templ* # set stats-policy ServStatsPolicy
UCS-A /org/vnic-templ* # set type updating-template
UCS-A /org/vnic-templ* # commit-buffer
UCS-A /org/vnic-templ #

vNIC テンプレートの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/を org-name
として入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定した vNICテンプレートを削除します。UCS-A /org # delete vnic-templ
vnic-templ-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次に、VnicTemp42という名前の vNICテンプレートを削除し、トランザクションをコミットする
例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete vnic template VnicTemp42
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

イーサネットアダプタポリシー

イーサネットアダプタポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、

org-nameとして /を入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

    Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1
174

ネットワーク関連ポリシー

vNIC テンプレートの削除



目的コマンドまたはアクション

指定されたイーサネットアダプタポリ

シーを作成し、組織イーサネットポリ

シーモードを開始します。

UCS-A /org # create
eth-policypolicy-name

ステップ 2   

（任意）

Accelerated RFSを設定します。
UCS-A /org/eth-policy # set arfs
accelaratedrfs {enabled | disabled}

ステップ 3   

（任意）

イーサネットの完了キューを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set comp-queue
countcount

ステップ 4   

（任意）

ポリシーの説明を記します。

UCS-A /org/eth-policy # set
descrdescription

ステップ 5   

説明にスペース、特殊文字、ま

たは句読点が含まれている場

合、説明を引用符で括る必要が

あります。引用符は、showコ
マンド出力の説明フィールドに

は表示されません。

（注）

（任意）

イーサネットのフェールオーバーを設定

します。

UCS-A /org/eth-policy # set
failovertimeouttimeout-sec

ステップ 6   

（任意）

イーサネットの割り込みを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set interrupt
{coalescing-timesec | coalescing-type
{idle |min} | countcount | mode {intx |
msi |msi-x}}

ステップ 7   

（任意）

NVGREを設定します。
UCS-A /org/eth-policy # set nvgre
adminstate {disabled | enabled}

ステップ 8   

（任意）

イーサネットのオフロードを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set offload
{large-receive | tcp-rx-checksum |
tcp-segment | tcp-tx-checksum}
{disabled | enabled}

ステップ 9   

（任意）

イーサネットアダプタポリシーのオー

ナーを指定します。

UCS-A /org/eth-policy # set
policy-owner {local | pending}

ステップ 10   

（任意）

イーサネットの受信キューを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set recv-queue
{countcount | ring-sizesize-num}

ステップ 11   

（任意）

RSSを設定します。
UCS-A /org/eth-policy # set rss
receivesidescaling {disabled | enabled}

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

イーサネットの送信キューを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set trans-queue
{countcount | ring-sizesize-num}

ステップ 13   

（任意）

VXLANを設定します。
UCS-A /org/eth-policy # set vxlan
adminstate {disabled | enabled}

ステップ 14   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/eth-policy # commit-bufferステップ 15   

次の例は、イーサネットアダプタポリシーを設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org
UCS-A /org* # create eth-policy EthPolicy19
UCS-A /org/eth-policy* # set comp-queue count 16
UCS-A /org/eth-policy* # set descr "This is an Ethernet adapter policy example."
UCS-A /org/eth-policy* # set failover timeout 300
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt count 64
UCS-A /org/eth-policy* # set offload large-receive disabled
UCS-A /org/eth-policy* # set recv-queue count 32
UCS-A /org/eth-policy* # set rss receivesidescaling enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set trans-queue
UCS-A /org/eth-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/eth-policy #

イーサネットアダプタポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルー

ト組織モードを開始するには、org-nameとし
て /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定したイーサネットアダプタポリシーを削

除します。

UCS-A /org # delete eth-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次に、EthPolicy19という名前のイーサネットアダプタポリシーを削除し、トランザクションをコ
ミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete eth-policy EthPolicy19
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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NVGRE によるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Managerでは、Windows Server 2012 R2オペレーティングシステムを実行しているサー
バに設置された Cisco UCS VIC 1340、1380、1385、1387および Cisco UCS VIC 1380アダプタでの
み、NVGREによるステートレスオフロードがサポートされます。Netflow、usNIC、VM-FEXで
は NVGREステートレスオフロードは使用できません。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート

組織モードを開始するには、org-nameとして /を
入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたイーサネットアダプタポリシーを作成

し、組織イーサネットポリシーモードを開始しま

す。

UCS-A /org # create
eth-policypolicy-name

ステップ 2   

NVGREによるステートレス
オフロードを有効にするに

ステップ 3   •送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）
は、次のオプションを設定で

きます。 •完了キュー =送信キューの数 +受信キューの
数

•割り込み =完了キューの数 + 2

• Generic Routing Encapsulation（GRE）を使用し
たネットワーク仮想化 =有効

•割り込みモード = Msi-X

イーサネットアダプタポリシーの作成の詳細につ

いては、イーサネットアダプタポリシーの設定,
（174ページ）を参照してください。

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /org/eth-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/unified_computing/ucs/sw/vic_drivers/install/

eNICドライババージョン
3.0.0.8以降をインストールし
ます。

ステップ 5   

Windows/b_Cisco_VIC_Drivers_for_Windows_
Installation_Guide.htmlを参照してください。

サーバをリブートします。ステップ 6   
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次の例は、NVGREによるステートレスオフロードを有効にしてトランザクションをコミットす
るために、イーサネットアダプタポリシーを設定する方法について説明します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create eth-policy NVGRE
UCS-A /org/eth-policy* # set descr "Ethernet adapter policy with stateless offloads"
UCS-A /org/eth-policy* # set nvgre adminstate enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set comp-queue count 16
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt count 64
UCS-A /org/eth-policy* # set recv-queue count 32
UCS-A /org/eth-policy* # set rss receivesidescaling enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set trans-queue 1
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt mode mxi-x
UCS-A /org/eth-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/eth-policy #

VXLAN によるステートレスオフロードを有効化するためのイーサネッ
トアダプタポリシーの設定

Cisco UCS Managerでは、VMWare ESXi Release 5.5以降のリリースのオペレーティングシステム
が実行されているサーバに設置された Cisco UCS VIC 1340および Cisco UCS VIC 1380アダプタで
のみ VXLANによるステートレスオフロードをサポートしています。VXLANによるステートレ
スオフロードは NetFlow、usNICまたは VM-FEXでは使用できません。

受信側スケーリング（RSS）による VXLANは、Cisco UCS Managerリリース 3.1(2)以降でサポー
トされます。RSSは、VICアダプタ 1340、1380、1385、1387、およびCisco UCSC3260 for ESX6.0
以降の SIOCで、VXLANステートレスオフロードによりサポートされます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルート

組織モードを開始するには、org-nameとして /を
入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたイーサネットアダプタポリシーを作成

し、組織イーサネットポリシーモードを開始しま

す。

UCS-A /org # create
eth-policypolicy-name

ステップ 2   

VXLANによるステートレス
オフロードを有効にするには、

ステップ 3   •送信キュー = 1

•受信キュー = n（最大 8）
次のオプションを設定できま

す。 •完了キュー =送信キューの数 +受信キューの
数

•割り込み =完了キューの数 + 2

• [Virtual Extensible LAN] =有効

•割り込みモード = Msi-X
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目的コマンドまたはアクション

•受信側スケーリング =イネーブル

イーサネットアダプタポリシーの作成の詳細につ

いては、イーサネットアダプタポリシーの設定,
（174ページ）を参照してください。

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /org/eth-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

詳細については、http://www.cisco.com/c/en/us/td/
docs/unified_computing/ucs/sw/vic_drivers/install/ESX/

eNICドライババージョン
2.3.0.10以降をインストールし
ます。

ステップ 5   

2-0/b_Cisco_VIC_Drivers_for_ESX_Installation_
Guide.htmlを参照してください。

サーバをリブートします。ステップ 6   

次の例は、VXLANによるステートレスオフロードを有効にしてトランザクションをコミットす
るために、イーサネットアダプタポリシーを設定する方法について説明します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create eth-policy VXLAN
UCS-A /org/eth-policy* # set descr "Ethernet adapter policy with stateless offloads"
UCS-A /org/eth-policy* # set vxlan adminstate enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set comp-queue count 16
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt count 32
UCS-A /org/eth-policy* # set recv-queue count 8
UCS-A /org/eth-policy* # set rss receivesidescaling enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set trans-queue 1
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt mode mxi-x
UCS-A /org/eth-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/eth-policy #

イーサネットおよびファイバチャネルアダプタポリシー
このようなポリシーは、アダプタのトラフィック処理方法など、ホスト側のアダプタの動作を制

御します。たとえば、このようなポリシーを使用して、次のデフォルト設定を変更できます。

•キュー

•割り込み処理

•パフォーマンス拡張

• RSSハッシュ

• 2つのファブリックインターコネクトがあるクラスタ構成におけるフェールオーバー
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ファイバチャネルアダプタポリシーの場合は、Cisco UCS Managerで表示される値が QLogic
SANsurferなどのアプリケーションで表示される値と一致しない場合があります。たとえば、
次の値は、SANsurferと Cisco UCS Managerで明らかに異なる場合があります。

（注）

•ターゲットごとの最大 LUN：SANsurferの最大 LUNは 256であり、この数値を超える値
は表示されません。Cisco UCS Managerでは、より大きな最大 LUNの値をサポートして
います。

•リンクダウンタイムアウト：SANsurferでは、リンクダウンのタイムアウトしきい値を
秒単位で設定します。Cisco UCS Managerでは、この値をミリ秒単位で設定します。した
がって、Cisco UCS Managerで 5500ミリ秒と設定された値は、SANsurferでは 5秒として
表示されます。

•最大データフィールドサイズ：SANsurferで許可された最大値は512、1024、および2048
です。Cisco UCS Managerでは、任意のサイズの値を設定できます。したがって、Cisco
UCS Managerで 900と設定された値は、SANsurferでは 512として表示されます。

• LUN Queue Depth：LUNキューデプス設定はWindowsシステムの FCアダプタポリシー
で使用できます。キューデプスとは、HBAが 1回の伝送で送受信できる LUNごとのコ
マンドの数です。Windows Storportドライバは、これに対するデフォルト値として、物理
ミニポートに 20、仮想ミニポートに 250を設定します。この設定により、アダプタのす
べての LUNの初期キューデプスを調整します。この値の有効範囲は 1～ 254です。デ
フォルトの LUNキューデプスは 20です。この機能は、Cisco UCS Managerバージョン
3.1(2)以降でのみ使用できます。

• IO TimeOut Retry：指定されたタイムアウト時間内にターゲットデバイスが I/O要求に応
答しない場合、FCアダプタは、タイマーの期限が切れると、保留中のコマンドを破棄し
て同じ IOを再送信します。この値に対する FCアダプタの有効範囲は 1～ 59秒です。デ
フォルトの IOリトライタイムアウトは 5秒です。この機能は、Cisco UCS Managerバー
ジョン 3.1(2)以降でのみ使用できます。

オペレーティングシステム固有のアダプタポリシー

デフォルトでは、Cisco UCSには、イーサネットアダプタポリシーとファイバチャネルアダプ
タポリシーのセットが用意されています。これらのポリシーには、サポートされている各サーバ

オペレーティングシステムにおける推奨設定が含まれています。オペレーティングシステムはこ

れらのポリシーに影響されます。通常、ストレージベンダーはデフォルト以外のアダプタ設定を

要求します。ベンダーが提供しているサポートリストで必須設定の詳細を確認できます。
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該当するオペレーティングシステムには、これらのポリシーの値を使用することを推奨しま

す。シスコのテクニカルサポートで指示されない限り、デフォルトのポリシーの値は変更し

ないでください。

ただし、（デフォルトのWindowsのアダプタポリシーを使用する代わりに）Windows OSの
イーサネットアダプタポリシーを作成する場合は、次の式を使用してWindowsで動作する値
を計算します。

重要

完了キュー =送信キュー +受信キュー
割り込み回数 = (完了キュー + 2)以上である 2のべき乗の最小値

たとえば、送信キューが 1で受信キューが 8の場合、

完了キュー = 1 + 8 = 9
割り込み回数 = (9 + 2)以上の 2のべき乗の最小値 = 16

Accelerated Receive Flow Steering
Accelerated Receive Flow Steering（ARFS）は、ハードウェアによる受信フローステアリングで、
CPUデータキャッシュヒット率を向上させることができます。これは、カーネルレベルのパケッ
ト処理を、そのパケットを消費するアプリケーションスレッドが動作しているCPUに誘導するこ
とによって行います。

ARFSを使用すると、CPU効率の向上とトラフィック遅延の短縮が可能になります。CPUの各受
信キューには、割り込みが関連付けられています。割り込みサービスルーチン（ISR）は、CPU
で実行するよう設定できます。ISRにより、パケットは受信キューから現在のいずれかの CPUの
バックログに移動されます。パケットは、ここで後から処理されます。アプリケーションがこの

CPUで実行されていない場合、CPUはローカル以外のメモリにパケットをコピーする必要があ
り、これにより遅延が増加します。ARFSでは、このパケットの流れをアプリケーションが実行
されている CPUの受信キューに移動することによって、この遅延を短縮できます。

ARFSはデフォルトでは無効であり、Cisco UCS Managerを使用して有効にできます。ARFSを設
定するには、次の手順を実行します。

1 ARFSを有効にしたアダプタポリシーを作成します。

2 アダプタポリシーをサービスプロファイルと関連付けます。

3 ホスト上で ARFSを有効にします。

1 Interrupt Request Queue（IRQ）のバランスをオフにします。

2 IRQを別の CPUと関連付けます。

3 ethtoolを使用して ntupleを有効にします。
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Accelerated Receive Flow Steering のガイドラインと制約事項
• ARFSでは vNICごとに 64フィルタをサポート

• ARFSは次のアダプタでサポートされています。

• Cisco UCS VIC 1280、1240、1340、および 1380

• Cisco UCS VIC 1225、1225T、1285、1223、1227T、1385、1387

• ARFSは次のオペレーティングシステムでサポートされています。

• Red Hat Enterprise Linux 6.5および 6.6

• Red Hat Enterprise Linux 7.0以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2および SP3

• SUSE Linux Enterprise Server 12以上のバージョン

• Ubuntu 14.04.2

割り込み調停

アダプタは、通常、ホストCPUが処理する必要のある割り込みを大量に生成します。割り込み調
停は、ホストCPUで処理される割り込みの数を削減します。これは、設定可能な調停間隔に同じ
イベントが複数発生した場合にホストの中断を 1回だけにすることで実現されます。

受信動作の割り込み調停を有効にした場合、アダプタは引き続きパケットを受信しますが、ホス

トCPUは各パケットの割り込みをすぐには受信しません。調停タイマーは、アダプタが最初のパ
ケットを受信すると開始します。設定された調停間隔がタイムアウトすると、アダプタはその間

隔の中で受信した複数のパケットで 1つの割り込みを生成します。ホストの NICドライバは、受
信した複数のパケットを処理します。生成される割り込み数が削減されるため、コンテキストス

イッチのホストCPUが消費する時間が短縮されます。つまり、CPUでパケットを処理する時間が
増加することになり、結果としてスループットと遅延が改善されます。

適応型割り込み調停

調停間隔が原因で、受信パケットの処理によって遅延が増加します。パケットレートの低い小さ

なパケットの場合は、この遅延が増加します。遅延のこの増加を避けるため、ドライバは通過す

るトラフィックのパターンに適応し、サーバからの応答が向上するよう割り込み調停間隔を調整

することができます。

適応型割り込み調停（AIC）は、電子メールサーバ、データベースサーバ、LDAPサーバなど、
コネクション型の低リンク使用率のシナリオで最も効果的です。ラインレートトラフィックには

適しません。

    Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1
182

ネットワーク関連ポリシー

割り込み調停



適応型割り込み調停のガイドラインと制約事項

•リンク使用率が80%を超えている場合、適応型割り込み調停（AIC）による遅延の低減効果
はありません。

• AICを有効化すると静的調停は無効になります。

• AICがサポートされるのは、次のオペレーティングシステムだけです。

• Red Hat Enterprise Linux 6.4以上のバージョン

• Red Hat Enterprise Linux 7.0以上のバージョン

• SUSE Linux Enterprise Server 11 SP2および SP3

• SUSE Linux Enterprise Server 12

• XenServer 6.5

• Ubuntu 14.04.2

SMB ダイレクト用 RDMA Over Converged Ethernet
RDMAOver Converged Ethernet（RoCE）は、イーサネットネットワーク越しのダイレクトメモリ
アクセスを実現します。RoCEはリンク層プロトコルであるため、同じイーサネットブロードキャ
ストドメインにある任意の 2ホスト間の通信を可能にします。RoCEは、低遅延、低 CPU使用
率、およびネットワーク帯域幅使用率の高さによって、従来のネットワークソケット実装と比較

して優れたパフォーマンスを提供します。Windows2012以降のバージョンでは、SMBファイル共
有とライブマイグレーションのパフォーマンスを高速化し、向上させるため RDMAを使用しま
す。

Cisco UCS Manager Release 2.2(4)では、Microsoft SMBダイレクト用に RoCEをサポートしていま
す。イーサネットアダプタポリシーを作成または変更しながら追加の設定情報がアダプタに送信

されます。

RoCE を搭載した SMB ダイレクトのガイドラインと制約事項
• RoCEを搭載したMicrosoft SMBダイレクトはWindows 2012 R2でのみサポートされていま
す。

• RoCEを搭載したMicrosoft SMBダイレクトは、Cisco UCS VIC 1340、1380、1385、および
1387アダプタでのみサポートされています。

• CiscoUCSManagerでは、RoCE対応 vNICをアダプタごとに 4つまでしかサポートしません。

• Cisco UCS Managerでは、NVGRE、VXLAN、NetFlow、VMQ、usNICでの RoCEをサポート
しません。

•アダプタごとのキューペアの最大数は 8192個です。
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•アダプタごとのメモリ領域の最大数は 524288個です。

•リリース 2.2(4)から Cisco UCS Managerをダウングレードする前に RoCEをディセーブルに
しないと、ダウングレードは失敗します。

デフォルトの vNIC 動作ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

デフォルトのvNIC動作ポリシーモードを開始します。UCS-A/org # scope
vnic-beh-policy

ステップ 2   

デフォルトの vNIC動作ポリシーを指定します。次の
いずれかになります。

UCS-A/org/vnic-beh-policy #
set action {hw-inherit
[template_name name] |
none}

ステップ 3   

• hw-inherit：サービスプロファイルに vNICが必
要なときに何も明示的に定義されていない場合、

Cisco UCS Managerは、そのサービスプロファイ
ルに関連するサーバにインストールされているア

ダプタに基づいて、必要な vNICを作成します。

hw-inheritを指定した場合は、vNICテンプレート
を指定して vNICを作成することもできます。

• none：Cisco UCS Managerは、サービスプロファ
イルにデフォルトの vNICを作成しません。すべ
ての vNICを明示的に作成する必要があります。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A/org/vnic-beh-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、vNICのデフォルトの動作ポリシーを hw-inheritに設定しています。
UCS-A # scope org /
UCS-A/org # scope vnic-beh-policy
UCS-A/org/vnic-beh-policy # set action hw-inherit
UCS-A/org/vnic-beh-policy* # commit-buffer
UCS-A/org/vnic-beh-policy #
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LAN 接続ポリシーからの vNIC の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/をorg-name
として入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定した LAN接続ポリシーの LAN接続ポ
リシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope
lan-connectivity-policypolicy-name

ステップ 2   

LAN接続ポリシーから指定された vNICを
削除します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy #
delete vnic vnic-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、vnic3という名前の vNICを LanConnect42という名前の LAN接続ポリシーから削除
し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic vnic3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

LAN 接続ポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、/を org-nameとして入力し
ます。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定された LAN接続ポリシーを作成を作成し、組
織 LAN接続ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create
lan-connectivity-policypolicy-name

ステップ 2   

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま
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目的コマンドまたはアクション

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。

（任意）

ポリシーに説明を追加します。どこでどのようにポ

リシーが使用されるかについての情報を含めること

を推奨します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy
# set descrpolicy-name

ステップ 3   

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字ま
たはスペースを使用できます。`（アクセント記
号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、
<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できま
せん。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy
# commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、LanConnect42という名前のLAN接続ポリシーを作成し、トランザクションをコミッ
トする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # set descr "LAN connectivity policy"
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

次の作業

この LAN接続ポリシーに 1つ以上の vNICおよび（または）iSCSI vNICを追加します。

LAN 接続ポリシーの削除
サービスプロファイルに含まれる LAN接続ポリシーを削除する場合、すべての vNICと iSCSI
vNICをそのサービスプロファイルから削除し、そのサービスプロファイルに関連付けられてい
るサーバの LANデータトラフィックを中断します。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/を org-name
として入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたLAN接続ポリシーを削除します。UCS-A /org # delete
lan-connectivity-policy policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例では、LanConnectiSCSI42という名前の LAN接続ポリシーをルート組織から削除し、トラ
ンザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete lan-connectivity-policy LanConnectiSCSI42
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

LAN および SAN 接続ポリシーについて
接続ポリシーは、ネットワーク上のサーバと LANまたは SAN間の接続およびネットワーク通信
リソースを決定します。これらのポリシーは、プールを使用してサーバにMACアドレス、WWN、
およびWWPNを割り当て、サーバがネットワークとの通信に使用する vNICおよび vHBAを識別
します。

これらの接続ポリシーは、サービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレート

に含まれ、複数のサーバを設定するために使用できるので、静的 IDを接続ポリシーで使用す
ることはお勧めしません。

（注）

LAN および SAN の接続ポリシーに必要な権限
接続ポリシーにより、ネットワークまたはストレージ権限のないユーザがネットワークおよびス

トレージ接続をしているサービスプロファイルおよびサービスプロファイルテンプレートを作

成および変更することが可能になります。ただし、ユーザは接続ポリシーを作成するための適切

なネットワークおよびストレージの権限が必要です。

接続ポリシーの作成に必要な権限

接続ポリシーは、他のネットワークおよびストレージ構成と同じ権限を必要とします。たとえば、

接続ポリシーを作成するには、次の権限の少なくとも 1つを有している必要があります。

• [admin]：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• [ls-server]：LANおよび SAN接続ポリシーを作成できます

• [ls-network]：LAN接続ポリシーを作成できます
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• [ls-storage]：SAN接続ポリシーを作成できます

接続ポリシーをサービスプロファイルに追加するために必要な権限

接続ポリシーの作成後、ls-compute権限を持つユーザは、そのポリシーをサービスプロファイル
またはサービスプロファイルテンプレートに組み込むことができます。ただし、ls-compute権限
しかないユーザは接続ポリシーを作成できません。

サービスプロファイルと接続ポリシー間の相互作用

次のいずれかの方法により、サービスプロファイルに LANおよび SANの接続を設定できます。

•サービスプロファイルで参照される LANおよび SAN接続ポリシー

•サービスプロファイルで作成されるローカル vNICおよび vHBA

•ローカル vNICおよび SAN接続ポリシー

•ローカル vHBAおよび LAN接続ポリシー

Cisco UCSでは、サービスプロファイルのローカル vNICおよび vHBA設定と接続ポリシー間の
相互排他性が維持されます。接続ポリシーとローカルに作成した vNICまたは vHBAを組み合わ
せて使用することはできません。サービスプロファイルに LAN接続ポリシーを含めると、既存
の vNIC設定がすべて消去されます。SAN接続ポリシーを含めた場合は、そのサービスプロファ
イル内の既存の vHBA設定がすべて消去されます。

LAN 接続ポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組織

モードを開始するには、/を org-nameとして入力し
ます。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定された LAN接続ポリシーを作成を作成し、組
織 LAN接続ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # create
lan-connectivity-policypolicy-name

ステップ 2   

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コロ
ン）、および .（ピリオド）は使用できますが、そ
れ以外の特殊文字とスペースは使用できません。ま

た、オブジェクトが保存された後にこの名前を変更

することはできません。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

ポリシーに説明を追加します。どこでどのようにポ

リシーが使用されるかについての情報を含めること

を推奨します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy
# set descrpolicy-name

ステップ 3   

256文字以下で入力します。次を除く任意の文字ま
たはスペースを使用できます。`（アクセント記
号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大なり）、
<（小なり）、または '（一重引用符）は使用できま
せん。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy
# commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、LanConnect42という名前のLAN接続ポリシーを作成し、トランザクションをコミッ
トする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # set descr "LAN connectivity policy"
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

次の作業

この LAN接続ポリシーに 1つ以上の vNICおよび（または）iSCSI vNICを追加します。

LAN 接続ポリシー用の vNIC の作成
LAN接続ポリシーの作成, （185ページ）から続行した場合、ステップ 3でこの手順を開始しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組

織モードを開始するには、/を org-nameとして入
力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定した LAN接続ポリシーの LAN接続ポリシー
モードを開始します。

UCS-A /org # scope
lan-connectivity-policypolicy-name

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

指定された LAN接続ポリシー用の vNICを作成し
ます。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy
# create vnicvnic-name
[eth-ifeth-if-name] [fabric {a | b}]

ステップ 3   

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コ
ロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、
それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。

また、オブジェクトが保存された後にこの名前を

変更することはできません。

vNICに使用するファブリックを指定します。ス
テップ 3で vNICを作成したときにファブリックを

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic #
set fabric {a | a-b | b | b-a}

ステップ 4   

指定しなかった場合は、このコマンドで指定する

オプションがあります。

デフォルトのファブリックインターコネクトが使

用できない場合に、この vNICが第 2のファブリッ
クインターコネクトにアクセスできるようにする

には、a-b（Aがプライマリ）または b-a（Bがプ
ライマリ）を選択します。

次の状況下では、vNICのファブリック
フェールオーバーを有効にしないでくだ

さい。

（注）

• Cisco UCSドメインイーサネットス
イッチモードで動作している場合。

vNICファブリックフェールオーバー
は、そのモードではサポートされま

せん。1つのファブリックインター
コネクト上のすべてのイーサネット

アップリンクが障害になった場合、

vNICは他のイーサネットアップリ
ンクにフェールオーバーしません。

•ファブリックフェールオーバーをサ
ポートしないアダプタ（Cisco UCS
82598KR-CI 10-Gigabit Ethernet
Adapter）があるサーバにこの vNIC
を関連付ける予定がある場合。これ

を行った場合、Cisco UCS Manager
により、サービスプロファイルと

サーバを関連付けたときに設定エ

ラーが生成されます。
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目的コマンドまたはアクション

vNICに使用するアダプタポリシーを指定します。UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic #
set adapter-policypolicy-name

ステップ 5   

vNICの ID（MACアドレス）を指定します。次の
いずれかのオプションを使用して識別を設定でき

ます。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic #
set identity {dynamic-mac
{mac-addr | derived} |
mac-poolmac-pool-name}

ステップ 6   

•一意のMACアドレスをnn:nn:nn:nn:nn:nn形式
で作成する。

•製造時にハードウェアに焼き付けられたMAC
アドレスを取得する。

• MACプールからMACアドレスを割り当て
る。

このvNICで受け入れられる最大伝送単位、つまり
パケットサイズ。を指定します

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic #
set mtusize-num

ステップ 7   

1500～ 9216の範囲の整数を入力します。

vNICに対応する QoSポリシーがある場
合、ここで指定したMTUは、関連付け
られたQoSシステムクラスで指定された
MTUと同等以下でなければなりません。
このMTU値が QoSシステムクラスの
MTU値を超えている場合、データ転送中
にパケットがドロップされる可能性があ

ります。

（注）

vNICによって使用されるネットワーク制御ポリ
シーを指定します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic #
set nw-control-policypolicy-name

ステップ 8   

vNICに相対順序を指定します。UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic #
set order {order-num | unspecified}

ステップ 9   

vNICによって使用される LANピングループを指
定します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic #
set pin-groupgroup-name

ステップ 10   

vNICによって使用されるサービスポリシーの品質
を指定します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic #
set qos-policypolicy-name

ステップ 11   

vNICによって使用される統計情報収集ポリシーを
指定します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic #
set stats-policypolicy-name

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

ダイナミック vNIC接続ポリシーを vNICに使用す
るように指定します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic #
set template-namepolicy-name

ステップ 13   

指定された vConに vNICを割り当てます。Cisco
UCSManagerが自動的に vNICを割り当てるように
するには、anyキーワードを使用します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic #
set vcon {1 | 2 | 3 | 4 | any}

ステップ 14   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic #
commit-buffer

ステップ 15   

次の例では、LanConnect42という名前の LAN接続ポリシー用の vNICを設定し、トランザクショ
ンをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # create vnic vnic3 fabric a
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set fabric a-b
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set adapter-policy AdaptPol2
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set identity mac-pool MacPool3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set mtu 8900
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set nw-control-policy ncp5
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set order 0
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set pin-group EthPinGroup12
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set qos-policy QosPol5
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set stats-policy StatsPol2
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set template-name VnicConnPol3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # set vcon any
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic #

次の作業

必要に応じて、LAN接続ポリシーに別の NICまたは iSCSI vNICを追加します。そうでない場合
は、サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーをインクルー

ドします。

LAN 接続ポリシーからの vNIC の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/をorg-name
として入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定した LAN接続ポリシーの LAN接続ポ
リシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope
lan-connectivity-policypolicy-name

ステップ 2   

LAN接続ポリシーから指定された vNICを
削除します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy #
delete vnic vnic-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、vnic3という名前の vNICを LanConnect42という名前の LAN接続ポリシーから削除
し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic vnic3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

LAN 接続ポリシー用の iSCSI vNIC の作成
LAN接続ポリシーの作成, （185ページ）から続行した場合、ステップ 3でこの手順を開始しま
す。

はじめる前に

LAN接続ポリシーは、iSCSIデバイス用のオーバーレイvNICとして使用できるイーサネットvNIC
を含める必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート

組織モードを開始するには、/をorg-nameとして
入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定したLAN接続ポリシーのLAN接続ポリシー
モードを開始します。

UCS-A /org # scope
lan-connectivity-policypolicy-name

ステップ 2   

指定されたLAN接続ポリシーの iSCSI vNICを作
成します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy
# create vnic-iscsi iscsi-vnic-name.

ステップ 3   

この名前には、1～ 16文字の英数字を使用でき
ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用できま
すが、それ以外の特殊文字とスペースは使用で
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目的コマンドまたはアクション

きません。また、オブジェクトが保存された後

にこの名前を変更することはできません。

（任意）

この iSCSI vNIC用に作成した iSCSIアダプタポ
リシーを指定します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# set iscsi-adaptor-policy
iscsi-adaptor-name

ステップ 4   

（任意）

iSCSI vNICによって使用される認証プロファイ
ルを設定します。設定する認証プロファイルが

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# set auth-name
authentication-profile-name

ステップ 5   

すでに存在している必要があります。詳細につ

いては、「Creating an Authentication Profile」を
参照してください。

iSCSI vNICのMACアドレスを指定します。
MACアドレスは、Cisco UCS NIC
M51KR-Bアダプタ専用に設定されま
す。

（注）

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# set identity { dynamic-mac
{dynamic-mac-address | derived } |
mac-poolmac-pool-name }

ステップ 6   

iSCSI発信側の名前または iSCSI発信側名の提供
元の IQNプール名を指定します。iSCSI発信側名
には最大 223文字を使用できます。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# set iscsi-identity
{initiator-nameinitiator-name |
initiator-pool-nameiqn-pool-name}

ステップ 7   

オーバーレイ vNICとして iSCSIデバイスで使用
される、イーサネットvNICを指定します。詳細

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# set overlay-vnic-name
overlay-vnic-name

ステップ 8   

については、「Configuring a vNIC for a Service
Profile」を参照してください。

iSCSIvNICに割り当てられたVLANのイーサネッ
トインターフェイスを作成します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# create eth-if

ステップ 9   

VLAN名を指定します。デフォルトのVLANは、
defaultです。CiscoUCSM81KR仮想インターフェ

UCS-A /org/ex/vnic-iscsi/eth-if # set
vlannamevlan-name

ステップ 10   

イスカードおよび Cisco UCS VIC-1240仮想イン
ターフェイスカードの場合、指定するVLANは
オーバレイ vNICのネイティブ VLANと同じで
ある必要があります。Cisco UCS M51KR-B
Broadcom BCM57711アダプタの場合、指定した
VLANは、オーバーレイvNICに割り当てられた
どの VLANでも設定できます。
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A
/org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi
# commit-buffer

ステップ 11   

次の例では、LanConnect42という名前の LAN接続ポリシー用の iSCSI vNICを設定し、トランザ
クションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy # create vnic-iscsi iSCSI1
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set iscsi-adaptor-policy iscsiboot
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set auth-name initauth
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set identity dynamic-mac derived
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set iscsi-identity initiator-name iSCSI1
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # set overlay-vnic-name eth1
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi* # create eth-if
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi/eth-if* # set vlanname default
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi/eth-if* # commit buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy/vnic-iscsi/eth-if

次の作業

必要に応じて、LAN接続ポリシーに別の iSCI vNICまたは vNICを追加します。そうでない場合
は、サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにポリシーをインクルー

ドします。

LAN 接続ポリシーからの iSCSI vNIC の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/をorg-name
として入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定した LAN接続ポリシーの LAN接続ポ
リシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope
lan-connectivity-policypolicy-name

ステップ 2   

LAN接続ポリシーから指定された iSCSI
vNICを削除します。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy #
delete vnic-iscsi iscsi-vnic-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/lan-connectivity-policy #
commit-buffer

ステップ 4   
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次の例では、iscsivnic3という名前の iSCSI vNICを LanConnect42という名前の LAN接続ポリシー
から削除し、トランザクションをコミットする方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope lan-connectivity-policy LanConnect42
UCS-A /org/lan-connectivity-policy # delete vnic-iscsi iscsivnic3
UCS-A /org/lan-connectivity-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/lan-connectivity-policy #

ネットワーク制御ポリシー
このポリシーは Cisco UCSドメインのネットワーク制御を設定するもので、次の設定も含まれま
す。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）がイネーブルか、ディセーブルか

•エンドホストモードで使用できるアップリンクポートが存在しない場合の、仮想インター
フェイス（VIF）の動作方法

•関連付けられているボーダポートの障害時に、リモートイーサネットインターフェイス、
vEthernetインターフェイス、または vFibreチャネルインターフェイスに対して Cisco UCS
Managerが実行するアクション

•ファブリックインターコネクトへのパケット送信時に複数の異なるMACアドレスをサーバ
が使用できるかどうか

• MAC登録を VNICごとに実行するか、またはすべての VLANに対して実行するか

[アップリンクのアクションに失敗しました] プロパティ

デフォルトでは、ネットワーク制御ポリシー内の [アップリンクのアクションに失敗しました]プ
ロパティは、リンクダウンの値を使用して設定されます。Cisco UCS M81KR仮想インターフェイ
スカードなどのアダプタの場合、Cisco UCS Managerは、関連するボーダポートに障害が発生し
たときに、このデフォルト動作に従って vEthernetまたは vFibreチャネルインターフェイスをダ
ウン状態にします。イーサネットと FCoEの両方のトラフィックをサポートしている VM-FEX非
対応の統合型ネットワークアダプタ（Cisco UCS CNA M72KR-Qや Cisco UCS CNA M72KR-Eな
ど）を使用している Cisco UCSシステムの場合、Cisco UCS Managerは、関連するボーダポート
に障害が発生したときに、このデフォルト動作に従ってリモートイーサネットインターフェイス

をダウン状態にします。このシナリオでは、リモートイーサネットインターフェイスにバインド

されている vFibreチャネルインターフェイスもダウンします。

この項に記載されている VM-FEX非対応の統合型ネットワークアダプタが実装に含まれてお
り、そのアダプタがイーサネットと FCoEの両方のトラフィックを処理することが予想される
場合は、警告の値を使用して [Action on Uplink Fail]プロパティを設定することをお勧めしま
す。ただし、これを設定すると、ボーダポートがダウンした場合に、イーサネットチーミン

グドライバでリンク障害を検出できなくなる可能性があります。

（注）
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MAC 登録モード

MACアドレスは、ネイティブ VLANでのみデフォルトでインストールされます。これにより、
ほとんどの実装で VLANポート数が最大になります。

トランキングドライバがホスト上で実行され、インターフェイスが無差別モードになってい

る場合、MAC登録モードをすべての VLANに設定することをお勧めします。
（注）

ネットワーク制御ポリシーの設定

Emulex統合型ネットワークアダプタ（N20-AE0102）用のMACアドレスベースのポートセキュ
リティはサポートされません。MACアドレスベースのポートセキュリティが有効になっている
場合、ファブリックインターコネクトにより、最初にそれが学習したMACアドレスが含まれる
パケットにトラフィックが制限されます。これは、FCoE Initialization Protocolパケットで使用さ
れる送信元MACアドレスか、イーサネットパケットのMACアドレスのうち、アダプタによっ
て最初に送信されたほうになります。この設定により、FCoEパケットまたはイーサネットパケッ
トのいずれかがドロップされることがあります。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組

織モードを開始するには、/をorg-nameとして入
力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたネットワーク制御ポリシーを作成し、

組織ネットワーク制御ポリシーモードを開始し

ます。

UCS-A /org # create
nw-ctrl-policypolicy-name

ステップ 2   

Cisco Discovery Protocol（CDP）をディセーブル
またはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable
| enable} cdp

ステップ 3   

インターフェイスでの LLDPパケットの送信を
ディセーブルまたはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable
| enable} lldp transmit

ステップ 4   

インターフェイスでの LLDPパケットの受信を
ディセーブルまたはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable
| enable} lldp receive

ステップ 5   

エンドホストモードで使用可能なアップリンク

ポートがない場合に実行するアクションを指定し

ます。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set
uplink-fail-action {link-down |
warning}

ステップ 6   

link-downキーワードを使用すると、ファブリッ
クインターコネクトでアップリンク接続が失わ

れた場合に vNICの動作ステータスが downに変
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目的コマンドまたはアクション

更され、vNICのファブリックフェールオーバー
が容易になります。warningキーワードを使用す
ると、アップリンクポートを使用できない場合

でもサーバ間の接続が維持され、ファブリック

インターコネクトでアップリンク接続が失われた

場合にファブリックフェールオーバーがディセー

ブルになります。デフォルトのアップリンク障害

処理は link-downダウンです。

アダプタ登録済みのMACアドレスを、インター
フェイスに関連付けられているネイティブVLAN

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set
mac-registration-mode{all-host-vlans
| only-native-vlan

ステップ 7   

にのみ追加するか、インターフェイスに関連付け

られているすべての VLANに追加するか。次の
いずれかになります。

• [Only Native Vlan]：MACアドレスはネイ
ティブ VLANにのみ追加されます。デフォ
ルトではこのオプションが設定され、

port+VLANのカウントが最大になります。

• [AllHostVlans]：関連付けられているすべて
のVLANにMACアドレスが追加されます。
トランキングを使用するよう設定されてい

るが、無差別モードで実行されていない

VLANの場合、このオプションを選択しま
す。

組織ネットワーク制御ポリシーのMACセキュリ
ティモードを開始します。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # create
mac-security

ステップ 8   

トラフィック送信時のMACアドレスの偽装を許
可または拒否します。偽装MACアドレスが許可

UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security
# set forged-transmit {allow | deny}

ステップ 9   

されるとMACセキュリティはディセーブルに、
偽装MACアドレスが拒否されるとMACセキュ
リティはイネーブルになります。デフォルトで

は、偽装MACアドレスは許可されます（MAC
セキュリティはディセーブル）。

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security
# commit-buffer

ステッ

プ 10   

次の例は、ncp5というネットワーク制御ポリシーを作成して、CDPをイネーブルにし、LLDPの
送受信をイネーブルにして、アップリンクフェールアクションを link-downに設定し、偽装MAC
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アドレスを拒否して（MACセキュリティをイネーブル化）、トランザクションをコミットする方
法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create nw-ctrl-policy ncp5
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable cdp
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable lldp transmit
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable lldp receive
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # set uplink-fail-action link-down
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # create mac-security
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security* # set forged-transmit deny
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security* # commit-buffer
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security #

次の例は、ncp5というネットワーク制御ポリシーを作成して、CDPをイネーブルにし、アップリ
ンクフェールアクションを link-downに設定して、トランザクションをコミットする方法を示し
ています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create nw-ctrl-policy ncp5
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable cdp
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # set uplink-fail-action link-down
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/nw-ctrl-policy #

ファブリックインターコネクト vEthernet インターフェイスの Link Layer
Discovery Protocol の設定

CiscoUCSManagerでは、vEthernetインターフェイスでLLDPを有効化したり無効化したりできま
す。これらの LANアップリンクネイバーに関する情報も取得できます。この情報は、UCSシス
テムに接続されたLANのトポロジを学習するときと、ファブリックインターコネクト（FI）から
ネットワークの接続性の問題を診断するときに便利です。UCSシステムの FIは、LAN接続の場
合は LANアップリンクスイッチに接続され、ストレージ接続の場合は SANアップリンクスイッ
チに接続されます。Cisco Application Centric Infrastructure（ACI）で Cisco UCSを使用する場合、
FIの LANアップリンクは ACIのリーフノードに接続されます。vEthernetインターフェイスで
LLDPを有効にすると、Application Policy Infrastructure Controller（APIC）が vCenterを使用して FI
に接続されたサーバを識別するために役立ちます。

ネットワーク内のデバイスのディスカバリを許可するために、IEEE 802.1ab標準規格で定義され
ているベンダーニュートラルなデバイスディスカバリプロトコルである Link Layer Discovery
Protocol（LLDP）がサポートされています。LLDPは、ネットワークデバイスがネットワーク上
の他のデバイスに自分の情報をアドバタイズできるようにする単一方向のプロトコルです。LLDP
は、デバイスおよびそのインターフェイスの機能と現在のステータスに関する情報を送信します。

LLDPデバイスはこのプロトコルを使用して、他の LLDPデバイスからだけ情報を要求します。

vEthernetインターフェイスに対する LLDPは、サービスプロファイルの vNICに適用されるネッ
トワーク制御ポリシー（NCP）に基づいて有効化または無効化できます。
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ネットワーク制御ポリシーの詳細の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/をorg-nameと
して入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定したネットワーク制御ポリシーの組織ネッ

トワーク制御ポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope nw-ctrl-policy
{default | policy-name}

ステップ 2   

指定したネットワーク制御ポリシーの詳細を

表示します。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # show
detail

ステップ 3   

次の例は、ncp5というネットワーク制御ポリシーの詳細の表示方法を示しています。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope nw-ctrl-policy ncp5
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # show detail

Network Control Policy:
Name: ncp5
CDP: Enabled
LLDP Transmit: Enabled
LLDP Receive: Enabled
Uplink fail action: Link Down
Adapter MAC Address Registration: Only Native Vlan
Policy Owner: Local
Description:

UCS-A /org/nw-ctrl-policy #

ネットワーク制御ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

指定されたネットワーク制御ポリシーを

削除します。

UCS-A /org # delete
nwctrl-policypolicy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   
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次の例は、ncp5という名前のネットワーク制御ポリシーを削除し、トランザクションをコミット
します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete nwctrl-policy ncp5
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

マルチキャストポリシーの作成
マルチキャストポリシーは、ルート組織でのみ作成でき、サブ組織では作成できません。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   

マルチキャストポリシーを指定されたポリ

シー名を作成し、組織マルチキャストポリ

シーモードを開始します。

UCS-A /org # create mcast-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/mcast-policy* #
commit-buffer

ステップ 3   

次の例は、policy1という名前のマルチキャストポリシーの作成方法を示しています。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/mcast-policy #

マルチキャストポリシーの削除

VLANにデフォルト以外の（ユーザ定義）マルチキャストポリシーを割り当て、そのマルチ
キャストポリシーを削除すると、関連付けられた VLANは削除済みポリシーが再作成される
まで、デフォルトのマルチキャストポリシーからマルチキャストポリシー設定を継承します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたポリシー名を持つマルチキャス

トポリシーを削除します。

UCS-A /org # delete mcast-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを削除する方法を示します。
UCS-A # scope org /
UCS-A /org # delete mcast-policy policy1
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

マルチキャストポリシーモードの開始

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始しま

す。

UCS-A# scope orgステップ 1   

組織マルチキャストポリシーモードを

開始します。

UCS-A /org # scope mcast-policy
policy-name

ステップ 2   

次の例は、policy1という名前のマルチキャストポリシーの作成方法を示しています。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy #

マルチキャストポリシーの入力
entermcast-policy policy-nameコマンドを使用すると、既存のマルチキャストポリシーを入力でき
ます。

はじめる前に

マルチキャストポリシーを作成します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   

新しいマルチキャストポリシーを指定された

ポリシー名で作成し、組織マルチキャストポ

リシーモードを開始します。

UCS-A /org # enter mcast-policy
policy-name

ステップ 2   

次の例は、policy1という名前のマルチキャストポリシーを作成し、マルチキャストポリシーモー
ドを開始する方法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # enter mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy #

グローバル VLAN マルチキャストポリシーの割り当て
イーサネットアップリンクファブリックモードで、グローバル VLANにマルチキャストポリ
シーを割り当てることができます。

はじめる前に

VLANを作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始

します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

イーサネットアップリンク VLANモード
を開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope vlan
default

ステップ 2   

グローバル VLANにマルチキャストポリ
シーを割り当てます。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set
mcastpolicy policy-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink/vlan #
commit-buffer

ステップ 4   
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グローバル VLAN マルチキャストポリシーの関連付け解
除

イーサネットアップリンクファブリックモードでグローバル VLANからマルチキャストポリ
シーを関連付け解除できます。

VLANにデフォルト以外の（ユーザ定義）マルチキャストポリシーを割り当て、そのマルチ
キャストポリシーを削除すると、関連付けられた VLANは削除済みポリシーが再作成される
まで、デフォルトのマルチキャストポリシーからマルチキャストポリシー設定を継承します。

（注）

はじめる前に

グローバル VLANを作成してマルチキャストポリシーを関連付けます。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

イーサネットアップリンクVLANモードを開始
します。

UCS-A /eth-uplink # scope vlan
default

ステップ 2   

グローバル VLANからあらゆるマルチキャスト
ポリシーを関連付け解除します。VLANに set

UCS-A /eth-uplink/vlan # set
mcastpolicy ""

ステップ 3   

mcastpolicy ""'を設定すると、VLANはデフォル
トのマルチキャストポリシーからマルチキャス

ト設定を継承します。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /eth-uplink/vlan #
commit-buffer

ステップ 4   

VLAN マルチキャストポリシーの関連付け解除
ポリシー名として空の文字列（" "）を入力すると、イーサネットアップリンクファブリックモー
ドであらゆるマルチキャストポリシーから VLANを関連付け解除できます。

はじめる前に

グローバル VLANを作成し、その VLANにマルチキャストポリシーを関連付けます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したファブリックインターコネクトのイー

サネットアップリンクファブリックモードを開

始します。

UCS-A /eth-uplink # scope
fabric{a | b}

ステップ 2   

イーサネットアップリンクファブリックVLAN
モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
vlan vlan-name

ステップ 3   

VLANのあらゆるマルチキャストポリシーを関
連付け解除します。VLANに set mcastpolicy ""'

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
set mcastpolicy ""

ステップ 4   

を設定すると、VLANはデフォルトのマルチキャ
ストポリシーからマルチキャスト設定を継承し

ます。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、vlan1という VLANからマルチキャストポリシーの関連付けを解除し、トランザク
ションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope vlan vlan1
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set mcastpolicy policy1
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

イーサネットアダプタポリシーの設定

イーサネットアダプタポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、

org-nameとして /を入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたイーサネットアダプタポリ

シーを作成し、組織イーサネットポリ

シーモードを開始します。

UCS-A /org # create
eth-policypolicy-name

ステップ 2   

（任意）

Accelerated RFSを設定します。
UCS-A /org/eth-policy # set arfs
accelaratedrfs {enabled | disabled}

ステップ 3   

（任意）

イーサネットの完了キューを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set comp-queue
countcount

ステップ 4   

（任意）

ポリシーの説明を記します。

UCS-A /org/eth-policy # set
descrdescription

ステップ 5   

説明にスペース、特殊文字、ま

たは句読点が含まれている場

合、説明を引用符で括る必要が

あります。引用符は、showコ
マンド出力の説明フィールドに

は表示されません。

（注）

（任意）

イーサネットのフェールオーバーを設定

します。

UCS-A /org/eth-policy # set
failovertimeouttimeout-sec

ステップ 6   

（任意）

イーサネットの割り込みを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set interrupt
{coalescing-timesec | coalescing-type
{idle |min} | countcount | mode {intx |
msi |msi-x}}

ステップ 7   

（任意）

NVGREを設定します。
UCS-A /org/eth-policy # set nvgre
adminstate {disabled | enabled}

ステップ 8   

（任意）

イーサネットのオフロードを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set offload
{large-receive | tcp-rx-checksum |
tcp-segment | tcp-tx-checksum}
{disabled | enabled}

ステップ 9   

（任意）

イーサネットアダプタポリシーのオー

ナーを指定します。

UCS-A /org/eth-policy # set
policy-owner {local | pending}

ステップ 10   

（任意）

イーサネットの受信キューを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set recv-queue
{countcount | ring-sizesize-num}

ステップ 11   

（任意）

RSSを設定します。
UCS-A /org/eth-policy # set rss
receivesidescaling {disabled | enabled}

ステップ 12   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

イーサネットの送信キューを設定します。

UCS-A /org/eth-policy # set trans-queue
{countcount | ring-sizesize-num}

ステップ 13   

（任意）

VXLANを設定します。
UCS-A /org/eth-policy # set vxlan
adminstate {disabled | enabled}

ステップ 14   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/eth-policy # commit-bufferステップ 15   

次の例は、イーサネットアダプタポリシーを設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope org
UCS-A /org* # create eth-policy EthPolicy19
UCS-A /org/eth-policy* # set comp-queue count 16
UCS-A /org/eth-policy* # set descr "This is an Ethernet adapter policy example."
UCS-A /org/eth-policy* # set failover timeout 300
UCS-A /org/eth-policy* # set interrupt count 64
UCS-A /org/eth-policy* # set offload large-receive disabled
UCS-A /org/eth-policy* # set recv-queue count 32
UCS-A /org/eth-policy* # set rss receivesidescaling enabled
UCS-A /org/eth-policy* # set trans-queue
UCS-A /org/eth-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/eth-policy #

イーサネットアダプタポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。ルー

ト組織モードを開始するには、org-nameとし
て /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定したイーサネットアダプタポリシーを削

除します。

UCS-A /org # delete eth-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次に、EthPolicy19という名前のイーサネットアダプタポリシーを削除し、トランザクションをコ
ミットする例を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete eth-policy EthPolicy19
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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デフォルトの vNIC 動作ポリシーの設定

デフォルトの vNIC 動作ポリシー
デフォルトの vNIC動作ポリシーにより、サービスプロファイルに対する vNICの作成方法を設定
できます。vNICSを手動で作成することもできますし、自動的に作成することもできます。

デフォルトの vNIC動作ポリシーを設定して、vNICの作成方法を定義することができます。次の
いずれかになります。

• [None]：サービスプロファイルにCiscoUCSManagerはデフォルトの vNICを作成しません。
すべての vNICを明示的に作成する必要があります。

• [HW Inherit]：サービスプロファイルが vNICを必要とし、何も明示的に定義されていない場
合、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに関連付けられたサーバにインストールさ
れたアダプタに基づいて必要な vNICを作成します。

vNICのデフォルトの動作ポリシーを指定しない場合、[HW Inherit]がデフォルトで使用されま
す。

（注）

デフォルトの vNIC 動作ポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

デフォルトのvNIC動作ポリシーモードを開始します。UCS-A/org # scope
vnic-beh-policy

ステップ 2   

デフォルトの vNIC動作ポリシーを指定します。次の
いずれかになります。

UCS-A/org/vnic-beh-policy #
set action {hw-inherit
[template_name name] |
none}

ステップ 3   

• hw-inherit：サービスプロファイルに vNICが必
要なときに何も明示的に定義されていない場合、

Cisco UCS Managerは、そのサービスプロファイ
ルに関連するサーバにインストールされているア

ダプタに基づいて、必要な vNICを作成します。

hw-inheritを指定した場合は、vNICテンプレート
を指定して vNICを作成することもできます。
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目的コマンドまたはアクション

• none：Cisco UCS Managerは、サービスプロファ
イルにデフォルトの vNICを作成しません。すべ
ての vNICを明示的に作成する必要があります。

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A/org/vnic-beh-policy #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、vNICのデフォルトの動作ポリシーを hw-inheritに設定しています。
UCS-A # scope org /
UCS-A/org # scope vnic-beh-policy
UCS-A/org/vnic-beh-policy # set action hw-inherit
UCS-A/org/vnic-beh-policy* # commit-buffer
UCS-A/org/vnic-beh-policy #

ネットワーク制御ポリシーの設定
Emulex統合型ネットワークアダプタ（N20-AE0102）用のMACアドレスベースのポートセキュ
リティはサポートされません。MACアドレスベースのポートセキュリティが有効になっている
場合、ファブリックインターコネクトにより、最初にそれが学習したMACアドレスが含まれる
パケットにトラフィックが制限されます。これは、FCoE Initialization Protocolパケットで使用さ
れる送信元MACアドレスか、イーサネットパケットのMACアドレスのうち、アダプタによっ
て最初に送信されたほうになります。この設定により、FCoEパケットまたはイーサネットパケッ
トのいずれかがドロップされることがあります。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルート組

織モードを開始するには、/をorg-nameとして入
力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

指定されたネットワーク制御ポリシーを作成し、

組織ネットワーク制御ポリシーモードを開始し

ます。

UCS-A /org # create
nw-ctrl-policypolicy-name

ステップ 2   

Cisco Discovery Protocol（CDP）をディセーブル
またはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable
| enable} cdp

ステップ 3   

インターフェイスでの LLDPパケットの送信を
ディセーブルまたはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable
| enable} lldp transmit

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスでの LLDPパケットの受信を
ディセーブルまたはイネーブルにします。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # {disable
| enable} lldp receive

ステップ 5   

エンドホストモードで使用可能なアップリンク

ポートがない場合に実行するアクションを指定し

ます。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set
uplink-fail-action {link-down |
warning}

ステップ 6   

link-downキーワードを使用すると、ファブリッ
クインターコネクトでアップリンク接続が失わ

れた場合に vNICの動作ステータスが downに変
更され、vNICのファブリックフェールオーバー
が容易になります。warningキーワードを使用す
ると、アップリンクポートを使用できない場合

でもサーバ間の接続が維持され、ファブリック

インターコネクトでアップリンク接続が失われた

場合にファブリックフェールオーバーがディセー

ブルになります。デフォルトのアップリンク障害

処理は link-downダウンです。

アダプタ登録済みのMACアドレスを、インター
フェイスに関連付けられているネイティブVLAN

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # set
mac-registration-mode{all-host-vlans
| only-native-vlan

ステップ 7   

にのみ追加するか、インターフェイスに関連付け

られているすべての VLANに追加するか。次の
いずれかになります。

• [Only Native Vlan]：MACアドレスはネイ
ティブ VLANにのみ追加されます。デフォ
ルトではこのオプションが設定され、

port+VLANのカウントが最大になります。

• [AllHostVlans]：関連付けられているすべて
のVLANにMACアドレスが追加されます。
トランキングを使用するよう設定されてい

るが、無差別モードで実行されていない

VLANの場合、このオプションを選択しま
す。

組織ネットワーク制御ポリシーのMACセキュリ
ティモードを開始します。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy # create
mac-security

ステップ 8   

トラフィック送信時のMACアドレスの偽装を許
可または拒否します。偽装MACアドレスが許可

UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security
# set forged-transmit {allow | deny}

ステップ 9   

されるとMACセキュリティはディセーブルに、
偽装MACアドレスが拒否されるとMACセキュ
リティはイネーブルになります。デフォルトで
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目的コマンドまたはアクション

は、偽装MACアドレスは許可されます（MAC
セキュリティはディセーブル）。

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security
# commit-buffer

ステッ

プ 10   

次の例は、ncp5というネットワーク制御ポリシーを作成して、CDPをイネーブルにし、LLDPの
送受信をイネーブルにして、アップリンクフェールアクションを link-downに設定し、偽装MAC
アドレスを拒否して（MACセキュリティをイネーブル化）、トランザクションをコミットする方
法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create nw-ctrl-policy ncp5
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable cdp
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable lldp transmit
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable lldp receive
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # set uplink-fail-action link-down
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # create mac-security
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security* # set forged-transmit deny
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security* # commit-buffer
UCS-A /org/nw-ctrl-policy/mac-security #

次の例は、ncp5というネットワーク制御ポリシーを作成して、CDPをイネーブルにし、アップリ
ンクフェールアクションを link-downに設定して、トランザクションをコミットする方法を示し
ています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create nw-ctrl-policy ncp5
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # enable cdp
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # set uplink-fail-action link-down
UCS-A /org/nw-ctrl-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/nw-ctrl-policy #

ネットワーク制御ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

指定されたネットワーク制御ポリシーを

削除します。

UCS-A /org # delete
nwctrl-policypolicy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   
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次の例は、ncp5という名前のネットワーク制御ポリシーを削除し、トランザクションをコミット
します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete nwctrl-policy ncp5
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

マルチキャストポリシーの設定

マルチキャストポリシー

このポリシーは、インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）のスヌーピングおよび IGMP
クエリアの設定に使用されます。IGMPスヌーピングは、特定のマルチキャスト伝送に含まれる
べき VLANのホストを動的に決定します。1つ以上の VLANに関連付けることができるマルチ
キャストポリシーを作成、変更、削除できます。マルチキャストポリシーが変更されると、その

マルチキャストポリシーに関連付けられたすべてのVLANが再処理され変更が適用されます。デ
フォルトでは、IGMPスヌーピングが有効になり、IGMPクエリアが無効になります。プライベー
トVLANの場合、プライマリVLANにはマルチキャストポリシーを設定できますが、CiscoNX-OS
転送の実装により、プライマリ VLANに関連付けられている独立 VLANには設定できません。

マルチキャストポリシーには、次の制限事項およびガイドラインが適用されます。

• 6200シリーズファブリックインターコネクトでは、ユーザ定義のマルチキャストポリシー
をデフォルトのマルチキャストポリシーとともに割り当てることができます。

•グローバル VLANで許可されるのは、デフォルトのマルチキャストポリシーだけです。

• Cisco UCSドメインに 6300シリーズと 6200シリーズのファブリックインターコネクトが含
まれている場合は、どのマルチキャストポリシーでも割り当てることができます。

•ファブリックインターコネクトおよび関連付けられた LANイッチで同じ IGMPスヌーピン
グ状態を使用することを強くお勧めします。たとえば、ファブリックインターコネクトで

IGMPスヌーピングが無効にされている場合は、関連付けられているすべてのLANスイッチ
でも無効にする必要があります。

マルチキャストポリシーの作成

マルチキャストポリシーは、ルート組織でのみ作成でき、サブ組織では作成できません。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

マルチキャストポリシーを指定されたポリ

シー名を作成し、組織マルチキャストポリ

シーモードを開始します。

UCS-A /org # create mcast-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/mcast-policy* #
commit-buffer

ステップ 3   

次の例は、policy1という名前のマルチキャストポリシーの作成方法を示しています。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/mcast-policy #

IGMP スヌーピングパラメータの設定
マルチキャストポリシーに対して IGMPスヌーピングをイネーブルまたはディセーブルにできま
す。デフォルトでは、IGMPスヌーピング状態はマルチキャストポリシーに対しイネーブルになっ
ています。また、マルチキャストポリシーに対し IGMPスヌーピングクエリアの状態と IPv4ア
ドレスを設定することもできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   

新しいマルチキャストポリシーを指定されたポリシー

名で作成し、組織マルチキャストポリシーモードを開

始します。

UCS-A /org # create
mcast-policy policy-name

ステップ 2   

IGMPスヌーピングクエリアをイネーブルまたはディ
セーブルにします。デフォルトでは、IGMPスヌーピン

UCS-A /org/mcast-policy* #
set querier{enabled |
disabled}

ステップ 3   

グクエリアは、マルチキャストポリシーに対しディ

セーブルになっています。

IGMPスヌーピングクエリアの IPv4アドレスを指定し
ます。

UCS-A /org/mcast-policy* #
set querierip IGMP snooping
querier IPv4 address

ステップ 4   

IGMPスヌーピングをイネーブルまたはディセーブルに
します。デフォルトでは、IGMPスヌーピングは、マル
チキャストポリシーに対しイネーブルになっています。

UCS-A /org/mcast-policy* #
set snooping{enabled |
disabled}

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定にコミットします。UCS-A /org/mcast-policy* #
commit-buffer

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

マルチキャストポリシーに IGMPスヌーピン
グクエリア IPアドレスを設定する場合は、
次のガイドラインに従ってください。

（注）

1 イーサネットスイッチモード構成では、

ドメインの各 FIにクエリア IPアドレスを
設定する必要があります。

2 イーサネットエンドホストモードでは、

FIAにのみクエリア IPアドレスを設定し、
必要に応じて FI Bに設定することもでき
ます。FI Bに明示的に IPアドレスが設定
されていない場合は、FIAに設定されてい
るアドレスと同じアドレスが使用されま

す。

次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを作成および開始する方法を示しま
す。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # create mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy* # set querier enabled
UCS-A /org/mcast-policy* # set querierip 1.2.3.4
UCS-A /org/mcast-policy* # set snooping enabled
UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/mcast-policy #

マルチキャストポリシーパラメータの変更

既存のマルチキャストポリシーを変更して、IGMPスヌーピングまたは IGMPスヌーピングクエ
リアの状態を変更することができます。マルチキャストポリシーが変更されると、そのマルチ

キャストポリシーに関連付けられたすべての VLANが再処理され変更が適用されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   

組織マルチキャストポリシーモードを開始し

ます。

UCS-A /org # scope mcast-policy
policy-name

ステップ 2   

IGMPスヌーピングクエリアをイネーブルまた
はディセーブルにします。デフォルトでは、

UCS-A /org/mcast-policy* # set
querier{enabled | disabled}

ステップ 3   

IGMPスヌーピングクエリアは、マルチキャス
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目的コマンドまたはアクション

トポリシーに対しディセーブルになっていま

す。

IGMPスヌーピングクエリアの IPv4アドレス
を指定します。

UCS-A /org/mcast-policy* # set
querierip IGMP snooping querier
IPv4 address

ステップ 4   

IGMPスヌーピングをイネーブルまたはディ
セーブルにします。デフォルトでは、IGMPス

UCS-A /org/mcast-policy* # set
snooping{enabled | disabled}

ステップ 5   

ヌーピングは、マルチキャストポリシーに対

しイネーブルになっています。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /org/mcast-policy* #
commit-buffer

ステップ 6   

次の例は、policy1という名前のマルチキャストポリシーの作成方法を示しています。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope mcast-policy policy1
UCS-A /org/mcast-policy* # set querier enabled
UCS-A /org/mcast-policy* # set querierip 1.2.3.4
UCS-A /org/mcast-policy* # set snooping enabled
UCS-A /org/mcast-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/mcast-policy #

VLAN マルチキャストポリシーの割り当て
VLANのマルチキャストポリシーをイーサネットアップリンクファブリックモードに設定でき
ます。独立 VLANのマルチキャストポリシーは設定できません。

はじめる前に

VLANを作成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始し

ます。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したファブリックインターコネクトの

イーサネットアップリンクファブリック

モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric{a
| b}

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクファブリック

VLANモードを開始します。
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
vlan vlan-name

ステップ 3   

VLANのマルチキャストポリシーを割り当
てます。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set
mcastpolicy policy-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、1つのファブリックインターコネクトにアクセス可能なネームド VLANを設定し、
トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope vlan vlan1
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan # set mcastpolicy policy1
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

マルチキャストポリシーの削除

VLANにデフォルト以外の（ユーザ定義）マルチキャストポリシーを割り当て、そのマルチ
キャストポリシーを削除すると、関連付けられた VLANは削除済みポリシーが再作成される
まで、デフォルトのマルチキャストポリシーからマルチキャストポリシー設定を継承します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   

指定されたポリシー名を持つマルチキャス

トポリシーを削除します。

UCS-A /org # delete mcast-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例では、policy1という名前のマルチキャストポリシーを削除する方法を示します。
UCS-A # scope org /
UCS-A /org # delete mcast-policy policy1
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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LACP ポリシー
リンク集約は、複数のネットワーク接続を並列に組み合わせて、スループットを向上させ、冗長

性を実現します。LinkAggregationControl Protocol（LACP）は、それらのリンク集約グループにさ
らに利点をもたらします。Cisco UCS Managerでは、LACPポリシーを使用して LACPのプロパ
ティを設定することができます。

LACPポリシーには以下を設定できます。

•個別一時停止：LACPでアップストリームスイッチのポートを設定しない場合、ファブリッ
クインターコネクトは、すべてのポートをアップリンクイーサネットポートとして扱い、

パケットを転送します。ループを回避するために、LACPポートを一時停止状態にすること
ができます。LACPを使用してポートチャネルに個別一時停止を設定すると、そのポートチャ
ネルの一部であるポートがピアポートから PDUを受信しない場合、そのポートは一時停止
状態になります。

•タイマー値：rate-fastまたは rate-normalを設定できます。rate-fast設定では、ポートはピア
ポートから 1秒ごとに 1 PDUを受信します。このタイムアウトは 3秒です。rate-normal設定
では、ポートは 30秒ごとに 1 PDUを受信します。このタイムアウトは 90秒です。

システムの起動時に、デフォルトのLACPポリシーが作成されます。このポリシーを変更したり、
新規のポリシーを作成できます。また、複数のポートチャネルに 1つの LACPポリシーを適用す
ることもできます。

LACP ポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   

指定したLACPポリシーを作成します。UCS-A /org # create lacppolicypolicy
nam.

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例では、LACPポリシーを作成し、トランザクションをコミットします。
UCS-A # scope org
UCS-A /org # create lacppolicy lacp1
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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LACP ポリシーの編集

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope orgステップ 1   

指定した LACPポリシーに移動しま
す。

UCS-A /org # scope
lacppolicypolicy-name.

ステップ 2   

ポリシーに個別一時停止を設定しま

す。

UCS-A /org/lacp policy/ policy-name # set
suspend-individualtrue.

ステップ 3   

ポリシーの LACPレートを設定しま
す。

UCS-A /org/lacp policy/ policy-name # set
lacp-ratefast

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定に

コミットします。

UCS-A /org/lacp policy/ policy-name #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、LACPポリシーを変更して、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope org
UCS-A/org # scope lacppolicy policy-name
UCS-A /org/lacp policy policy-name # set suspend-individual true
UCS-A/prg/policy policy-name # set lacp-rate fast
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

ポートチャネルへの LACP ポリシーの割り当て
デフォルトでは、デフォルトのLACPポリシーがポートチャネルに割り当てられます。別のLACP
ポリシーをポートチャネルに割り当てることができます。割り当てられているポリシーがない場

合は、エラーが発生します。同じポリシーを作成してエラーをクリアできます。

ポートチャネル、FCoEポートチャネル、イーサネットストレージポートチャネルに、LACP
ポリシーを割り当てることができます。以下の手順は、ポートチャネルにLACPポリシーを割
り当てる方法を示しています。

（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

ファブリックモードを開始します。UCS-A /eth-uplink # scope fabricステップ 2   

ポートチャネルモードを開始します。UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
port-channel

ステップ 3   

このポートチャネルに LACPポリシー
を指定します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel #
set lacp-policy-namepolicy-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムにコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/ fabric/port-channel
commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、ポートチャネルに LACPポリシーを割り当てる方法を示しています。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A UCS-A/eth-uplink # scope fabric
UCS-A UCS-A/eth-uplink/facric # scope port-channel
UCS-A UCS-A/eth-uplink/port-channel # set lacp-policy-name
UCS-A UCS-A/eth-uplink/port-channel* # commit-buffer
UCS-A UCS-A/eth-uplink/port-channel #

UDLD リンクポリシーの設定

UDLD の概要
UniDirectional LinkDetection（UDLD）は、光ファイバまたはツイストペアイーサネットケーブル
を通して接続されたデバイスからケーブルの物理設定をモニタリングしたり、単一方向リンクの

存在を検出できるようにするためのレイヤ 2プロトコルです。このプロトコルが単一方向リンク
を正常に識別してディセーブルにするには、接続されたすべてのデバイスでUDLDプロトコルが
サポートされている必要があります。UDLDは、単一方向リンクを検出するとそのリンクを単方
向としてマークします。単一方向リンクは、スパニングツリートポロジループをはじめ、さまざ

まな問題を引き起こす可能性があります。

UDLDは、レイヤ1メカニズムと連動してリンクの物理ステータスを判断します。レイヤ1では、
物理的シグナリングおよび障害検出は、自動ネゴシエーションによって処理されます。UDLDは、
ネイバーの IDの検知、誤って接続されたインターフェイスのシャットダウンなど、自動ネゴシ
エーションでは実行不可能な処理を実行します。自動ネゴシエーションとUDLDの両方をイネー
ブルにすると、レイヤ 1と 2の検出機能が連動し、物理的および論理的な単一方向接続、および
他のプロトコルの誤動作を防止します。
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ローカルデバイスが送信したトラフィックをネイバーが受信するにもかかわらず、ネイバーから

送信されたトラフィックをローカルデバイスが受信しない場合に、単一方向リンクが発生しま

す。

動作モード

UDLDは、2つの動作モードをサポートしています。通常（デフォルト）とアグレッシブです。
通常モードのUDLDは、光ファイバ接続におけるインターフェイスの誤接続に起因する単一方向
リンクを検出します。アグレッシブモードの UDLDは、光ファイバリンクやツイストペアリン
ク上の片方向トラフィックに起因する単一方向リンク、および光ファイバリンク上のインター

フェイスの誤接続に起因する単一方向リンクも検出できます。

通常モードのUDLDは、光ファイバインターフェイスの光ファイバが誤接続されている場合に単
一方向リンクを検出しますが、レイヤ1メカニズムは、この誤接続を検出しません。インターフェ
イスが正しく接続されていてもトラフィックが片方向である場合は、単一方向リンクを検出する

はずのレイヤ 1メカニズムがこの状況を検出できないため、UDLDは単一方向リンクを検出でき
ません。その場合、論理リンクは不明となり、UDLDはインターフェイスをディセーブルにしま
せん。UDLDが通常モードのときに、ペアの一方の光ファイバが切断されており、自動ネゴシエー
ションがアクティブであると、レイヤ 1メカニズムはリンクの物理的な問題を検出しないため、
リンクは稼働状態でなくなります。この場合は、UDLDは何のアクションも行わず、論理リンク
は不確定と見なされます。

デフォルトでは、UDLDアグレッシブモードはディセーブルになっています。UDLDアグレッシ
ブモードは、そのモードをサポートするネットワークデバイス間のポイントツーポイントのリン

ク上に限って設定してください。UDLDアグレッシブモードが有効になっている場合、UDLDネ
イバー関係が確立されている双方向リンク上のポートが UDLDパケットを受信しなくなると、
UDLDはネイバーとの接続の再確立を試み、影響を受けたポートを管理シャットダウンします。
アグレッシブモードの UDLDは、2つのデバイス間の障害発生が許されないポイントツーポイン
トリンクの単一方向リンクも検出できます。また、次のいずれかの問題が発生している場合に、

単一方向リンクも検出できます。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方で、トラフィックの送受信
ができない場合。

•光ファイバまたはツイストペアリンクのインターフェイスの片方がダウン状態で、もう片方
がアップ状態の場合。

•ケーブルのうち 1本の光ファイバが切断されている。

単一方向の検出方法

UDLDは 2つのメカニズムを使用して動作します。

•ネイバーデータベースメンテナンス

UDLDは、すべてのアクティブインターフェイスで Helloパケット（別名アドバタイズメン
トまたはプローブ）を定期的に送信して、他のUDLD対応ネイバーについて学習し、各デバ
イスがネイバーに関しての最新情報を維持できるようにします。スイッチが helloメッセー
ジを受信すると、エージングタイム（ホールドタイムまたは存続可能時間）が経過するま

    Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1
220

ネットワーク関連ポリシー

UDLD の概要



で、情報をキャッシュします。古いキャッシュエントリの期限が切れる前に、スイッチが新

しい helloメッセージを受信すると、古いエントリが新しいエントリで置き換えられます。

インターフェイスがディセーブルになりUDLDが実行中の場合、インターフェイスでUDLD
がディセーブルになった場合、またはスイッチがリセットされた場合、UDLDは、設定変更
によって影響を受けるインターフェイスの既存のキャッシュエントリをすべてクリアしま

す。UDLDは、ステータス変更の影響を受けるキャッシュの一部をフラッシュするようにネ
イバーに通知するメッセージを 1つまたは複数送信します。このメッセージは、キャッシュ
を継続的に同期するためのものです。

•イベントドリブン検出およびエコー

UDLDは検出メカニズムとしてエコーを利用します。UDLDデバイスが新しいネイバーを学
習するか、または同期していないネイバーから再同期要求を受信すると、接続のUDLDデバ
イス側の検出ウィンドウを再起動して、エコーメッセージを返送します。この動作はすべて

のUDLDネイバーに対して同様に行われるため、エコー送信側では返信エコーを受信するよ
うに待機します。

検出ウィンドウが終了し、有効な応答メッセージが受信されなかった場合、リンクは、UDLD
モードに応じてシャットダウンされることがあります。UDLDが通常モードにある場合、リ
ンクは不確定と見なされ、シャットダウンされない場合があります。UDLDがアグレッシブ
モードのときは、リンクは単一方向であると見なされ、インターフェイスはシャットダウン

されます。

通常モードにある UDLDが、アドバタイズまたは検出段階にあり、すべてのネイバーのキャッ
シュエントリが期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性
のあるネイバーとの再同期を行います。

アグレッシブモードをイネーブルにしていて、ポートのすべてのネイバーがアドバタイズまたは

検出段階で期限切れになると、UDLDはリンク起動シーケンスを再起動し、未同期の可能性のあ
るネイバーとの再同期を行います。高速な一連のメッセージの送受信後に、リンクステートが不

確定のままの場合、UDLDはポートをシャットダウンします。

UDLD 設定時の注意事項
次のガイドラインと推奨事項は、UDLDを設定する場合に該当します。

• UDLD対応インターフェイスを別のスイッチのUDLD非対応ポートに接続すると、そのUDLD
対応インターフェイスも単方向リンクを検出できなくなります。

•モード（通常またはアグレッシブ）を設定する場合、リンクの両側に同じモードを設定しま
す。

• UDLDは、UDLD対応デバイスに接続されているインターフェイスでのみ有効にする必要が
あります。次のインターフェイスタイプがサポートされます。

◦イーサネットアップリンク

◦ FCoEアップリンク
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◦イーサネットアップリンクポートチャネルメンバ

◦ FCoEアップリンクポートチャネルメンバ

UDLD リンクポリシーの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

UDLDリンクポリシーを指定された名前
で作成し、UDLDリンクポリシーモード
を開始します。

UCS-A /org # create
udld-link-policylink-policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/udld-link-policy #
commit-buffer

ステップ 3   

前のモードに戻ります。UCS-A /org/udld-link-policy # exitステップ 4   

指定したUDLDリンクポリシーのUDLD
リンクポリシーモードを開始します。

UCS-A /org # scope udld-link-policy
link-policy-name

ステップ 5   

UDLDリンクポリシーのモードを指定し
ます。

UCS-A /org/udld-link-policy # set
mode {aggressive | normal}

ステップ 6   

インターフェイスの UDLDをディセーブ
ルまたはイネーブルにします。

UCS-A /org/udld-link-policy # set
admin-state {disabled | enabled}

ステップ 7   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/udld-link-policy #
commit-buffer

ステップ 8   

次の例では、UDLDPol1と呼ばれるリンクプロファイルを作成し、モードをアグレッシブに設定
し、インターフェイスの UDLDをイネーブルにする方法を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /chassis/org # create udld-link-policy UDLDPol1
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy* # commit-buffer
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy # exit
UCS-A /chassis/org # scope udld-link-policy UDLDPol1
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy # set mode aggressive
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy* # set admin-state enabled
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy* # commit-buffer
UCS-A /chassis/org/udld-link-policy #
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UDLD システム設定の変更

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

現在の UDLDのシステム設定を表示します。UCS-A /org # show udld-policyステップ 2   

グローバル UDLDポリシーの UDLDポリシー
モードを開始します。

UCS-A /org # scope udld-policy
default

ステップ 3   

アドバタイズメントモードになっているポート

で UDLDプローブメッセージの時間間隔を秒
UCS-A /org/udld-policy # set
message-interval seconds

ステップ 4   

単位で指定します。7～ 60の整数を入力しま
す。デフォルトは 15秒です。

UDLDアグレッシブモードがイネーブルのとき
にディセーブルになっているポート上で実行す

UCS-A /org/udld-policy # set
recovery-action [reset | none]

ステップ 5   

るアクションを指定します。デフォルトはnone
です。

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /org/udld-policy #
commit-buffer

ステップ 6   

次に、デフォルトの UDLDシステム設定を 30秒間隔で更新する例を示します。
UCS-A# scope org /
UCS-A /chassis/org # show udld-policy

UDLD system settings:
Name Message interval (sec) Recovery action
---------- ---------------------- ---------------
default 15 None

UCS-A /chassis/org # scope udld-policy default
UCS-A /chassis/org/udld-policy # set message-interval 30
UCS-A /chassis/org/udld-policy* # commit-buffer
UCS-A /chassis/org/udld-policy #
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リンクプロファイルの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

指定された名前でリンクプロファイルを

作成し、リンクプロファイルモードを開

始します。

UCS-A /org # create
eth-link-profilelink-profile-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/eth-link-profile #
commit-buffer

ステップ 3   

前のモードに戻ります。UCS-A /org/eth-link-profile # exitステップ 4   

指定したリンクプロファイルのリンクプ

ロファイルモードを開始します。

UCS-A /org # scope eth-link-profile
link-profile-name

ステップ 5   

リンクプロファイルに指定した UDLDの
リンクポリシーを割り当てます。

UCS-A /org/eth-link-profile # set
udld-link-policylink-policy-name

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/eth-link-profile #
commit-buffer

ステップ 7   

次の例では、LinkProfile1と呼ばれるリンクプロファイルを作成し、デフォルトの UDLDリンク
ポリシーを割り当てる方法を示します。

UCS-A# scope org /
UCS-A /chassis/org # create eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /chassis/org/eth-link-profile* # commit-buffer
UCS-A /chassis/org/eth-link-profile # exit
UCS-A /chassis/org # scope eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /chassis/org/eth-link-profile # set udld-link-policy default
UCS-A /chassis/org/eth-link-profile* # commit-buffer

リンクプロファイルのポートチャネルイーサネットインターフェイスへの割り当

て

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

指定されたファブリックのイーサネット

アップリンクファブリックモードを開

始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2   

指定されたポートチャネルのイーサネッ

トアップリンクファブリックポート

チャネルモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
port-channel port-chan-id

ステップ 3   

指定したメンバーポートでイーサネット

サーバファブリック、ファブリックポー

トチャネルモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel #
scope member-port slot-id port-id

ステップ 4   

指定したリンクのプロファイルを割り当

てます。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/member-port
# set eth-link-profile link-profile-name

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/port-channel/member-port
# commit-buffer

ステップ 6   

次の例では、リンクプロファイルLinkProfile1をポートチャネルイーサネットインターフェイス
に割り当てる方法を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope port-channel 88
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel # scope member-port 1 31
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port # set eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/port-channel/member-port #

リンクプロファイルのポートチャネル FCoE インターフェイスへの割り当て

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンク

モードを開始します。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定したファブリックのファイバ

チャネルアップリンクファブリッ

クモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a | b}ステップ 2   

指定されたポートチャネルのファ

イバチャネルアップリンクファブ

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel
port-chan-id

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

リックポートチャネルモードを開

始します。

指定したメンバポートのファイバ

チャネルサーバファブリック、

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel # scope
fcoe-member-port slot-id port-id

ステップ 4   

ファブリックポートチャネルモー

ドを開始します。

指定したリンクのプロファイルを

割り当てます。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port
# set eth-link-profile link-profile-name

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設

定にコミットします。

UCS-A
/fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port
# commit-buffer

ステップ 6   

次の例では、リンクプロファイル LinkProfile1をポートチャネル FCoEインターフェイスに割り
当てる方法を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoe-port-channel 192
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel # scope fcoe-member-port 1 20
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port # set eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoe-port-channel/fcoe-member-port #

リンクプロファイルのアップリンクイーサネットインターフェイスへの割り当て

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始

します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定されたファブリックのイーサネット

アップリンクファブリックモードを開始

します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric {a |
b}

ステップ 2   

指定されたアップリンクポートのインター

フェイスコマンドモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric # scope
interface slot-num port num

ステップ 3   

指定したリンクのプロファイルを割り当て

ます。

UCS-A /eth-uplink/fabric/interface #
set eth-link-profile link-profile-name

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink/fabric/interface #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、リンクプロファイル LinkProfile1をアップリンクイーサネットインターフェイスに
割り当てる方法を示します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # scope interface 2 2
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface # set eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/interface #

リンクプロファイルのアップリンク FCoE インターフェイスへの割り当て

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを

開始します。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定したファブリックのファイバチャネル

アップリンクファブリックモードを開始し

ます。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric {a |
b}

ステップ 2   

指定されたアップリンクポートのファイバ

チャネルインターフェイスコマンドモー

ドを開始します。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope
fcoeinterface slot-num port num

ステップ 3   

指定したリンクのプロファイルを割り当て

ます。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface
# set eth-link-profile link-profile-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、リンクプロファイルLinkProfile1をアップリンクFCoEインターフェイスに割り当て
る方法を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope fcoeinterface 2 2
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface # set eth-link-profile LinkProfile1
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink/fabric/fcoeinterface #
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VMQ 接続ポリシー
Cisco UCSManagerでは、vNICに対し VMQ接続ポリシーを設定することができます。VMQによ
り、管理オペレーティングシステム全体のネットワークパフォーマンスが向上します。VMQvNIC
接続ポリシーを設定するには、次の作業を実行します。

• VMQ接続ポリシーの作成

•サービスプロファイルでのスタティック vNICの作成

• vNICへの VMQ接続ポリシーの適用

サーバのサービスプロファイルでVMQ vNICを設定する場合は、サーバ内の少なくとも 1つのア
ダプタがVMQをサポートしている必要があります。以下のアダプタのうち少なくとも1つがサー
バにインストールされていることを確認してください。

• UCS-VIC-M82-8P

• UCSB-MLOM-40G-01

• UCSC-PCIE-CSC-02

以下は VMQでサポートされるオペレーティングシステムです。

• Windows 2012

• Windows 2012 R2

サービスプロファイルで 1度に適用できる vNIC接続ポリシーは 1つだけです。vNICに対して 3
つのオプション（ダイナミック、usNIC、VMQ接続ポリシー）のいずれか 1つを選択してくださ
い。サービスプロファイルでVMQvNICが設定されている場合は、次のように設定されているこ
とを確認してください。

• BIOSポリシーで [SRIOV]を選択する。

•アダプタポリシーで [Windows]を選択する。

VMQ 接続ポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、

org-nameとして /を入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

このVMQ接続ポリシーの名前を指定しま
す。

UCS-A /org # create
vmq-conn-policypolicy-name

ステップ 2   

VMQ接続ポリシーのキューカウントを指
定します。

UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set
queue-countqueue count

ステップ 3   

VMQ接続ポリシーの割り込み回数を指定
します。

UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set
interrupt-countinterrupt count

ステップ 4   

トランザクションをシステムにコミット

します。

UCS-A /org/vmq-conn-policy* #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、VMQ接続ポリシーを作成します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # create vmq-conn-policy policy name
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set queue-count queue count (number)
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # set interrupt-count queue count (number)
UCS-A /org/vmq-conn-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/vmq-conn-policy #
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